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は し が き
日本にお け る高齢化 の 急速な進展及び介護保険制度の 導入 は ､ 各地域の 高齢者主体の 生
活支援シ ス テ ム の 発展 を促す機会とみなせ るo 高齢者が どの ような健康状態に あっ て も､
地域で暮らせ るようにする には ､ 多様 な生活支援サ ー ビ ス と ともに ､ 近隣の 人々 に よる高
齢者 の 生活に対す る継続的な
"
見守り
"
が必 要であるo しか し､ 住民と して対等な関係性
と ともに
"
支援す る - 支援され る関係性
"
を受 け入れ る ことに ､ 高齢者の 気兼ね等の 心理的
抵抗も存在す る. - 一 方､ 介護予 防の観点か らは , 配食サ - ビ ス 等の利f削こつ い て ､ 高齢者
の 自立 を阻害すると いう指摘もみ られ るo
高齢者主体の 生活支援シ ス テ ム の 発展 を促すに は ､ 高齢者が地域の 人 々 か らの 生活支援
をどの ように認識 し､ 活用 して い るか ､ また､ 住民が どの ような考えの もと に高齢者生惜
支援を行 っ て い るか を明らか にする こ とは ､
``
住民相互 の支えあい
"
とい う概念を実現す る
た めの 活動理論 を構築す るために 必要で ある｡ しか し､ 実態は あまり明らかで はない ｡
本研究は こ う した問題認識 の もとに ､ 配食ボラン テ ィアサ - ビ ス (配食サ - ビ ス) を例
に実施 した.
4年間の縦断的調査の 結果か ら､ 配食サ ー ビ ス 高齢利用者が 配達者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を大切 に し､ 調理者の 負担 へ の 気遣 いや調理内容の 改善 - の 働きか けにより ､ 配食サ ー
ビ ス 利用者の役割を遂行 して い る こ と ､ また主体的 に配食サ ー ビ ス を活用 して食生活 を構
築して い る こ とを明らか に した o - 方､ 配食サ ー ビ ス 活動者 は利用者との 対等性 を保持す
るように 工夫を行う - 方 ､ 負担感も感 じて お り ､ 活動をよ り円滑に し維持 ･ 発展させ るた
めの 支援を保健福祉職 に期待 して い た o 各町の 保健福祉職者か らの 聴取調査結果とあわせ
て 分析 した結果 ､ 利用者 ･ 活動者 の認識 には配食サ ー ビ ス の シ ス テ ム が 関連 して い ると考
えられ ､ 連携を推進す るには ､ 高齢者 を見守る と いう共通 の 目標 に向けて ､ 情報共有の た
めの ツ ー ル 等を含めた具体的な活動方法 の 支援が必 要と考えられ た. また ､ 行政 ･ ボラ ン
テ ィ ア ･ 高齢者が相互 に意識的に活動す る ことが必要と考えられたo
本研究の 実施に あた り ､ 広島県大朝町及 び加計 町 ､ 島根 県赤来町及 び大社町にお ける配
食サ ー ビ ス 利用者の 皆様 ､ 民生委員 ､ 配食ボラ ンテ ィ ア ､ 各町役場及び社会福祉協議会 (い
ずれも平成 1 3- 15年度当時) ､ 出雲健康福祉セ ン タ ー 保健福祉部保健福祉課 (平成13年当
時) ､ 赤来町診療所 の 皆様 に は ､ 調査実施 に際 し ､ 大変お 世話に なりま した｡ 個人名 をお
出 しする こ とは あえ て控えますが ､ 心 か らお 礼申 し上げます ｡
研究協力者 と して ､ 本研 究の 遂行 を支え て 下さ っ た藤原さん ､ 桑原 さん ､ 森脇さん ､ 畑
中さん ､ 広田さん に心 か らお 礼申 し上げます｡
研 究 組 織
研究代表者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
吉 本 照 子 (千葉大学大学院看護学研究科)
波 川 京 子 (札幌医科大学保健医療学部)
阿 部 芳 江 (山 口大学医学部)
酒 井 郁 子 (千葉大学大学院看護学研究科)
杉 田 由加 里 (千葉大学大学院看護学研究科)
柳 滞 尚 代 (前三重県立看護大学;13･ 15年度)
前 川 厚 子 (名古屋大学医学部 ;13
･ 14年度)
疋 田 理障子 (前襲来医科大学;1畠年度)
森 下 浩 子 (前広敵国際大学:13年度)
研究組織では ､ 研究期 間中に研究教育機 関以外 に転出された研究分担者も含めて示 したo
交付決定額 (配分額) (金額単位 : 千円)
直接経費 間接経費 合 計
平成 13年度 2､ 800 0 2､ 800
平成 14年度 1､ 700 0 1､ 700
平成 1 5年度 1､ 800 0 1､ 800
平成 16年度 2､ 200 0 2､ 200
総
■
計 8､ 500 0 8､ 500
研 究 発 表
1) 学会誌等
(1) 柳滞尚代, 吉本照子 , 前川厚子 , 波川京子 , 森下浩子 ‥ 行政事務職 が認識 した行政保健
婦 ･ 士の 専門能力と活軌 お よび今後 の役割 - の 期待 - 4 自治体の 介護保険シ ス テム
導入過程にお ける協働の 事例から - . 日本地域看護学会誌 ,4(1), 100
- 105,2002･
2) 口頭発表
(1)森下浩子 , 吉本照子 , 柳沢尚代 , 前川厚子 , 波川京子 , 坪井敬子 :N 町の 在宅高齢者に
ぉける生活支援と して の 配食サ ー ビ ス の意味. 第 4 1回全国国保地域医療学会抄録
#, 15 8, 20 01.
(2)柳沢 尚代, 吉本照子 , 波川京子 , 森下浩子 , 前川厚子 ‥ 区市町村の 公 的介護保険 シ ス テ
主i主
lム 構築過程で重視され た内容と保健婦 へ の役割期待 - 4 区市町村の 比 較から - . 日
本地域看護学会第4回学術集会講演集,4 5, 2001.
(3)吉本照子, 柳滞尚代, 前川厚子, 波川京子 , 阿部芳江, 定 田理障子 : 介護保険 シ ス テ
ム 導入にお ける行政保健婦 ･ 士 の 貢献と事務職がもとめ る全体的視野 . 第5回 日本
地域看護学会学術集会講演集 , 99,2 002.
(4) 波川京子, 森下浩子, 吉本照子 , 柳沢尚代, 前川厚子 :市町村保健事業にお け る保健
婦 と他職種 ･ 他 団体 との 連携の 方向性 . 日本地域看護学会第 4 回学術集会講演
集,84, 20 01.
(5) 柳揮 尚代, 吉本照子 , 前川厚子 , 波川京子, 疋 田理津子 , 阿部芳江:4自治体の 介護保
険シ ス テ ム構築の ス テ ッ プ ー 保健婦 と事務職との 連携 ･ 協働の 活動 よ り - . 第5回 日
本地域看護学会学術集会講演集, 11 5, 2002.
(6) 波川京子 ,吉本照子,近藤裕子 潮】揮尚代 : 配食ボ ラ ン テ ィ ア活動 が引き出す住民 と行
政の連携- 0 町 の 事例か ら･ . 日公衛会誌,4 9(10),2002.
(7) 波川京子,吉本照子,柳揮 尚代,阿部芳江,前川厚子 :0 町 における公 ･ 民協働 の 高齢者
生活支援と活用案態 . 第6回 目本地域看護学会学術集会講演集,5 5, 20 03.
(8) 柳滞尚代,吉本照子 ,前川厚子, 阿部芳江,波川京子 : 文献調査にもと づく介護予 防の
実態と課題の把握 . 第 6回 日本地域看護学会学術集会講演集,57,200･3.
(9)T.Yo shim oto, K Na mika w a,H,Ya n agis a w a,Y.Abe: Stru ctu r e of m otiv atio n fo r
livingin 七he elde rly u s e r s of m e al deliv e ry s e rviceliving atho m e.Ge riatric s&
Ge r o ntologylnte r n atio n al.3,s up plJl,S175,2003.
(10)吉本照子,波川京子 ,柳滞尚代,阿部芳江:住民が参画す る配食サ ー ビ ス からみ た地域
の 問題解決力向上 の 要因と調査研究者の 役割 . 日公衛会誌,50(10)粍682, 003.
(l l)柳滞尚代, 吉本照子 , 波川京子 ,阿部芳江:自立 支援の観点か らみ た配食サ ー ビ ス の
実態 と課 題 ･ 4 自治 体 の 分 析 か ら ･ . 第 7 回 日 本 地 域看 護学 会学 術集会 講 演
集,1 11,200 4.
(12)H.Ya n agi8 a Wa ,T.Yoshim oto, K.Na mika w a: Expe ctatio n s of m e al distri butio n
v olu nte e rs fo rinform atio n a ctivitie sin health a nd w elfa r e .T he 3rd ]c c H N R
Co nfe renc eJapan2 0 05.(発表予 定)
3) 出 版 物
な し
Ⅳ
1 . 目的 1.
2 . 高齢者の 生きが い に関す る国内の 先行研究 (阿部芳江) - - ･ - - - - - 2
3 . 方法
3.1 調査 の 枠組み
3.2 調査地域 の 特性 (波川京子)
3.3 調査対象者及び分析対象者
3.4 調査方法及 び分析方法
4 . 結果
4.1 配食ボ ラ ンテ ィ ア の 活動に 関す る考えと活動実態 (柳滞尚代) 2 7
4.2 配食ボラ ン テ ィ アサ ー ビ ス に関す る保健福祉職者の 認汲と取り組み - - - 41
4.3 配食ボラ ン テ ィ アサ ー ビ ス 利f削こ関す る認織 ･ - - - - - I - ･ ･ - - ･53
4.4 配食サ ー ビ ス 利用者の 生活意織と生活支援に関する認織 - - - - - - - 71
5 . まとめ - - - - - - - - - - - - - - ･ - - - - I - - - - - - - - - - -･ 7 8
6 . 資料
(1)研究の趣 旨説明に用い た資料
(2) 調査票
(3) 調査地域にお ける調査結果報告資料 : 利用者の 日常生活の 状況
(4) 調査地域にお ける調査結果報告資料 : 配食ボ ラ ンテ ィ ア の 活動に 関する認識
Ⅴ
1 目的
配食ボラ ンテ ィ アサ ー ビ ス は ､ これまでに約 30年間実践されてきた 1). 広範な住民が参加可能
な活動で あり ､ 在宅高齢者の 自立支援の観点か ら期待されて い る｡ 著者らの 政令指定都市2市及び
中核市 1市におけるボラ ン テ ィ ア グル ー プの 代表者､ 活動者お よびサ ー ビ ス 利用者を対象に郵送調
査を行 っ た結果で は ､ 活動者は 『高齢者に対す る当事者意識の 高まり』『地域ケア に対す る理解の
深まり』 を得 る 一 方 ､ 活動の 『手段的支援』 とともに ､ 『地域にお いて活動 を位置づける支援』『活
動に対する評価的支援』 をもとめ て い た｡ 利用者は ､ 移動能力低下 にともなう買い 物の 困難性 ､ 調
理が 面倒とい う日常生活活動 の低 下､ 栄養的に よい食事や変化の ある食事を調理する ことの 困難さ
等の理由に より ､ 配食サ ー ビ ス を利用 し､ 『料理の 内容に満足』 し､ 『情緒的支援』や調理内容や活
動者の 言動を通 して 『配慮､ 関心 を示 したサ ー ビ ス』 を得たと認執して い た
2)
o
したが っ て ､ 配食サ ー ビ ス の 効果 と して ､ 栄養不良の 予防3)や生活の 楽しみ ､ あるい は見守られ
る こ とに よる安心感が期待される｡ しか し､ そう した身体的 ･ Jむ理社会的側面の 効果が ､ 利用者の
自立 支援と して ､ どの ように 寄与す るか に関 して は報告が少ない ｡ すなわち ､ 効果的な自立支援サ
ー ビ ス と位置づ けるには ､ 予防的観点か ら､ 当事者の生活意欲に どの ように影響するか ､ 日常生活
活動 の低下を抑制する か ､ ある いは新たに どの ような日常生活支旗が必要か に つ い て ､ 明らかにす
る必要が あるが ､ そ う した報告は少ない o
- 方 ､ 保健師による自主組織づく り 4) 5)やボラン テ ィ ア活動 の保健福祉的括 即) 7)ニ関す る多く
の報告があるo 高齢ボラ ンテ ィ ア の 心身の 健康に対する影響に関する北米の 研究を検討 した結果で
は ､ ボ ラ ンテ ィ ア 自身 の JLゝ理 的健康 を増進す る効果が あるが ､ ボラン テ ィ ア活動の 内容による効果
の違 い に 関す る研究は少ない
8)
o
4 0- 70歳代 の ボラン テ ィ ア を対象と した､ 都市部にお ける コ ミ ュ
ニ テ ィ ･ ケアを目的と した自主組織活動 - の参加 を継続する要因に関する研究報告では ､ 酷動者の
高 い レディネ ス とともに ､ 作り上げた組織の構造 - の 肯定感や機能か らの満足感を挙げて い るが
9)
､
ボラ ンテ ィア とともに利用者 - のサ ー ビ ス の 効果 を検証 し､ 各々 甲役割を明確に しなが ら協働 した
方法に関す る報告は少ない o 配食ボラ ン テ ィ ア の考 え方や活動の 工夫札 配食ボラン テ ィ アサ ー ビ
ス の 質に影響 し､ 利用する在宅高齢者の 生活意欲 ､ 日常生活行動に何らかの 影響が予測できるが ､
ボラ ンテ ィア が各々 の役割や活動に つ いて ､ どの よ･うに考 え､ 実際に活動 して い るか ､ また保健福
祉職者との協働 に よる地域づく りを志向 して い るかに つ い て ､ 報告 は少ない ｡
以上 の ような研究 ｡ 実践 の 状況にお ける本研究の 目的は ､ (1) 在宅高齢者に お ける配食サ ー ビス
の 利用 ､ 日常生活行動お よび生活意欲が どの ように関連 して い るか につ い て ､ 利用者の 身体 ･ 心理
社会的特性を含めて 明らか にする ､1(2) どの ような配食サ ー ビ ス の 特性が､ どの ような身体 ･ 心理
社会的特性を有す る人の 生活意欲を支える上で有効か につ いて 明らかにす る ､ (3) 食生活の 障害を
有す る在宅高齢者の 生活意欲 を高め ､ 自立 した生活 を支援す るため
■
の配食サ ー ビ ス の要件を､ 配食
ボ ラン テ ィア お よび保健福祉職者とともに ､ 明らか にする こ とで あ る0
文献
l) ふれあい型食事サ ー ビ ス ･ 豊か な活動の 展開をもとめ て - . 平成 11年度大阪市老人食事サ ー ビ ス
事業実施報告書.大阪市社会福祉協議会 .2000.
2) 吉本照子, 波川京子, 坂倉恵美子 : 在宅高齢者 に対する生活支援グル - プ の 発達過程とその 地域差 に
- 1 -
関する研究 ･ 第6甲健康文 化 明治生命厚生事業団研究助成論文集平成10年度, 20 00:1 36-1 46･
3) Walke r D,Be a u che n e R E.:T he relatio n ship of lo n eline s s,s o ciよ1 isolatio n,a nd physic al
health to dieta ry adequ a cy of indepe nde ntly living elde rly.J.A m .Diet.As so c.1991;
91(3):300･304.
4) 九島久美子 ,鳩野洋子,田中久恵,他 : 住民主体型 の グル ー プ育成をめ ざした保健婦活動 の あり方に関
す る研究 ザ ル ー プ の 形態分類 - ,保健婦雑誌,199;55:194
-200.
5)- 麻原きよみ ,加藤典子 ,宮崎紀枝: グル ー プ活動が地域に発展す るため の 理論 ｡ 技術 .看護研究 2003;
36(7):49･63.
6) Ein c ade J E.,Rabin e r D J,Be rn a rd SIJ,et al.:Olde r adults a s a co m m u nity r e s o u rc e.T he
Ger o n七ologist 1996;36: 474- 482.
7) Was se rbau e r L L,Arringto n D T,Abr aha m IL:Using elde rly v olu nte e r sto c a r efo r the
elde rly:Op po rtu ni七ie sfor n u rsing. Nu r slngEcon omics1996;1 4: 232
-238.
8) 藤原佳典 ,杉原陽子,新開省 二 : ボラ ン テ ィ ア活動が高齢者の 心身の 健康に及 ぼす影響 .地域保健福祉
に お ける高齢者ボ ラ ン テ ィ ア の意義 . 日本公衆衛生雑誌,52(4),293･3 0 7,2005.
9) 成木弘子 ,嘩田澄美子 : コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ケア を目的と した自主組織活動 - の参加を継続す る要E軌都
市にお ける事例研究. 日本健康教育学会誌,ll(2),9 3-1 0 3,20 05.
2 高齢者の 生 きが いに関する国内の 先行研究
阿部 芳江
2. 1 目的
わが 国では高齢社会を迎え､ 2002 年 にお ける総人 口にお ける 65歳以上の 老年人 口 の割合
は 18.5%で あり ､ 転年増加 して い るo また ､ 平均寿 斜 こお いて も ｢2 02 年簡易生命表｣ によ
ると､ 男性は 78.32歳 (世界で第2位)､ 女性は 85.盟S歳 (世界第 1位) で あり､ 今後も平均
寿命の延 伸が 予測されて い る｡ 長くな っ た高齢期をどの ように生き るか とい うこ とは誰 しも
の 課題で あり ､ 生活に対する意欲 を い か に保持す るかが重要と考えられる｡
そ う した中で ､ 各自治体に お い て も ､ 生きが いづく り事業等 の取 り組み が なされ ､ 生きが
い教室の 開催なども盛んに行われ て い るo 辻は ､ ｢生きが い｣を持 つ 人の 生命予後が長 い こ と､
自立 度が高い こ とを報告 して い る ｡ 本研究で は ､ 高齢者が健康状態や 日常生活機能 に応 じて
積極 的に生活 を再構築しようとす る意欲の基盤に ､ 生き る張りや支 え ､ 生きが い が存在す る
と想定 した｡ こ れまで高齢者 の 生きが い に つ いて は ､ 多く の報告が なされてきたが ､ ｢生きが
い｣ の 下位概念は必 ず しも明示され てお らず ､ 高齢者の 自立支援として ､ 生きが い をどの よ
うに支え るか ､ また そ の評価 に関する報告 は少ない ｡
そ こ で ､ 自立支援の観点か ら ｢生きが い｣ 支援の ため の 方法を導く ため に ､ 先行研 究を検
討 した o 研究の 目的は ､ (1)医学 ･ 看護 ･ 保健福祉分野で ､ 高齢者の 生きが い の 構造 に つ い て
どの ように報告されて い る か ､ (2) ｢生きが い｣ を支える こ とと､ 心身機能 の 向上 ･ 自立度と
関連が あるの か否か ､ (3)｢生きが い｣ を支援するた めの 有効な方法は明らか にされて い るか ､
に つ い て ､ 明らかにする こ とで あ る｡
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2.2 方法
デ ー タ ベ ー ス と して医学中央雑誌を適用 し､ キ ー ワ - ドを ｢高齢者 o r老年者｣ か つ ｢生き
が い｣ とした｡ 検索期間は 1986年か ら 2002年 12月までと した｡ 抽 出 した 156件の うち､
会議録 57件を除く 99件を分析対象と したo
分析方法は ､ 目的 ･ 方法 ･ 結果 ､ 結論 ､ 生きが い の 定義の 有無お よび定義の 内容 ､ 生きが
い の 調査に関 して用 い られ た尺 度の 有無と尺度 ､ 生きが い と介護予防の 関連の 検証の 有無と
内容 ､ 介入方法 の有無 と効果 の検証 の 有鰍 こ関 しで - - 覧表を作成 したo 一 覧表 を基 に ､ 研究
者2名にて ､ エ ッ セイ ､ デ ー タ および検討項目に つ い てあまり記述されて いない 文献を除き ､
生きが い の 定義と尺度､ 生きが い を支える ことと自立度との 関連 ､ ｢生きが い｣ を支えるため
に ､ どの ような介入が なされ て い るか を分析 した｡
2. 3 結果
99件の 内訳は ､ 原著論文 71､ 解説/特集10､ 解脱 8､ - 般 6､ 一 般/特集3､ 総鋭 1で あり ､
文献数は年代とともに増加 して い た (図 1)0
研究の 概要 をみ るために ､ 原著論文71の研究目的をみてみ ると ､ 生きが い と他の要因との
関連 をみたもの (2 2件)､ 実態調査 ･ 検証 (lワ件)､ 高齢者 - の支援方法を検討 したもの (1 6
件)､ 企画に参加 した高齢者に対 して効果をみようと したもの (9件)､ 異世代との比較に 関す
るもの(2件)､ 国内外 の 高齢者 の比 較に関するもの (2件)､ 学生の 学習の効果を見ようとする
もの (2件)､ 卒業生 の 老人観 ､ 死生観に関す るもの (1件)､ 異世代との交流に関す るもの (1
件) に分類で きた (表1)0
原著論文 71件に つ い て ､ 研究対象と した 高齢者の 生活の 場をみ ると､ 在宅高齢者44件､
施設また は病院 9 件､ 在宅高齢者と施設または病院の 高齢者 の 比較5 件､ 病院か ら在宅 - 移
行する高齢者2件､ 在宅高齢者と看護学生を対象と したもの 1件､ その他 10件セあっ た (表
2)0
2. 3.1 生きがい に関する定義と測定尺度
一 生きがい に関する定義
99 件の うち､ 生きが い の定義がなされ て い るもの は 5件で あっ た (表3)0
渋谷 (2001) は ､ r - 定の 心 の状態に到達 しようと して何らかの 対象 に向けられ る動的な志
向の 一 形態で ある (野田 : 1983)｣､ 石 井 (1997､ 1 9 3) は ､ ｢生きが い とは ､ 生きる喜びで
ある｣ と し､ 脳 の 生理学の観 点から ､ 生き が い の 構造に つ いて 述べ ､ 脳幹性生きが い ､ 辺縁
性 生きが い ､ 前頭葉性生きが い に つ い て説明 した ｡ 脳幹性生きが い に つ いて は ､ ｢日住生活の
食べ る ､ 歩くな どの 活動は生物の 基本的な機能 の満足 で あり ､ そこ に生き る喜びがある｣､ 辺
縁性生きが い に つ い て は ､ ｢辺 縁系とい うの は脳 の 大脳と脳幹の 中間に あり ､ 情動回路と い っ
て ､ 感情性生活 の 中枢 で あるo 感情の 次元の 欲求を満足させ る生きが い には高齢者にと っ て
重要なもの が多い ｡ 例 えば ､ 友だち作 り ､ 旅行 ､ 趣味 ､ お しや べ り ､ お しやれ ､ ス ポ ー ツ ､
音楽､ そ の 他で ある｣､ 前頭葉性生きが い に つ い て は ､ 前頭葉ことに前頭前野は高級な精神活
動 ､ 例えば抽象思考､ 道徳観念 ､ 理想 ､ 学問､ 芸術､ 創造活動 ､ 他人 へ の 愛､ 神 - の 奉仕な
どを支え る部分で ある ｡ ボ ラ ン テ ィ ア活動 などもこれ に入 る｡ こ の 分野の 生きが い は最も深
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い喜びを与えるo ^の 生き る目的と して は こ の 分野の 生きが い が最も重要で あり ､ 生涯現役
を支える生きがい の多くは こ の 分野に由来する ｡｣ として い る｡
井上(1989)は ､ 老年期の 喪失に つ い て述 べ た後 ､ ｢生きが い とは ､ 喪失状況 に括抗 し､ 喪
失感 をなく し､ 生き る勇気 を昂揚せ しめ る感情を与えるもの ､
･.とい うこ と に なる の で はない
か｣､ ｢自分 の 人生に生き る価値や意味を実感で きるもの (事､ 人) を指すと考えて よ い｣ と
述 べ て い る｡
また､ 川辺 (2001) は ､ 辞書の 引用か ら ｢生きて い る価値 ､ 生き る目当て｣ と し､ 黒川
らの 引用 から､ 高齢者が過去を回 想す るの は ､ ｢自分の してきたこ とをもう
一 度確認 したい｣､
｢自分が どれだけの こ とをや りとげて きたか ､ 周囲の人 にも知 っ て欲 しい｣､ とい う思 いか ら
きてお り ､ 昔の ことを好むの は
"
自分探 し
"
や
"
意味
" "
価値
''
の 欲求の あらわれだと言 っ て
い る ､ と述 べ て い る ｡
･ 生 きがいの測定尺度
表 4 に示 した ように ､ P G Cモ ラ - ル ス ケ ー ル (P hiladelphia Ge riatric Ce nter M o r ale
sc ale)が .も っ とも多く 7件 であ っ た｡ そ の他 ､ PIL(Pu rpo s e･in ･Life te st)テ ス ト日本版 ･PIL
-A
法 ､ P G Cモ ラ ー ル ス ケ - ル を若干修正 した 主観的QO工｣ 尺度等で あっ た｡ また､ ｢生きがい｣
や ｢は り｣ の 有無 ､ 生きが い に つ い て ｢現在あり｣､ ｢以前あり｣､ ｢なし｣ と質問 して い る文
献もみ られたo
2. 3. 2 生きがい を支え ることと自立度との 関連
生き が い と自立度との 関連に つ い て は ､ 武 田 (2001) が ､ ｢精神保健状況と岨噂機能 との 関
連性 要介護高齢者 につ い て｣ の 中で ､ ｢噛め る者はそ うで ない者 に比較す ると､ 精神的に落
ち込む こ とが少なく ､ 心 の 充実が あり ､ 生活 へ の満足が高い傾向で ､ それ らの 結果 を裏付け
るも の で あ っ たo｣ と述 べ てお り ､ 岨噴機能 との 関連で述 べ て い るo 福田 (2002) は ､ ｢地方
都市にお ける 65 歳以上住民 の 主観的幸福感と抑うつ 状態に つ いて｣ の 中で ､ ｢主観的幸福感
が高 い 人ほ ど､ 抑うつ 状態 になり にく い こ とが認め られ た こ とに よ り ､ う つ 状態 の 人を減ら
す た め の 施策を考え る研 究材 料 に な るで あ ろう こ と を示唆 して い る ｡｣ と述 べ て い る ｡ 関
(2001) は ､ ｢歩行時間､ 睡眠時間 ､ 生きが い と高齢者 の生命予後の 関連 に関する コ ホ - ト研
究｣の 中で ､ ｢生きが い対策は今後高齢者にと っ て ､QO L との 関連 か らも大きな柱となりうる .
生きが い を 一 つ の 具体的なもの と して表現す るこ とは 困難で あり ､ また個人差が 大き い ため
実際 に集約的な対策が とり にく い の も事実で ある｡ A 村にお ける我 々 の 以前の研究にお い て ､
生きが い と関連す る因子 と して ､ ｢人に頼 られて い る と感 じて い る｣ を指摘 して い る ｡ こ れら
の こ とか ら､ 通常考え られ て い る生きが い 対策と して の職 業対策 (高齢者雇用) 以外に ､ 子
どもた ち - の 昔遊 びの 伝授 ､ 市町村に お けるボ ラン テ ィ ア 活動や郷 土史づくり など多様な方
法に より ､ 高齢者が ｢生涯 現役｣ とい う自覚が得られる ようなもの を考案､ 実施 して い く必
要が あると思われ る｡｣ と述 べ て い る ｡ そ して ､ 高齢者 の 生命予後 に関 して ､ ｢歩行週間 ､ 睡
眠 時間､ 生きが い の 3 要因が重要で ある こ とが明確に示 された｡｣ と報告 して い る｡
2. 3. 3 ｢生きがい｣ を支えるために どの ような介入方法がなされて いるか
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生きが い をささ冬るた め の介入方法 に関 して記載された 文献は ､ 今回検討 した文献の 中で
はみ られなか っ た o 今後 - の 示唆と して ､ 中本ら (2000) は ､ ｢看護職お よびその他の 専門職
は ､ 高齢在宅療養者が創 造的な活動を実現できる ように､ 本人の 過去 の趣味を把握し ､ それ
らを取り入れ た療養生活が でき るように ､ 家族 ､ ボランテ ィ ア等の協力を得て支援する必要
が あるo｣ と述 べ て い る ｡ また､ 川辺他 (2001) の ｢回想法｣ が あげられるo
2, 4 考察
近藤 (1997) は ､ ｢生きが い｣ とい う用語 と ｢主観的幸福感｣ などの 用語が ､ よく検討さ
れ ないままに使用されて い る ことを指摘 して い るが ､ 今回の 検索結果からも ､ ｢生きが い｣ と
い う用語 が ､ 規定された上で使用されて は い ない こ とが明 らか になっ た ｡ こ うした中で ､ 生
きが い づくりに関す る い ろ い ろな事業活動は ､ 高齢者が こ れまで の 人生を振 り返り ､ 経験の
意味を見出 したり ､ 新たな目的 を生活の 中で 見出す活動とい うよりは ､ 比較的広範に楽しみ
や役割の創出に重点をお い て 実施されて い ると考えられたo
原著論文の 研究目的か らは ､ ｢生きが い と他の 要因との 関連をみ たも の｣ が - 番多い 割合
を占め ､ 次は ､ ｢実態調 査｣ とな っ て いた｡ この ことか らは ､ 医学保健福祉 の分野におい て ､
他 の 要因と の 関連を見たり ､ 実態調査を行 い なが ら ､ 生き が い を支え る方法を探索して い る
状況が明らかに なっ た｡ これは ､ 近藤 (199 7) や長谷川 (2001) らが指摘 して いるように ､
日本 の 高齢者に必 要な生きが い測定の た め の ス ケ ー ル が まだ確 立されて お らず､ 生きが い を
構成する因子 を検討中で ある こ とを示 すと考えられた｡
原著論文では ､ 在宅高齢者 を対象と して い るもの が 多か っ たが､ 全国規模の 調査 は少な
く ､ 事例 の検討などもみられ るこ とが特徴で あ っ たo
生きが い の 定義がなされて い たの は 5 件 で あっ た｡ こ の結果か らみる と ､ 生きが い の定
義を しない まま ､ ｢生きが い｣という用語を使用 し､ 検討を行 っ て い る実態が 明らか になっ た｡
こ の 生きが い の 定義の 中で ､ 石井は ､ 脳 の 生理学の 立場から ､ ｢生きがい とは生き る喜び であ
る｣ と定義 し､ 3段階を提示 した o これは ､ 近藤や長谷川等 の文献からもみ られなか っ たもの
で あり ､ 医療保健福祉分野か らの 特徴ともい えるもの で は ない かと考える｡ 高齢者の 生きが
い と して ､ お い しい もの を食 べ る ､ 友人とお しや べ りする ､ 創造的な活動とい っ た各段階が
ありうる こ と を示 してお り ､ 個別性に対応 して生きが い を支える方策を準備す る必 要が ある
と考えられ る｡
用い た 測定尺度に よ り ､ 各研 究における生きが い の 定義が推測できるが ､ 生きが い の 定義
が なされ ､ か つ 測定尺度を使用 して い るもの は 1件で あっ た｡
生きが い の測定に使用 された 尺度で は ､ P G Cモ ラ ー ル ス ケ ー ル がも っ とも多く ､ これ は他
の 文献と同じ傾向を しめ して い たo P G Cモ ラ ー ル ス ケ ー ル は ､ ｢高齢者の 精神的安定や自 己の
現状に対す る満足感 ､ あるい は 事故 の 老化を受 け入れ る積極的姿勢の 状態｣ を測定す る こと
に より ､ 主観的幸福感を測定す る尺度である 1)｡ こ の測定尺 度に つ いて は ､ アメリ カで 開発さ
れ た との 理 由か ら日本 には独 自の ス ケ ー ル が 必要 で はない か との 指摘 もあ り ､ 今後検討が必
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要で あろう o - 方､ PIL テス トは ､ 米国 の クラ ン バ ウらが ､ 実存分析 の 中心概念で ある ｢意
味 ､ 目的意識｣ ｢実存的空虚｣ を測定す るため に開発 した尺度で あり ､
-
3 つ の部分か ら構成さ
れ るo PIL テス ト日本版は ､ 佐藤らが ､ PIL テス トの 3 つ の 部分各々 を数量化でき る ように
改定 し ､ 得点パタ ン か ら意味 ､ 目的の 経験の 仕方等を解釈でき るよう に して 開発 した ｡ 加齢
に より ､ 得点が上昇す る傾向を示 し､ 年齢によ る判定基準 を設定 して い る 2)｡ 在宅 ･ 施設入居
高齢者 143 人を対象と した調査結果で は ､ P G Cモ ラ ← ル ス ケ ー ル と PIL テス ト日本版 B,C
の 相関が み られ 3)､ 現在及び過 去 に対す る肯定感を高める ように ､ また実現可能な目的 をもて
るように支援するこ とは生きが い を支え､ 主観的幸福感を高め るため に必要と考えられ た｡
生きが い を支える ことと 自立 度の 関連に つ い て は ､ 関連の 傾向が 見られ ると判断 したの
は ､ 3件で あっ たが､ 関連を示唆 したも の に止まり ､ 生きが い を支える と自立度が上が るこ と
を検証 した文献は見られなか っ た . 石 井の脳 の 生理学の 観点か らの文献に 関しては ､ 今後脳
の 活性化と生きが い ､ 生き る喜び ､ 自立度 の 関連 を説明す るため の - つ の視点と考えられ ､
今後検討する必要が あると考え られ る o
｢生きが い｣ を支えるために どの ような介入方法が 有効か に つ い て ､ 具体的に 示 した文献
は み られなかi3 た｡ しか し ､ 現在各地で行 っ てい る活動 の根拠と して ､ 創造的な活動 - の 支
援や回想法などが有効 で ある こ と の 示唆を得た とみなせ る｡
2. 5. まとめ
高齢者の 生きが い に関す る報告は増加 しつ つ あるが ､ 抽出された 99件のうち ､ 生きが い の
定義がなされて いた の は少なく 5件 であ っ た ｡生きが い の測定に使用 されて い る測定尺度は ､
P G Cモ ラ ー ル ス ケ ー ルが も っ とも多か っ た ｡
生きが い を支える ことと自立度の 関連と しては ､ 岨噂と生命予後 に関する研究が 見られた｡
また ､ 脳 の 生理学と生きが い の 関連に つ い て述 べ られ て い る文献が みられた c
生きが い へ の介入方法と して は検討 した文献の 中で はみ られなか っ たが ､ 支援 - の 示唆と
して ､ 現状肯定感 ､ 創造的な活動 - の 支援､ 回想陰に関するもの な どが み られた｡
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図1 生きがい文献数の推移｢医学中央雑誌1986- 2002年12月(会議録を除く99件)｣
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表 1 研究目的の分類 (原著論文 71件)
(1) 実態調査･ 検証
･ 老年者の A D L･ qO L の実態
･ 高齢者の生きが い に関する意織分析(2)
･ 脳血管障害者の 社会参加を保障するために小規模作業所が実際に どの ような役割を果た し､ 今後
どの ような課題が あるの かに つ い て検討するo
･ 独居老人と同居老人の 主観的幸福感に対して ､ 改訂PG Cモ ラ ー ル ス ケ ー ル を用 い て検討を試
みた ｡
･ 高齢失語症者に対する新 しい言語療法の実例を紹介 したo
･ 在宅往診 - の取り組み , 施設往診 - の取り組み ､ 義歯 のリ ハ ビリ食に つ い て 記載
･ 寝たきりの 予防に つ なが る生活援助の あり方を見出すために ､ 生静時間や家庭内で の役割お
よび生きが いに つ い て質問紙による調査を し､ そ の結果をもとに高齢者にと っ て午睡の意義
を検討した｡
･ 72歳で 腎不全を持ちなが ら胃癌の手術を受け術後合併症と意識障害を併発 した Y氏 を ､ 家族と共に
､ 外来透析に移行 し､ リ ハ ビ リ をき っ か けに日常生活が拡大できた経過を通 し､ 高齢者透析に つ
い て 学んだ の で報告するo
･ 自己 の居住する地域の 人 々 に健康状況や生きがい に関する意識調査を実施し､ 老人が生きがい
を喪失する ことなく生活でき､ そ の 中で生きが い を見 つ けて充実した生活を送るためにはどう
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あればよい の か ､ 福祉的視点で考える機会に恵まれたので報告するo
･ ｢園外で の生活件の 拡大｣ の テ ー マ で ､ 移動可能な入所者に対 して意識調査を行 っ たo
･ 本論 で は老年期の 生きがい を考察 して いくが ､ 順序と してまず老年期の 生活とは どんなもの か ､
そ れ を素描するこ とから始めた い ｡
･ 老人 の 生きが い論 の根底に , 私達がす べ て に生きが い の 問題が問われて い ると いう時代状況の
_ ある ことを ､ し っ か り認識 しなくて は ならない し､ 逆 に こ の 認識に立 つ こ とによ っ て 私達は現
在の 老人の 生きがい 論の 限界を越え られ るはずである｡
･ 先の 札幌在住の 70歳男女に つ い て の調査対象者の 中から ､ 健康と生きがい に恵まれて い た人達と
､ 逆 に恵まれ なか っ た人達を対象に選び ､ 生活歴の 聞き取り調査と基礎体力測定を行 っ たo
･ l. 生物の 生きる目的､ 2. 生物 の進化と人間の脳 ､ 3. 生きが い とは何か ､ 4 . 生 きが い の構
造論 ､ 4 , 死 を考える､ の順に記載
･ 在宅高齢者 1人暮らし高齢者の実態を把握 し､ 自立度による身体的特性 ､ 精神 ･ 心 理 的特性 ､
社会的特性を明らかにする こ とを目的と した ｡
I 1971年の 高齢者に関するホ ワイ ト ハ ウ ス 会議で は､ Spiritu al Wel 卜bei喝 は ､ 神 ､ 自 己､ コ ミ ュ
ニ テ ィ ､ 環境と の関係性の 中で の人生 の 肯定であると定義された ｡ そ こ で ､ 本稿 では ､ こ のSpirit
ual wel卜beingをめ ぐる議論や定義をふ ま え､ イ ン タ ビ ュ ー 調査をq],Lに ､ 高齢者の生きがい に つ い て
検討するこ とを目的と した ｡
(ヱ) 生きが い と他 の要因との 関連
･ 主観的幸福感とうつ 状態と の 関連 ､ 生活と抑う つ 状態と の 関連
･ う つ 状態と生せが い感に つ い て の精神保健状況と岨噛機能の 状態との 関連性
･ 歩行､ 睡 眠 ､ 生きが い の3因子と生命予後の 関連に つ い て役7年半の 追跡調査を用い検討
･ 加齢や廃用性に より ､ 要支援 ､ 要介護状態に近くな っ たと考えられる高齢者を対象に ､ 下肢
の 運動機能の 改善 ･ 向上を目的に ｢椅子 から の 立ち上が り動作｣ と ｢踏み台昇降動作｣ が高齢
者の下肢の 筋力や筋反応性動的バ ラ ン ス ならびに歩行能力などに与える影響の検証
･ 白内障手術による視力変化の 高齢者の 日常生活動作 (A D L) へ の 影響
･ 外来透析患者不安と患者背景か ら援助の 指標を得る｡
･ 高齢慢性透析患者の 生きがい 意識 の関連要因
･ 地域高齢者における身体 ･ 社会活動の 生命お よび活動的日常生活の喪失に対する影響を明らか
にするた め36ケ月間の 追跡調査を行 っ たo
･ 高齢者のQO Lを評価するために ､ 生活 の さまざまな側面に対するア ンケ ー ト調査を行い ､ 生活 の 全
般的な満足感を - つ の指標として ､ 歯 の 欠損が生活にどの ような影響を及ぼすかを検討 した o
･ 高齢者の 生命予後と関連する要因 を検討す る o
･ 地域 で生活する後期高齢者が ､ 生きが い感を感じ､ 地域 の中 でお互 い 同士が相互 に助け合える
関係を作りだせ るために必要となる諸要因の 明確化を目指した ｡
･ 退院後6カ月 を経過した高齢者の在宅療養時の健康お よび生活上の 問題を分析するo
･ 自宅退院をする老人を対象に ､ 老人が どの程度生きがい を持 っ て退院して いく の か ､ 老人 の ど
の ような生き方が生きがい に影響 して い る の かに つ い て 知 るた め､ 入院中の健康状態や生活信条
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､ 生活行動などに つ
.
い て 調査を行い ､ 退院時の 生きが い と の関連で分析
･ 歯 の欠損とそれに対する義歯治療がqO Lに どの ように関わ っ て い るかを明らかにする こ とを
目的と したo
･ 高齢者の 地域的な特性や歯科医療に対する貴職を知ると同時に ､ 医療側として 高齢者 - の より
適切な対応を考える こ とを目的と した｡
･ 生きる審び づくり の 基にな っ て い る要素や条件の 考察
･ 孫 の 出生と の 関連で ､ 祖 父母 世代の 生きがい づくりや , 健康づくり ､ 育児参加の 基礎資料を得
る
･ 都市にお ける高齢者の生きがい 活動の 内容と特徴を明らかにする｡ 主観的幸福感と生きがい 活
動内容との 関連に つ い て検討する｡
･ 鷹栖町 の鹿菜環境と健康問題の 関係に つ い て検討するo
･ 本研究の 目的は ､ W H O/QO Ir 26テ ス トを用いて 自立生倍をおくる健常高齢者の生活満足度に影響
する要因を調査 したもの で あるo
･ 我が 国にお ける在宅高齢者の主観的健康感と関連する因子 を明らか にする｡
I ｢介護に関する骨定的瓢織｣ が ､ 介護者の心身の生活の質 (qoL) や生きが い感お よび介健継
続意志に与える影響を､ 続柄毎に検討すること を目的と した ｡
(3) 高齢者へ の 支援方法を検討 したもの
･ 1人暮らし老人の 日常生活を支える条件に つ い て検討
･ 幸福感と生きが い感の 関連 ､ 生蔭 の 場の遠 い が幸福感 ､ 生きが いに与え る影響に つ い て調査
･ 在宅虚弱高齢者がそ の人 ら しく生き生きと生活するため の支援の あ り方
･ 過疎地の 高齢者 ､ 特に女性高齢者層の家族形態､ 家族内役臥 生活ネ ッ トワ ー ク ､ 介護問題を取り
上げ, 高齢者福祉との 関連にお い て女性高齢者を調 べ ､
' '
舟o m laborto care
'
を問題にする o
･ 高齢慢性リウ マ チ患者の在宅にお ける生活状況 ､ 在宅における介護支援
･ 老人患者の 生きが いとは何か ､ 生きが い を支援する患者 ･ 家族援助の 大切さを紹介
･ 在宅高齢者の生きがい の構造と寮生活の受け止 め方と の 関連性を明らか にし､ そ の 関連性をみ
る こ と ､ 在宅療養者が生きがい を持 っ て生活できるように支援するため の 方法を検討
･ 老人の 生きが い および心身の健康づくりの観点から､ 高齢者の性生活の 実感を調査 し､ 併せて
性教育を行うこ とに よ っ て ､ 高齢者の性に関する ニ ー ズ と性教育の あり方､ 更には性と生きがい
､ 性と健康との 関係を検討することに した｡
･ 一 般 老人および施設老人の 生きが い感に健康状態 ､ 不安度 ､ 経済状況､ 生活状況等 ､ どの よう
に影響するか検討｡ qO Lを考慮 した看護支援体制に資する｡
･ 高齢者の 健康状態と日常生活の実態を把握し ､ 健やかな長寿を過ごすた めには何が必要で ある
の かを明らかに し､ 高齢者が健やか に過ごせ るた めの 対策を考えるこ とを目的とした｡
･ 敬老縁で は ､ ｢お楽 しみ時間｣ ｢園行事｣ ｢ク ラブ活動｣ などを行 っ て い る｡ そ れ らは ､ 老人に
どう受け止 められ て い るか ､ ま た ､ 園生活の 何を楽しみ ､ 生きが い とし て い るかを把握 ､ 検討
する ことにより ､ よ り - 層､ う るお いとやすらぎの あるホ ー ム を 目指すことを目的と したo
･ デ イ サ ー ビ ス 事業評価も含め ､ 利用高齢者はデイサ ー ビ ス に何を求め ､ また高齢者の 生活に お
い て どの ような影響がある の か をしるた め､ 利用高齢者に対して 聞き取り調査を実施した ｡ そ
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して , 高齢者の参加行動に影響を与えて い る要因と ､ デイサ ー ビ ス 利用促進に向けての課題に
つ い て検討 した ｡
･ 本研究の 目的は ､ 閉 じ こもり状態に ある高齢者に ､ 生きが い がどの ように存在するか を明らか
に し､ 閉 じ こもり状態を改善するた めに ､ 必要な援助を考察する こと である｡
･ ス ト ー マ 増設後も術前とほとん ど変わ りなく ､ そ の 人 らしい 生活を営んで いける事を目標に ス
ト ー マ セ ル フ ケア 習得と い う面か ら看護介入 した経過を報告す る｡
･ 6 0代 - 9 0代ま で の デイサ ー ビ ス に通う在宅高齢者と用語老人ホ ← ム に入所して い る高齢者7 2
名に ､ コ ラ ー ジ ュ ボ ッ ク ス 法を実施 し､ 高齢者の コ ラ ー ジ ュ にみ られ る表現の 特徴や､ 一 般的な
傾向などを把握するた めに ､ 形式的 ･ 内容的側面から検討を行 っ た 0
(4) 高齢者に対す る企画の効果 をみ ようとす るもの
･ 脳活性化訓練 ｢生きが い教室｣ を開催 し､ 生きが い教室の 取り組み ､ 経過を報告
･ 要支援とも認定され ない可能性 の高い高齢者の 不安を調査し､ 要介護度が低い 高齢者に対する
イサ ー ビ ス U)関わり の必要性を検討
･ 地域高齢者k 対し､ 健康に関する理論と実践か らなるプ ロ グラ ム を課 し､ 健康､ 運動習慣を日
常生活に確立 して いく ことを目指 し､ 対象者自身の健康に関する意識を高める
･ デイサ ー ビ ス セ ン タ ー や老人.
9 ラブの利用者と非利用者の 比較により ､ ど の ように影響して い
るの か検討
･ 健康づ くり実践 コ ー ス に参加 して い る高齢者の ､ 生活満足度と関連ある充実感 ･ 生きが い の有
と ､ 生活背景および ス ト レ ス や自覚症状などの健康度との 関連に つ い て 検討
･ 生きが い 粁策の 一 つ と して 行 っ た健康教育などの受寮による ､ 高齢者の ボラ ンテ ィ ア活動を初
とする社会参加 - の 意識の変化を調査
･ 参加型の社会学習の 場を活用 して ､ 高齢社会の生きがい形成に関する諸施策の 方向性の 検討
･ 痴呆老人に対 して よりよい施策を講ずるため の 基礎資料を得るために ､ 65歳以上 の在宅高齢者
を対象と して ､ 知的 レ ベ ル に関連する諸要因に関する調査分析を行 っ た の で ､ そ の結果に つ い
て 報告する｡
･ 老人クラブや各種委員会に参加 した社会的に活動 して い る高齢者を対象に ､ 情緒的サポ ー ト
の ､ 近隣と の交流や会合 - の参加状況 ､ 生活の 質などに つ い て調査した｡ さらに 2 つ の 生活背
景や文化の異なる高齢者集団に つ い て も調査し､ そ の 生活状況を比較す ることに よ っ て ､ 高齢
者の活動能力を維持する要因や生活環境 の特性を明らかにする こ とを目的と した｡
(5) 異世代との 交流に関する もの
･ 施設入所高齢者と小学校児童との 交流を行い ､ 児童側から の高齢者や施設に対する疑問 ･ 質問
などに対する考察
(6) 異世代との 比較に関するも の
･ 青年期と老年期の 希望と失望の と らえ方の評価
･ パ ー キ ン ソ ン病 の高齢患者と比較的若年の 患者の比較､ 主観的QO Lに与える影響
(7) 国内外の 高齢者 の 比較
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･ 日系カナダ人高齢考と 日本の 高齢者の 比較に よ り ､ よ りよ い 高齢社会の あり方 ､ 健康で生き
生き した高齢者の生活の あり方に つ い て検討する
･ 障審老年者の 生きが い に つ い て モ ラ ー ル 調査を剛 ､て 評価し､ 老人病院と他の 療養場所によ
る比較を行 っ た o
(8)学生の 学習の 効果 をみるもの
｡ 対象理解に実態調査が有効で あ っ たか否か
･ 現在 の教授法で学生が老人蓉護をどの ように捉えたか
(9)卒業生 の老人観 ､ 死 生観を知 る.
･ 卒業生の老人観 ､ 死生観に つ い て調査
表2 どこ で過 ごす高齢者 を対象に してい るか (原著論文71)
在宅高齢者 44
施設または病院 9
在宅高齢者と施設または病院の 高齢者の 比較 5
病院 - 在宅 - 移行す る高齢者 2
在宅高齢者と看護学生を対象 1
そ の他 (家族介護者等) 10
表3 生きが い の 定義
渋谷菜穂子 (2 00 1): ｢在宅高齢者と施設高齢者の主観的幸福感に関する 一 考察｣
･ 生きが い とは ｢ 一 定 の心 の状態に到達 しようと して 何らか の 対象に向けられ る動的な志
向 の 一 形態で ある (野 田:1 98 3)｣ であ るo 生 きが い は ､ 時には生活 の第1 の 目標と して 日
常生活 全般を統合するこ ともあるが ､ そ こ まで は至 らなく とも日常生活にお ける楽 しみ の
中で も優先的に位置づ けられ る楽 しみ ､ と い う程度 の状態にとどまる こともある｡
- ll---
石井毅 (199 7): ｢考い と痴呆 高齢者の自立と生 きが い｣
･ 生きが い とは ｢生きる喜び｣ で ある｡ こ の ｢生 きる喜び｣ と い う生きが い の 定義はかな
り広 い 考えである｡ 普通生きが い は生きる目的ある い はそれに向か っ て努力する過程で
の 充足感や喜び と定義されて い るo
I ｢生 きが い｣ は万人 のもの で なければならない ｡
･ 生きが い は 一 生 の 問題 であり ､ 若 い 時から の 問題 で あるo
･ 生 きが い の 構造 :
1) 脳幹性生きが い : 日常生活 の 食 べ る ､ 歩くな どの 活動は生物の基本的な機能の 満
足で あり ､ そ こに生 きる喜びが ある｡
2) 辺縁性生 きが い : 辺縁系 と い うの は脳 の大脳と脳幹 の 中間に あり ､ 情動回路と い
っ て ､ 感情生活 の 中枢で あ る｡ 感情の 次元 の欲求を満足させる生 きが い には高齢
者にと っ て 重要なも の が多い ｡ 例えば､ 友達作り ､ 旅行､ 趣味､ お しや べ り ､ お
しやれ ､ ス ポ ー ツ ､ 音楽 ､ その他 で ある｡
3) 前頭葉性生 きが い : 前頭葉こ とに前頭前野は高級な精神活動 ､ 例えば抽象思考 ､
道徳観念 ､ 理想 ､ 学問 ､ 芸術 ､ 創造活動 ､ 他人 - の 愛 ､ 神 へ の奉仕 な どを支える
部分で ある｡ ボラ ンテ ィ ア 活動な ども これ に入 る｡ こ の分野 の 生きが い は最も深
い喜び を与 える｡ 人 の 生きる目的と して はこ の 分野 の 生きが い が最も重要で あり ､
後述する生涯 現役を支える生きが い の 多くはこ の 分野に由来する｡
井上勝也 (19 89):｢老年期の 生 きが い とは何 か｣
･ ｢生きが い｣ とは ､ 喪失状況に括抗 し､ 喪失感をなく し､ 生 きる勇気を昂揚せ しめる感情
を与 えるもの ､ と い うこと にな る の で はあるまい か｡
･ ｢自分の 人生に生きる価値や 意味を実感 で きる もの｣､ (事､ 人) を指すと考えて よい の で
ある｡
川辺郁代他 (20 01):｢暮らし ･ 生 きが い
･ 社会参加 障害別にみたま ちづくり の ポイ ン ト
痴呆高齢者 の 笑顔がある暮ら し づくり｣
･ 辞書に は ｢生きて い る価値 ､ 生き る目当て｣ とあるo
･ 黒川 らは ､ 高齢者が過去 を回想する の は ｢自分の して きた ことをもう
一 度確認 した い｣｢自
分が どれ だけ の こと をや りとげて きたか ､ 周囲 の 人 にも知 っ て 欲 し い｣ と い う思 い か ら
きて おり ､ 昔 の こ とを好むの は
"
自分探 し
"
や
"
意味
" "
価値
"
の 欲求の あらわれだ と言
っ て い る｡
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表 4 生きが い の 測定尺度
福田寿男 (2 00 2): 主観的奉福感 の 尺度 (改訂版モ ラ - ル ス ケ ー ル 1 7項目)
武 田則明 (2 00 1):P IL(pu rpo s eqin ･life) 紘
関奈緒 (2 0 01):｢生きが い｣ や ｢はり _Ⅰ を持 っ て生活して い ますか ､ と質問
渋谷菜穂子 (2 0 01): PG Cモ ラ ー ル ス ケ ー ル ､ PI L テス ト日本版
低め ぐみ (19 99): PG Cモ ラ ー ル ス ケ ー ル
太湯好子 (19 96):P G Cモ･ ラ ー ル ス ケ ー ル 改訂版
岩本圭市他 (19 5):P G Cモ ラ … ル ス ケ ー ル
村上明美他 :P G Cモ ラ ー ル ス ケ - ル を若干修正 した ､ 主観的 QO L 尺度
山幡信子 (1991): PⅠL- A 法
桑柑由美 (2001):P G Cモ ラ - ル ス ケ - ル
渡辺 直樹 (200): 石原 らの 主観的評価尺度
山~F 昭美 (2001): 生きが い に つ い て ､ ｢現在あり｣､ ｢以前あり｣､ ｢なし｣
の 3群 に分けて質問
文献
1) QO L評価法 マ ニ ュ ア ル - 評価の現状と展望 - (寓代隆監修) ,イ ン タ ー メデ ィ カ ,2001,130.
2) 佐藤文子 :PILせ き が いテ ス ト. こ こ ろ の科学増刊 - 心理テ ス ト入 門∴(岡堂哲雄編),日本評論杜,
19 9 3
,
66･ 73
,
3) 渋谷菜穂子 ,水渓雅子 : 在宅高齢者 と施設高齢者 の 主観的幸福感に関する - 考察. 日本着譲医療
* %# #.3(I),2001,39･47.
3. 方法
3.1 調査 の枠組み
調査の 枠組み を図 1に示す ｡ 本研究では ､ 以下の ような仮説を設定し ､ 高齢者の 自立支援の
立 場から ､ 住民主体の 高齢者生活支援の シ ス テ ム 化を推進す るた めの 要因を明らかにする こと
をめ ざしたo
･ 高齢者の 日常生活状況には ､ 配食サ ー ビ ス をは じめとす る生活支援に対する認識が相互 に関
連す る｡
･ 配食サ ー ビ ス に対する認識 には ､ 各地域 にお ける配食サ ー ビ ス の質が影響する
･ 配食サ ー ビ ス の 質は配食ボラ ン テ ィ ア の 認識 と 工夫及び保健福祉職者の 配食サ ー ビ ス に対す
る認識と取り組み が影響す る
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3. 2 調査地域 の特性
波川京子
3. 2. 1 はじめに
高齢者を対象に した配食サ ー ビ ス は ､ 介護予 防 ｡ 生活支援事業の 1 つ として市町村で取り組ま
れ て い る｡ また ､ 外食産業の 発展とともに高齢者向けの食事や弁当が家庭外で準備 されるだけで
なく ､ 特別養護老人ホ ー ム や老人保健施殻などが 入所者以外にも食事を提供するな ど､ 高齢者の
食事に対する民間事業者の 参入が増えて い る｡
健康増進法で は生活習慣病と栄養の 関係が重視され ､ 学校で は栄養教諭の 配置が準備 され て い
る o 2005 年か らの 第2次介護保険計画では ､ 要支援や介護度 1-2 などの軽度介護認定は介護保
険の 給付対象か ら除外 され るo 介護保険サ ー ビ ス の 中で受けて い た食事に代わるもの と して ､ 配
食サ … ビ ス の 需要が高まる ことが予想される ｡ 市町村の 配食サ - ビ ス は他の 事業に比 べ て ､ 利用
者と提供者の接触頻度が 多い ｡ こ の ため民間事楽所で はなくボ ラ ンテ ィ ア主体で取り組み ､ 地域
の相互扶助カや高齢者 の健康情報 の集約化 ､ 安否確認 などを盛 り込ん で ､ 在宅で安心 して暮ら し
続けられるまちづくり に活用 して い るo
3. 2. 2 4調査地域の 保健福祉及び配食サ ー ビス の特性
高齢者に対す る配食サ ー ビ ス は市町村の 保健 ･ 福祉 に共通する事業である o 4 つ の 調査地域に
お い て高齢者に提供 さ■れる配食サ ー ビ ス の 特性 には ､ 各 々 の 配食ボ ラ ンテ ィ ア の 活動状況ととも
に ､ 保健と福祉が どの ように連携 して運営シ ス テ ム を作り上げて い るか が影響すると考えられるo
そ こ で ､ 配食サ ー ビ ス がそれぞれ の 町 の保健 ･ 福祉事業の 発展に どの ような影響を与えて い るか
と いう観点も含めて ､ 調査地域の 保健福祉及び配食サ ー ビ ス の 特性を示す｡
･ A 町
瀬戸内海と山陰を結ぶ出雲街道の 島根県と広島県の 県境に位置する｡ 標高 450m の中国山地の
中に あり ､ 冬期には湿気 を含ん だ日本海 からの 北風が 中国山地にぶつ か る降雪地帯で ある｡ 公共
交通は広島県F 市 I H 市と島根 県G 市を結ぶ JR福塩線 ･ 芸備線 ･ 三江線と高速バ ス の 他に ､ 隣
接 の 市町村を結ぶ路面バ ス と町内の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス が走行 して い る｡ 生活圏 ･ 医療機関は広島
県北部地域都の 関係が 深い o2003年度の 人 口 は 3,570人､ 1,201世帯で世帯人 口は 3.0人である｡
高齢者人 口は 1,20 4人 ､高齢化率33.3% ､ 介護認定者は 21 3人で 高齢者に対す る認定率は 17.5%
で あ っ たo 2006年度以降介護保険から切 り離され る可能性 が高い 要支援者は 28人 (13.1%)､ 介
護認定 1は 73人 (34.3% )､ 計 101人で認定者の 47.4%にな っ て い る｡ 介護保険施設病床は介護
特別老人施設の 30床 の み で あるが ､ 認定者に対す る充足率は 1 4.1%で ある ｡ 病床数が少ない こ
とを反映 して 2000- 200 2年 の介護保険料は 2,620円 ､ 2003 - 2005年は 2,773円で ある｡
2 02年の 国民健康保 険 レ セ プ トに よる高齢者 に多い疾患は ､ ①循環器系疾患､ ②目の病気 ､ ③
筋骨格系疾患 ､ ④歯科疾患 ､ ⑤内分泌系疾患 ､ ⑥消化器系疾患で の順 であ っ た 1). 介護予防 ･ 生
活支援事業と して①外出支援サ ー ビ ス (生きが いデイ サ ー ビ ス 送迎)､ ②軽度生活援助 ､ ③住宅改
修支援､ ④転倒骨折予 防教室 ､ ⑤ア クテ ィ ビテ ィ痴呆介護教室､ ⑥地域住民グル ー プ支援事業(い
き いきサ ロ ン)､ ⑦高齢者食生活改善事業､ ⑧運動指導事業､ ⑨生きが い 活動支援適所事業 ､ ⑩生
活管理指導員派遣事業､ ⑪生活管理指導短期宿 泊事業 ､ ⑫食の 自立支援､ ⑬家族介護 教室 ､ ⑭介
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護用品の 支給 ､ ⑬家琴介護者交流事業､ ⑬家族介護慰労事業､ ⑰成年後見制度利用支援事業 ､ ⑩
緊急通報体制等整備事業の 18事業と自立 支援教室 ･ 介護予防グル
ー プ育成を実施 して い るo
2003 年の 配食サ ー ビス の予算は 197 万円あり ､ 前年度の 実績は適 1回の 配食で ､
- 食あた り
300円 ､ 一 回当たり平均 59食､ 年間延 べ 2,754食を提供 して い るo 配食サ
ー ビス の 運営は社会福
祉協議会と食草活推進協議会が実施主体 となり ､ 70名･ の ボラ ンテ ィア が手分けして ､ 調理場所か
ら受け取 り対象者に手渡しで届けて い る｡ 弁当の評価はボラ ン テ ィ ア が直接聞き調理者に伝える
方痕と ､ 定期的 にア ン ケ - トを配布 して フ ィ ー ル ドバ ッ ク して い る｡ 配食サ
ー ビ ス の 対象者は独
居老人と高齢者夫婦世帯で ､ 配食サ ー ビ ス に対 して は ､ 日頃食 べ られない メ ニ ュ
ー で楽しみ に し
て い るや ､ 弁当添付の レ シ ピを保存 し日頃 の食生活に活用 して い る｡
A 町 は､ ひとり暮ら し等の 高齢者に栄養バ ラ ン ス の とれた給食を届 け､健康管理や安否の 確執
孤独感を解消するなど在宅 の 生活を支援する こ とを目的に して い る
2)
o 実施 主体とな る社会福祉
協議会は 交通手段が ない ボラ ンテ ィ ア の 送迎も含めて ､ 生活環境が悪く健康状態が 良くない 人に
見守 り の た 捌 こ配食を勧めて い る ｡ 配達 を担うボラ ンテ ィ ア は各地区の食生活改善推進協議会の
活動を基盤に発達 してきたが ､ 食生活改善員が高齢化 し､ 配食ボラ ン テ ィ ア を辞 めたく なっ て い
る状況が あるQL しか し､ 町の 保健師 臥 独居高齢者が配食を利用すれば在宅生活 が継統できる
の
に提供で きて い ない こ と ､ 活動者同士 ､ 利用者 と活動者 の接点がない こ とな どか ら､ 配食サ
ー ビ
ス の 継続 ･ 拡大を希望 して い る｡ 継続に つ い て ､ 社会福祉協議会は食生活改善推進員
･ ボラ ンテ
ィ ア ･ 婦人会 の協力で 19 年まで継続実施する方針 を出 して い る
3)
a 2005年 1月現在､ 市町村合
併に より ､ 2005年 4月以降の 配食 サ ー ビ ス の運営方法に つ い て検討予 定で あるo
･ B 町
島根県出雲地方に属 し､ 島根 半島西端に位置す る｡ 町名 は出雲大社に由来 して い る o 公共交通
機関は私鉄の 路面電車と路面 バ ス が あるo 高齢者福祉 に関 して 町長 臥 生活共同体と して 町民自
らが 支 え合う地域福祉ネッ トワ ー ク を推進する 中で元気な高齢社会づく り､ 高齢者が広く参画で
きる社会づく り の 姿勢で臨ん で い る｡
2 0 3年度の人 口 は 16,341人 ､ 4,967世帯で世帯人 口は 3･3人､ 高齢者数は 4,626人 ､ 高齢化率
28.3%で ある｡ 介護保険認定者は 737人 ､ 高齢者に対する認定率は 15･9% ､ 軽度の介護認定者は
320人で 要介護認定者の 43.4%に 当た る｡2000 - 2002年度の介護保険料は 2,986円 ､2003
- 2005
年度は 3,17 5円で ある ｡ 介護保険施設 の病床数は介護老人保健施設 50床 ､ 介護特別老 人施設 80
床 の 130床 で謬 定者 に対す る充足 率は 19.0%で ある｡
2002 年国民健康保険 レ セ プ トで の 高齢者の 疾病は ､ 多い順に①高血圧疾患､ ②糖尿病 ､ ③そ の
他 の 心疾患 ､ ④齢歯 , ⑤虚血性心 疾患であ る
4)
o 展開されて い る介護予 防 ･ 生活支援事業は ､ ①
軽度生活支援､ ②住宅改修支援､ ③転倒骨折予防教室 ､ ④IA D L訓練ン事業 ､ ⑤高齢者食生活改
善事業､ ⑥運動指導事業､ ⑦生きが い活動支援適所事業 ､ ⑧生活管理指導員派遣事業､ ⑨食の 自
立支援､ ⑩家族介護教室 ､ ⑪介護用品の 支給 ､ ⑫家族介護者交流事業､ ⑬家族介護慰労事業､ ⑭
緊急通報体制等整備事業 ､ ⑮高齢者地域支援体制整備
･ 評価事業の 1 5事業と寝たき り予防対策辛
業で ある｡ 介護予防活動 を進 め るた めに ､ 1 99年 に ｢B 町健康福祉推進会議｣ を設置 し､ 町内3
地区に健康福祉推進組織 ､ 15 カ 所に ｢保健衛生委員｣ を設置 しで陳健事業の推進を して い る0
転倒骨折予防教室 ｡ 痴呆予防教室 を開催 し､ 介護の 重度化予 防､ 閉 じこ もり解消の た め の訪問指
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導事業やリ ハ ビリ自責グル ー プ - の 支援を行 っ て い る｡
さらに ､ 食の 自立支援の 1 つ で ある配食サ ー ビ ス の 2002年度実績は ､ - 食 200円の 個人負担
で週 1回配達を して い るo 一 回当た り平均 170食､ 年間延 べ 8,000食を提供 して い るo 2003年度
予算は 483万円を計上 して いる o 配食サ ー - ビ ス は社会福祉協議会を中心 に町内の 民間業者5社が
調理 した弁当を ､ 町内 の拠点 (28拠点) まで業者が弁当を運び ､ 148名 の ボラン テ ィ アが各対象
者宅 へ 配達する｡ 対象者は 独居老人 ､ 高齢者夫婦 ､ 障害者等で調理 が困難な者と し､ 配食サ ー ビ
ス の評価は軽食ア ン ケ ー ト用紙 を配布 し回収 して い る. 調理委託業者は対象者の 意見で委託変更
をして い る｡
配食サ ー ビ ス に対 して B 町は､ 独居高齢者等 の安否確静や孤独感の 解消を主な目的と して ､ 全
地区で週1 回の 配食サ ー ビ ス をボラ ン テ ィ ア の 協力 を得て 実施して い るo 小地域福祉ネ ッ トワ ー
ク事業の 見守りと併せ サ ー ビ ス 体制の整備 ､ 食の自立に 向けた事業展開が 必要と考えて い る 5)o
実施 主体の社会福祉協耗会ほ ､ 民生委員の安否確認 に何か持 っ て行かない と声をか けにく い ため ､
民生委員の 配達ボラ ン テ ィ ア に参加 して い るo 歴史的に古 い町でもあり､ 親の 面倒は子 どもがみ
る の が当たり前の雰囲気が あ るが ､ 食 の保障､ 見守り の ために配食を続けたい が ､ ボ ラン テ ィア
は辞めた い意向が ある o 町 はボラ ン テ ィ ア 活動 の 拡大を求 めて い るが､ ボラ ンテ ィア参加者の意
識は行政を手伝 っ て い るとい う認識 で奉り､ 手伝うの だか ら費用負担 は不本意という課徴 を持 っ
て い る ｡ 町とボラ ンテ ィ ア参加者の意識の 凄い は大き い が ､ 町保健師は食の保障と見守りの ため
に配食を継続した い ｡ 民生費農の 安否確羅 で何 か持 っ て行か ない と声をか けにく い ため ､ 民生委
員の訪問手段にな っ て い る こ とを静めて い るo
今後は ､ 高齢者が住み慣れた地域で暮ら して い くために は高齢者が介護や支援が 必要な状態に
な っ て も安心 して生活が送れる よう ､ 高齢者を地域で支える体制を構築する必要が ある｡ 地域に
お けるネ ッ トワ ー ク づく りやボラ ン テ ィ ア体制 の 充実を図る6)o しか し ､ 町 ･ 社会福祉協議会と
ボラ ンテ ィ ア参加者との意識差は大きい ままに な っ て い るo 2004年度､ 配食サ ー ビ ス の 運営方接
が町直営となり､ ボラ ンテ ィ ア に よる配食サ ー ビ ス は 中止 された ｡
･ C 町
広島県西部に あり広島市から50km に位置 して い る｡ 公共交通 は2002年に J R線が廃止 になり､
広島市との 間は高速バ ス と路面バ ス が運行 して い る. 人 口は 4,383人 ､ 1,844 世帯 ､ 1世帯当た
り人 口 2.4人 ､ 高齢者数1,726人 ､ 高齢化率39.4%で ある｡
2002年 の 国民健康保険 レセ プ トに よる高齢者 の 雁患疾患は ､ 多い順に①循環器系疾患 ､ ②消化
器系疾患 ､ ③筋骨格系疾患 ､ ④内分泌系疾患 ､ ⑤限の 病気 ､ ⑥呼吸器系疾患 ､ ⑦新生物で あっ た7)0
介護評定者は 3 5 8人で 高齢者の 20.7%が認定されて い る｡ 2000- 200 2年度の 介護保険料は 2,86 8
円で あ っ たが ､ 2003- 2005 年度は 1.6倍 の 4,495円 に上昇して い るo 介護保険施設病床数は介護
療養型施設 16床 ､ 介護老人保健施設 60床 ､ 介護特別養護老人施設 60床の 計 136床を有し､ 要
介護認定者 に対する充足率 は 38.0%で ある｡ 要介護認 定者の 内 ､ 軽度の認定者は 160人 で要介護
評定者の 44.7%で ある. 介護保険非罷定着や軽度介護認定者を対象とする介護予防 ･ 生活支援事
業は ､ ①外出支援サ ー ビ ス ､ ②転倒骨折予 防教室 ､ ③ア クテ ィ ビテ ィ痴呆介護教室､ ④地域住民
グル ー プ支援事業 ､ ⑤生きが い 活動支援適所事業 ､ ⑥食の 自立支援､ ⑦家族介護慰労事業 ､ ⑧緊
急通報体制等整備事業の 8事業と 日常生活用具給付並び に ､ 入浴割引サ ー ビ ス を実施 して い るo
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社会福祉協議会が実施 して い る配食サ ー ビ ス の 203 年度予算は 95 万円で ､ 2002年 の実績は
一 食当たり 450 円で ある. - 回平均 40食の弁 当を年間延 べ 2,000食 ､ 独居老人､ 高齢者夫婦 に
提供 して い る｡ 週 1回配達す る弁当は ､ 業者が 社協に 一 括納入 し民生委員が拠点まで運搬 し､ ボ
ラン テ ィ ア ｡ 民生委員が本人に手渡 しを して い る｡ 弁当箱は使い捨て の もの を使用 し､ 月 単位で
集金 して い るQ 配食の評価は年2匝げ ン ケ - トを実施 し して い るが ､ 業者に結果を返 して い るが ､
配達者には報告して い ない ｡ 対象者は献立 メ ニ ュ ー と調理業者 へ の 不満が多か っ た ｡
由食 サ ー ビ ス に対す る C 町 の 目的は ､ 在宅の 高齢者等が健康で 自立 した生活を送る こ とが でき
るように ｢食｣ の 自立の 観点 から十分なアセ ス メ ン トを行 っ た上で計画的 ､ 有機的 に つ なげて ､
対象者の安否確認も兼ねて配食サ ー ビ ス を実施 して い る8)｡ 実施主体の 社会福祉協議会 は独居高
齢者と高齢者2 入幕ら しの 食 の保障と をする こ とと･､ 安否確誰をす る ことで 安心 して暮らせ ると
考えて い るが ､ 配達 を担当するボラ ン テ ィ ア参加者は ､ 配達は負担で はない し ､ 地域の 実態は ボ
ラ ン テ ィ ア ･ 民生委員が把握 して い る｡ 住民の ボラ ンテ ィ ア は民生委員が依頼して い るため ､ 今
後も継続 して い く考えで ある ｡ しか し､ 町 の保健師は 高齢化が進む 中で介護予 防を重視 した地域
ぐるみ 元気講座 ､ 機能訓練事業 A 型 ､ 訪問指導などに 2002 年か ら取り組ん で い る｡ 配食サ
ー ビ
ス は 国の補助金を受けて実施 して い るが ､ 町 の高齢者サ ー ビ ス と して位置づ けて いな い ため ､ 対
象者 の 健康状態や身体変化 などの情 報交換は行 っ て い ない ｡ 配食サ ー ビ ス の今後に つ い て ､ 社会
福祉協議会は ､ 現在の 民間業者の献 立が 不評なの で ､ 業者を変更 し､ 食の自立支援と して ､ 食事 ･
栄養に不安の あるひ とり暮ら し高齢者 - の 配食 ､ 調理が 可能 な高齢者 の 自立促進 ､ 栄養指導 ･ 適
所事業と連携 して ､ 体制整備を検討す る方針を出して い る 9)0
･ D 町
瀬戸内海 と 日本海 を結ぶ広 島市と島根県浜田市か ら､ それぞれ約 60km の 広島県北西部の 中国
山地に位置 して い る｡ 町域は東西 15km ､ 南北 16kⅡ1 で面積9 0km 2で あるが ､ そ の うちの 84%は
山林が 占めて い る｡ 標高 400m 前後の 平坦部に人口 が集中す る盆地であり ､ 冬期には 除雪が必 要
な積雪が ある｡ 公共交通は広島市との 間を高速バ ス が走り ､ 町内は 町営バ ス が循環 して い る｡
2003年度 の人 口は3,47 7人 ､ 1,315世帯 ､ 世帯人 口2.6人 ､高齢者人 口 1,175人､ 高齢化率33･80%
で ある｡ 介護保険認定者 258人 ､ 高齢者 に対す る認定率は 22.0% ､ 2005 年か ら介護予 防事業の
対象 になる要支援は 2 7名(10.5% )､ 要介護 1は 86名(33.3% )､ 計 11 7名で 要介護認定者 の 43.8%
を占め る. 2000- 2002 年の 介護保険料は 3,370円であ っ たが ､ 2003年か らの 3年間は 4,4 5 0円
の 1.3 倍に上昇して い る｡ 介護保険施設病床数は介護療養型病床群 56床､ 介護老人保健施設 10
床 ､ 介護特別養護老人施設 35床 の 91床で ､ 要介護認定者 に対する充足率 は 35.2%で ある｡
2002 年の 国民健康保険 レ セ プ トに よ る高齢者に多い 疾患は ､ ①循環器系疾患､ ②高血圧症 ､ ③
消化器系疾患 ､ ④目の病気 ､ ⑤脳出血性脳梗塞で ある 10)0
取り組まれて い る介護予防 ･ 生活支援事業は①外出支援サ ー ビ ス (生きが い デイサ ー ビ ス 送迎)､
②軽度生活援助 (生活支援ホ ー ム - ル プサ ー ビ ス)､ ③転倒予防教室 ､ ④地域住民グル ー プ支援事
莱 (い き い きサ ロ ン)､ ⑤高齢者食生活改善事業 ､ ⑤生きが い 活動支援適所事業 (生きが い デイ サ
ー ビ ス)､ ⑦生活管理指導短期宿泊事業､ ⑧食の 自立支援､ ⑨家族介護教室 ､ ⑲家族介護者 - ル パ
ー 受講支援事業､ ⑪家族介護慰労事業､ ⑫緊急通報体制等整備事業､ ⑬高齢者地域支援体制整備 ･
評価事業 (ひとり暮ら し老人巡回相談) の 13 事業と日常生活用具給付事業で ある｡
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20 2年度の 配食サ ー ビ ス 実績は 且55 万円の 予算に対 し､ - 食300円 ､ 週 2回の 配食で 1回当
た り平均 32食 ､ 年間配食回数は 92臥 年間延 べ 配食数2,9i4 食で あっ たo 配食サ - ビ ス の 運営
は社会福祉協議会と配食ボ ラ ンテ ィ ア グル ∵ プが 実施主体とな っ て ､ 献立 ､ 受付 ･ 中止 ､ 集金 ､
食材購入と調理 ､ 配達などを担 っ て い るo ボラ ン テ ィ ア は転年2月 に町広報で 公募し､ 社会福祉
協議会が 80孝一の ボラ ン テ ィ ア の 希望 に応 じて ､ 3時間の 調理絶と1時間の配達組 に分け､ 月 1回
の 参加で年間 口 - チ - シ ョ ン を組ん で い る ｡
対 象者は 65歳以上 の 単身世帯などの調理 が困難な者と65歳以下で調理が困難な者と して い る｡
配達は配達者が調 理場所か ら受け取 っ て ､ 希望者に手渡 しし､ 代金と前回の 弁当箱を回収 してく
るo 直接手渡しす る こ とで ､ 対象者の安否確認と健康状態の 確認 し ､ 対象者か ら弁当内容 の評価
や変更を受けて い る ｡ 配達者は対象者か らの評価を社協と調 理担当に連絡 し､ 併せて健康状態等
を杜協に集約する｡ 対象者の 配食サ ー ビ ス 評価は概ね好評で あるQ
配食サ ー ビ ス に対する D 町の 基本的な考え方は ､ 一 人暮ら しの虚弱な高齢者等に ､ 栄養 バ ラン
ス の とれた食事を調理 ･ 提供するとともに利用者の 安否確認 を行うo 要援護高齢者等の 生階支援 ･
安否確認 ･ ボ ラン テ ィ ア の 育成 で ある｡ 社協の 認織 は ､ 安否確認の ための 大切 な資源で あり ､ ｢住
民が生きて い て良か っ た､ 住ん で い て良か っ た｣ と思 える地域福祉をめ ざし､ 意識的なボラン テ
ィ ア 活動に した い o 配食サ ･ - ボ ス の 問題は持 ち寄 っ て皆で解決 して い るo ボラ ン テ ィ ア 参加者は ､
行政ばかり にやらせ てお けない の で ､ 明日は我が身だか ら自分にでき るこ とを探して情動に参加
して い る｡ 個人 で支えると負担に なるが ､ 組織なら全寮任 を負わない 気楽さがあると考えてい るo
高齢者の 2人暮ら しに でも配食サ ー ビ ス が 必要なら配食して い る ｡ 町の 保健師は 配食サ ー ビ ス と
高齢者支援は杜協に任せ て ､ 保健師は 生活習慣病対策を担当 して い る0
対象者か ら得た健康情報は ､ 保健師と社協､ 訪 問者護ス テ ー シ ョ ン ､ 在宅介護支援セ ン タ ー ､
デイ ケアセ ン タ ー の各代表 から成る ､ 月 1 回の 高齢者 ケア会議 では月 単位で の 対象者の 変化と必
要なサ ー ビ ス を共有 して い るo 配食サ ー ビ ス は ボラ▲ンテ ィ ア中心 の 事業で ありなが ら､ こ こで得
られた健康情報が保健 ･ 福祉サ ー ビ ス右耳つ なが っ て い るo 今後 は配食回数の 増加希望が多い こ と
から､ 2003年か ら週 3 回に して訪問看護 と配食サ ー ビ ス を組み合わせ ､ 1 日 1回の 安否確認がで
き るケア プ ラン作成をめ ざして い る｡
3. 2. 3 まとめ
配食サ ー ビ ス は 大半の市町村で取り組まれて い るが ､ ボ ラ ン テ ィ ア が関与 して い る市町村は少
な い ｡ A 町 は ､ ボ ラ ンテ ィ ア 登録者が多く ､ 調理ボラ ン テ ィ ア は 220名 ､ 配達ボ ラ ンテ ィ アは 160
名移送ボ ラ ンテ ィ ア に 50名 が登録 し､ 実際 ､ 配食サ ー ビ ス に参加 して い るボラ ン テ ィ アは 70名
で ある｡ 登録者が多くて も､ ボ ラ ンテ ィ ア 同士 の 情報交換 の機会は確保 されて い ない ｡ 近い 将来
ボラ ン テ ィ ア 活動の 衰退が予測 され､ 活動 を現役世代に伝 え るこ とが課題にな っ てい る｡ ボ ラ ン
テ ィ ア活動の 停滞は配食サ ー ビ ス と併せ て行 っ て い る安否確認 が困難になる可能性が 示唆され るo
B 町 は ､ 配食サ ー ビ ス に よ る安否確羅の 期待が 大き い が ､ ボ ラン テ ィ ア参加者は行政の 手伝 い
とい う認識を持 っ て い る｡ 町 と社会福祉協議 会の 意識とボ ラ ンテ ィ ア参加者の 認識の ずれが ､ 今
後 ､ 配食サ ー ビ ス を継続 したくて もボ ラン テ ィ ア を確保できなければ継続は 困難になる可能性 を
含んで い る｡
C 町 は ､ 配食サ ー ビ ス は町の 保健活動と連動 して なく ､ 民間事業者と民生委員に任せ て い る｡
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調理 の 不満 によ る利周中止 は安否確羅 の 目的が達成できない 状況をつ くりだ して い るQ 配食サ ー
ビ ス を介在させ た保健師との 直接 の連携は ない が ､ 高齢者の 健康づく り は保健で ､ 安否確認は社
会福祉協議会で の 分担は できて い る｡
D町 は ､ 配食サ ー ビ ス で得た対象者の健康情報を社会福祉協議会に集中 して ､ 高齢者ケ ア会議
に生かす体制 を作り上 げて い る｡ 役場職員が配達に参加す る こ とで ､ 生活情報を対象者や他の ボ
ラ ンテ ィ ア か ら収集 して い る｡ 配食サ ー ビ ス に参加す るボラ ン テ ィ ア は他 の ボラ ン テ ィ ア活動に
も参加 し､ ボラ ン テ ィ ア活動の 種類と参加者 を広げて い る｡
今回対象と した4 町 はい ずれも市町村合併に向か っ て事業整理を して い る｡ 合併後も配食サ ー
ビ ス が継続され て い るか ､ 目的や運営方駄の 変化 を追跡 し､ どの ようにな っ たか を明らかに して
いく必 要が ある｡
文献
1) 島根県国民健康保険団体連合会:平成 14年 5月 国民健康保険疾病分類別 ､ 年齢階層別 ､ 件数 ･
日数 ･ 費用額, A 町, 200 2.9
2) A 町: わた した ちの 町づくり 平成15年度の 町づくり事業の ご紹介, 2003.6, p31
3) A 町:A 町地域福祉活動計画 2 0 3- 20 0 7
,
20 03
4) 島根国民健康保険団体連合会: 平成 14年 5月 国民健康保険疾病分類別 ､ 年齢階層別 ､ 件数 ･
日数 ･ 費用額 , B 町 , 2002.9
5) B 町 ‥ やさ しい まち た い しや B町高齢者保健福祉計画, 2003.3, p13
6) 前掲資料 5) p16
7)広島県国民健康保険団体連合会 :平成 1 4年 5月国民健康保険疾病分類別 ､ 年齢階層別 ､ 件数 ･
日数 ･ 費用額! C 町, 2002.9
8) C 町 : 一 人で も安心 して暮らせ るまち - 支 え合う地域福祉の 輪 - C 町新高齢者保健福祉計画
C 町介護保険事業計画第2期, 2003. , p90
9) 前掲載8) p60
10) 広島県国民健康保険団体連合会 : 平成 14 年 5月国民健康保険疾病分類別 ､ 年齢階層別 ､ 件
数 ･ 日数 ･ 費用額, D 町 , 2 02.9
- 20 -
也
朴
(り
(⊃
(⊃
～
∴
…+
甘ト
r<
∫,t
e
r<
.
iJ
I
二
･=f"...A
戯
-U
･∴
せ
良
(⊃
<
｢
■.I
r､ →
寸
ぐり
′ ､
i
くl⊃
ぐ.J
蘇
卦
l∫>
▼
~
CY)
†
`
-
-
" I
⊂〉
CO
CY)
⊂つ
<
LL)
卜ヽ
▼ ~
▼
■
ー
■
-
<
くp
亡り
lヨ
▼■ ~
i
くD
～
q>
寸
′
■
ヽ
LL?
(⊃
▼ -
ヽ- .. .■′
ド
N
′
叫
ヽ
t昆+
EZl
▼ ■ ■
ヽ ー
寸
め
′■ ヽ
亡}
d
ー■- I
ヽ
ヽ 一
′
LL?
tヨ
′
-
ヽ
ぐつ
亡り
ぐり
ヽ ー
q ⊃
.)
′ ､
⊂0
くロ
titヽJ
く一⊃
･■.
6 日
くヽ 一
亡り
⊂り
ヽ _ ′
LL)
EヨGZ]
′
~
ヽ
㌔
⊂)
C q
ヽ_ .ノ
～
L )
′ ヽ
CO
qD
▼ ~
盲
qD
S
α)
† ■一
ヽ _ ′
亡り
亡ウ
▼ ~
守
N
▼■ ~
ヽ J
N
一っ
′
~
ヽ
汁
一っ
●r -
ヽ_ . ■■
¢)I.I:
Fq
⊂>
ぐり
▼ ■~
ヽ
- .
′
qP
O)
(
⊂>
㌔▼■ ~
ヽ ー
▼ ~
の
G;
ー ~
▼ ■ー
ヽ ■ 一′
Cq
■吋■
弔
El
▼■- ■
ヽ
ー 一■
▼ ~
0>
′
【
ヽ
:
I
▼ ■ -
▼ ■- I
盲
(り
′ ■ヽ
ー` ー
C
Y)
ー■ 一 'l
ヽ _ ′
r■ ヽ
･1→..
F葛tB
一っ
† - I
ヽ ー
l司
tJ〉
･くー
■
LE)
C叫
<
CO
l∫)
rり
-く
卜一
Cり
lヨ
くP
亡り
くヽ一
く亡I
く 一ヽ
C
Y)
CO
Cり
寸
CO
i
Ed
Lr)
⊂I
亡り
L +
｢ヽ
ニ
LO
tL)
tE
く⊃
▼ ■■
CV)
寸
専
蛋
亡り
校]
ニ
｢ヽ
⊂>
～
#
く⊃
a )
LL?
▼ ~
a:
O
卜ー
てり
亡
1?
E:
. .
く凸
q⊃
Cq
E:
tL)
lヨ
▼
l
ー
l
l
亡り
ど:.
守
L L)
I.→ :.
a:
LL)
I.
等
也
くD
uT}
鶴
くp
▼ ~
1..i
⊂>
▼■ ●
也
Cl
I.
也
LJ?
(り
′ ヽ
-
二.
l盛
LL)
亡り
I.I:i.▼ ■ ■
0 )
雛
･
,ir.i:(i‥.
:
ヨ
㊥懸
出望
苦 ‥≡
裾31 憾
書き童
-:.--...:当i
轡喋 <
恕 Q 榊
㊤沓 呪
･l.
峠■
･
li:;‥
di
′
#
ち
価
E]
議
.▲.ユ
｢ て
細
蛸
di
･■1 '望
:,f;
…
…‥;-
袋
I..りl
柵
蘇
1Ⅲ
串
田
I
-
I
姻
r<
:u
l
圧ヽ
-
～
...
lヨ
～/R
仙
刺
○
r<
ユ｣
1
柑
†ヽ
.ユ
ー ヽ
<
El
I
田
副
班
桝
鯉
刺
0 ○
,1
ロ
*
･恥
′■
. J
仙
′■
日
○ 0
I
I
‖
一
I
I
I
ElI
I
‖
‖
‖
‖
H
I
‖
I
‖
‖
1
I
‖
‖‖
El
n
I
I
I
I
‖‖
‖
一
I
良
0
主=
亡凸
<
亡り
CO
守
i
▼ ■ ■
寸
亡り
qD
Eコ
^
<
寸
Cり
蘇
I
等
cO
I - ■■
′ ~ ヽ
i
亡り
くり
蘇
卦
ド
田
O)
寸
i
?
匹】
く▼)
蛋
門
CO
Cq
也
⊂>
くP
雪
CO
ぐり
諺
く○
rり
▼
~
■
蝶 ニ
■'与1一_童.㌔
申:刺
■
寧昏毒
#
岐
也
El
∫
卓
∃
囲
El
盛
細
岐
戚
唱
二.≡;;喜
=
-
瑚
柵
粛
1皿
臥
せ ○ ○ ○ ○
a:
くロ
亡0
a)
亡叫
也
⊂I
也
.⊂)LL?
也
⊂>
CO
√ ヽ
～
).ニ
q
a)
li.⊂>
寸
ー■ ■■
昏
卓
昏 噸
小 磯
◎ ^a
喋 せ
晦匂
灘 噸
㊧㊥
噸 歯
･Li..撃
出㊥
唱噸
確 蟻
㊤串
E)
Fヨ
}
J
恒
LL
演
A
【Ⅲ
メ
常
粒
e
磯■
計
#
萱f‥..
j':i:
｢.
袋
叶
0)
糊
囲
甘`
垂 ○ ● 0 ○ ○
l
H
H
‖‖
t
‖
‖u
I
I
‖
‖
I
H
H
I
‖
I
一
I
‖
一
‖一
‖
I
I
‖I
I
I
I
○;
良
<
■<
⊂}
l斉
LL?
ぐり
′■ ヽ
<
⊂>
一つ
蘇
#
▼ ー
O
くヽ一
▼ ~
lヨ
(=〉
叩
くヽつ
亡り
i
l国
⊂>
～
ー■■■
′ ー ヽ
▼■ ■
(り
▼l ■l -
ヽ
ー
. ■′
CO
Cq
′ ー
一っ
邑
⊂り
ヽ
_
ノ
一っ
tヨ
(
⊂)
LET
1■■一
E 5国
一っ
′~ ヽ
⊂>
LL?
▼■ ~
ヽ ー
亡叫
亡り
′ ~ ヽ
｢ヽ
† ~
I- ~
ヽ - ′
LD
Cq
一言
q)
a
▼■ 一
ヽ ー
Cr)
小d
<
ぐり
†■- -
⊂ヽ一
l∫)
FgEZI
C!
く⊃
(り
寸
一
ド .
寸
国
(=>
uつ
｢ヽ
t ■■-
E:
⊂)
Eg)
くD
ti]
a:
C
Y)
lヨ
lヨl丑
也
(⊃
也
0
也
⊂>
くり
′ ､
岩戸
†■ 一一
i
1ーll l一 l
ヽ ー
也
(=I
くり
冒..I..
萱重義
㊥樵噸
表….
:
毒 .
帳票 轟
躯㊥嶺
湘: . I :i
恕 虫囲.
悲.=/ .L.
晦
堰
e
≡
⊂>
L)
E1
悼
鮮
′
♯
嵯
Q
_U
盛
鳩
哩
聴
.a
･i
1
-:
叶
E3
過
囲
請
潮
r<
+
1J
I
令
､
†
1
EJ
蛋
机
朝
○ ○ ○
せ
圃
お
○ ○ ○
,1
ロ
*
伽
■
一一
E 5
加
-一一
E5
○ ○
I
I
‖I
I
‖
一
一
J
I
)
I
I
‖‖
1
I
‖
I
‖)
‖
‖
I
I
El
El
7
I
1
I
I
E]
○;
繋
繋
令
渡
I.I
皿Ⅰ
守
僻
⊂Ⅰ
<
′
~ -
- ヽ
ロ
<
*
宰ヽ
ノ
*
団
撒
エコ
義
嘩
lコ
<
紳
鶴
悼
Zq
⊇声
Lr〉
ー
▼l ●■-
囲
41
ヽ ー
桝
料
EF!
㌔
lヨ
⊂>
⊂つ
EILi)
ヽ ー
▼
~
l 1
令
''卜
Ea悶
†
く0
-ー■ ■■
EIヽ
ヽ _ .′
～
l仙
負
琳
′
~
ヽ
国
可:
⊂ Jヽ
■ー■~
EIヽ
.
巳5
m
1l[
*
琳
′~ ヽ
-.=EZ]
E=
▼ ~ ■■
EILi)
ヽ ー
寸
Ill
女
柵
ER
⊇声
6】
▼ ~
E=
EILi)
ヽ
-
.′
L D
叫l l
令
榔缶
t葛
L 亡)
●
寸
ヽ
_
′
′■ ヽ
ぐつ
■
Cq
ヽ
ー
-′
ノミ
▼■■■-
E]
桝ーヽ
.′
轍
当
紳
鶴
嘩
寂
圏
廿
⊂〉
⊂>
⊂>
ti]ヽノ
秦
1
i
離
i..〒､::二
I;.i .
田
の
⊂>
⊂>
Ei)
義
湛
離
施
令
岬一
lt l
叫ll
qI
lll
砧
演
蜜
Bi:
令
GZ
鵡
国
缶
紹
Lf)
廿
～
く⊃
⊂>
Ei]ヽ
_ .
′
噸
喋
′
■
J ′ - ､
愉 【町
i1
<
榔
お
Eヨ
悶
匝Ⅰ
叫
腐
脚
封
蛋
鮮
蜜
頼
料
r<
⊥｣
q幸､
盟
桝
玉
恵
r<
ユ｣
q辛.
#
#
碑
ポ
紳
#
d(
#
卓
鰭
舵
胡
触!
騨
EI
0(
七■L.潜
仰
也
r<
⊥J
q幸､
層
輔
#
匪
指
田
料
田
叫
匡
弱く
籾
蛮
悼
洲
#
Eヨ
昨-
港
*
Eヨ田
側
#
I..:;: ::-.i_令
咲
壌
a
ミリ
R
･ト
ド
琳
冊
*
守
【⊃
≦
～
紳
随
桝
Tヽ
]
_ゝ
一 ■ヽ
'
o
防
也
守
卓
鵬
称
ト@
悶
匿
I
-
TL,
心
e
∈
田
也
+
o
,1
I
上ー
｣
Jl
lヨ
-R
蛙
i "-
海
.
田
柵
胡
育
鮭
刺
I;～
柵
'
1r/:
中
I
I
一
t
一
‖
I
u
El
∩■
1
I
I
同
柵:
蓋
控:
南:
革靴
葦喜≡
<
毒..?垂喜碧空‖
りl
令
雲莞
一 ヨ
.
l'
t . .≡:..
朝粥柵 警恵詣去栗欝
I..I;);[. -
- 21-
r<
.
iJ
f
*
､†
lト
EZ
蛋
･恥
胡
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
満
普
匝【
預
<
輔
｣
ID
棉
=ヽ
-U
El ○
○ 0 ○ ○ ○
ーく
ユ｣
q
幸ヽ
∩rt
≡..き■l
漢
<
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
.
:,.き
牌
悶
衣
堤
B)
=ヽ
･恥
+i
･健
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
I
ユ
~ヽ
.
o
盤
田
派
盟
I
輔
悶
国
料
田
孤
○ト
防
柵
塵
頻
難
桝
点
響
. J
t
一
一
Eヨ
ーれ
胡
田
紳
て..早
鷲
a
･■.三三
a
戟
伽
娯
判
田
柿
柴
檀
#
腰
千.::;
控
#
伽
田
判
男性
料
1司
也
e
戟
榊
a
･;:;
..田
堆
搬
餐
柄
e
噌
E]
∵声二
Eヨ
田
棉
#
桝
柵
I
:㌔
4=
演
僻
田
柵
E3
桝
梶
嚇
d
一
一
E1
一考
<
柵
I■士.辛
令
蝿
僻
田
淋
E3
桝
堪
僻
柵
盤
維
Eヨ
S
田
柵
悶
顔
L.:,:;.
令
蝿
臓
#
柵
凹
柄
礼
∫.P
it>
辛
軸
主`コ
拒
輔
E3
輔
伸
#
曳
港
樵
柵
鶴
拒
輔
{.;"
哩
隻
,1
田
也
料
稚
【ヨ
田
柿
鰭
桝
lヨ
育
雌
臼
嘩
感
廿
哩
田
柵
堰
I;
.
i=
排
寡
塗
辞
汚!
申き
咲
m
称
草
鈷
宅
ナて.
罪
T.チ_
桝
#
蜜
柵
i
悼
田
柵
壊
傑
令
琳
僻
也
柵
鶴
舵
童
田
叫く
【ヨ
餌
叫
柾
m
卓
e
叫J
#
牌
塵 紙淡 紫 嫌 押 紙蟹
撤女 桝夜 柵 繊 毛 桝
S . 胡 舵 桝難件 輔
---I22-一-一-
良
こ)
戟
寸
▼- I
くゎ
EE]
''(
同■■lヨ
当l-gL
■
∠. 喜
■
野
…童葦吾妻 欝K-
Kロ
舶
E]
冒..;.i
.
.ギ.辛
萎.二::.
‥.
鰭頗 .
柵健
良
O
戟
害
l司
S
田
轟 蜜
軒 掛
■=
.章
●:
票
こ .蜜
…喜妻妻享 E]
三.∴..
< 琳 中
きミ…三
三
′
….
三
…
:
■i
.
.
終 砧tJ 'iJ I
:
.聖 ､ .. 戯tfニ 鴫
良
CE)
田
'(
鰍
蘇 蜜
.
■
萱!.. .I
凶■■ヨ
T
- ト
ヽ
_
.′ ▼ ■ -
…喜き妻…書
確定 ′
蛋.墨筆..
I
茎葉室′ぷ
僻ぜ長る
i十:_
t
:i:.
重義掌Qo
==
<
鶴
寸
LL)
｢ヽ
El
+(
A
義 貞
軒 畠
世 せ
S <-
I,- 0 )
ヽ J tL)
E書■■■■田
…≡害毒享 盟:≡.ミ十
.
羊宗f …干.?I.着荷碓iL!
K- 東岬 ニ紳 驚 奄 胡< r@ A)舵
4,
< 奄
I"
;.ll.
●
l1
■
叢蒜雷撃軍警畔 雌 鹿
鯛
槽
至芸 ～
Eヨ
柵
蛋
A
輔
a
津
I.
lト
,1
令
牽
胡 巾 雪空
柵 雄 田 管 価
I .;
. .■…1‥ご‖与
荒 せ8K
1r( 蛋
【河 ■■■■lll■■■■l■llll■l■■■田
鮎 朝 中l 4iJ r<
1 231-
Ⅱ
∫
価
良
凸
4
I
I
ト
I-
ト
h
h.
.
管
芸 事
ヽ __′
托
雅
壁
a
l
.:
;
-
4托
●
閏
･ト酎
苧喜
F
'■'..
冨m,I.
臣宕
華毒馴
蛋
.
.
.童竃
lln.
'
･■■.
.
q
南
脚
'
戯
∫
舵
那
垂l
#
`
F I
=ヽ
嶋 l
紘
感
小
1:寡.叫
.
㌔
ヽ _ ′
噂
印
ト
､
†
ト
∧
卜 '
管
RL持
ト l
l
El
令
回
▼■l ■一
町 ′
P
-< '
守 -
● ■匡I
日~ ■ヽ
:ト
I - I
琶違憲 t
D
嘉墨壷葦▲ ○一
Q
.P
Eヨ
･R
'
墓
■㌻.
.:I琶u
⊆賀宴
■
.
.
.
.
.≡.
.
■
喜岳.鷲
I#
く馬
壬 .料
く帆
ト@
E )tヨ
ド
lド
.
搬l
閏
汝
∫
国
エl
Eヨ
1R
軸
田:
育
膚
票
I
∫
｣
田 (り
#
柵
閏
軒
I
:,:
響.
請
牌
盤
∴
蜜
I..::;:,
.
良
(⊃
･ r-
胡
･
詣
壁
a
摩
胡
士t
餐.
田
柵
金
嘩
∫
-<
琳
叫
El
ヽ
柵
#
柵
匪
也
軸
-.
,
(
:
:
:.
柵
匝
鵬
･
■
キ
Ⅰ
Tr
■
∵
■
.
.!二ニ十:
.
軸轟榔 飴 レ
蝶毛 胡世 銀
I-請. .請
十古十も■
畔 u
･….
ー､!t
車掌畠
..
iけ_l ll
+i
∩
F?Eヨ
蟻
田
模
終
i1
I
r1
m
■
ぺ
棉
･≡
'
il
,1
∩
if
J
#
ニ 芸
∴
岩恵
m I
姑一部ー
鮮味
霞 (I
噸
嚇
胡
ll` 寸
良
lヨ
●ド
胡
准
壁
a
-
I
.
::
鶴
閏
P
排
柵
琳
隻
∫
磐
ヰK.
鞄
<
輔 毛
-_I
1 :J
'
J
:J ;
r
7
i
柵
-.∫王.:二
柵
匪
(_.-
蛋
･R
l∫)
岨
J
田
田
令
堤
良ヽ
J
柵
樵
柵
匪
ll■鱈蔓壷..
EヨEヨ
回
J
樟
由
漣】
I-▲喜
匹:
Eヨ
h
心
,t
ト
僻
雌
＼′
■羊
∋
宴..I
ニ 帯P
,th?E
鵬
臼
港
l∫)
塘】
鮮
馬
岬
⊂O
E)
T- -
ト
ヽ-
1ト
,1
l卜
驚 くP
良
<
十lこ
椎
壁
i
戟
良
･=,.
国
鶴
惟
壁
讃
･
.≒
:
胡
d <
l ‖ー
磐
田
細p
轟
確
∫
<
輔
唯
a
Pヽ
I-
tト
,1
l卜
田
ト
､
†
小
,1
l卜
田
:
.…三...
･5
.千
墓慧蒜
蔓喜
LjP O
芸霊室 ｣村
国
堤
同
0
卜
叫
田 m
I
.
≡
:
亨三;:,
馳
≡御名虫
･ftユ
坐
叫
潔
樵
紳
･ 噸
衣
Ttl
せ
一
日
令
■
I::::!.
各
ヽ
E[l=l
田
ヽ
酎
馬
鶴
貨
′
･>
◆′
･1
1
､
†
卜
-1｣
単
鈷
昏
舵
一k
′it
巴l
e
戟
鮎
令
柵
二
,;二
柵
臣
也
ト
I
lh
ヽ
日--
ヽ
I
∴
壁
:
I
㌔
iR ′
= .
紬
韻 l
推
◆
ヽ
畠
*
く
a
舵
也
料
瑚
A 越
悶
戯 小
柵
哩
育
′
[卜
田
施
台
軸 r<<
職 ′,1lト
,1 ./ I
ry ､ ト l 葦品讐芸.畢
- 24-
良
⊂l
†
-ー
. .
町 撒 か翠悼
ト申
●
′ー
Fヨ
tJ
乾
･蜘
鈷
故
′
･柏
芯
Fヨ
･R
紳
哩
育
I
良
く⊃
.1
き〒二.去.≡
ト ト
惑で:
'
J
'
一一
■
E5
互.:I
4r
ーR
榊
鵬
u
I
H
帆-
ち
E]
潮
三三書章±妻
1司
嶺
潜琳 < 皿 鍵軸
回 撤 ◆く 1｢琳 撫 e 雅轟
良
a3
,1
･き.二…去.≧.
ぐ. ぐ.
意で:
'
I
.
国撒
'
<
＼′
･て…
l
壬＼
ニ弄 ∩
= =
<
,1
I
.三..:二三;三.≡
ぐ. ぐ.
義?:
'
]
' 喜華重富
E]
回助
○
く 奮増 宍
三二;≡
僻 舵
田
4r
療 lt<
∫
舵
牌 ′∫l
-U
Gi
戟
溢
Q
軸
EZE
育
lh!
世
蛋
ESl
鵬 蓋貰
e
壁
港
_U
良
壁
a
雅
胡
#
- 25 -
3. 3 調査対象者及 び分析対象者
調査対象者数は ､ 各地域の 第1 回 (13年度) 調査にお いて 1 5- 29名 であ っ た o A町 の 1回あた
りの 平均配食数は約 60食､ B 町 で は 1 70食､ c 町で は 40食 ､ D町で は 32食であり ､ B 町以外は ､
利用者数の ほぼ半数で あっ たo 4 町とも に女性が多く (70. 3- 89. 6%)＼ 年齢で は A, C,D 町 で は 80
歳以上の割合が多か っ たが(61. 5- 7 3. 3% )､ B 町で は 80歳未満 の割合が 比較的多か っ た(55. 2%)o
琴1 回 (13年度) の 調査対象者の うち.､ 15年度の 調査対象者は ､ A 町 24名 ､ B町 17叡 C町
7名 ､ D 町 10名で あ っ た｡ 調査不 能で あ っ た 理由と して ､ 死 亡 ･ 転居 ･ 施設入所に加え ､ 調査期
間が週 末 ､ 祝祭 日や町 の 行事と重複 した こ とに より ､ 子 どもの 家族と外出する等 ､ 時間調整が 困
難で あっ たこ とが あげられ るQ
利用者の 生活状況の経年変化を検討す るた め の 分析対象者 臥 1 3年度及び 15年度ともに調査
対象者 で ぬ っ た者 としたo
表 調査 対象者
B町年齢 性 A町
調査年度
1岳 1 4 15
調査年度 調査年度
13 1 4 15 13 15
調査年度
1 3 15
く80 男 2 2 2
女 8 6 7
計 1 0 8 9
(38.5) (36.4) (37.5)
≧80 男 3 3 3
女 13 1 1 12
il 1 6 14 15
(61.5) (63.6) (62.5)
計 26 22 24
1 1 1
15 12 9
16 13 10
(55.2) (61.9) (58.8)
2 2 2
11 6 5
1 3 8 7
(44.8) (38. り (41.2)
29 21 17
2 1
7 2
9 3
(33.3) (42.9)
6 1
12 3
1 8 4
(66.7) (57.i)
27 7
1 1
3 1
4 2
(26.7) (20.0)
2 2
9 6
11 8
(73.3) (80.0)
1 5 10
3. 4 調査方法及び分析方法
配食サ - ビ ス利用者を対象に訪問面接調査 を行 い ､ 活動者 を対象に集団面接調査を行 っ た ｡ 保健
福祉職者を対象に個人面接調査を行 っ たo 詳細は結果とあわせて 示すa
町ある い は社会福祉協議会 を通 して調査 の趣 旨を書面にて説明 し, 協力の 意思の ある方を選択 し,
利用者に 対 して は ､ 調査者が調査実施前 に電話にて協力 の 可否を確認 した｡
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4 結果
4.1 配食ボラ ン テ ィ ア の活動 に関する考え と活動実態
柳薄尚代
4.1. 1 は じめ に
各区市町村は ､ 1 998年に創設された高齢者在宅生活支援事業の 拡充強化の - 環と して ､ 2 002年よ
り ｢食｣ の 自立 支援事業を実施 し､ 介護予防事業の - 一 層 の 推進を図 っ て い るo しか し､ 活動の ね
らい は自治体に より ､ 食の保障､ 安否確認 ･ 見守り ､ 生活支援などと多様 であり ､ か つ 運営方法
や シ ス テ ム も自治体の 考えにより異なり ､ 標準化された実践方法は確立されて い ない ｡ 特に ､ 配
食サ ー ビ ス の運営がボ ラン テ ィ ア ､ 行政機関､ 社会福祉協議会など多機関の 連携により成り立 っ
て い る と こ ろか ら､ そ の活動の成果は 三者間の パ ー トナ - シ ッ プに負うとこ ろが大き いと考えら
れ るo 現在 ､ 介護予防活動の - 環と して配食サ ー ビ ス 事業が推進されて い るが ､ ボラ ンテ ィ アの
立場か ら､ 自発的 ､ 主体的な活動者と して ､ どの ような考え方の もとに ､ 活動を通 して何を学び ､
どの ような 工夫を行 っ て い るかと いう観点か らの報告は少ない o 調査地域にお ける在宅高齢者に
及 ぼす配食サ - ビ ス の 影響を検討するために ､ ボラ ンテ ィア の 考えと活動内容 の 実態 を明らかに
したo
4. 1. 2 方法
(1) 調査地域及び対象者
調査地域は､ 民間事業者に よ る介護予防サ ー ビ ス が期待 できな い こ と､ 保健福祉と住民との密
な連携に より ､ 効果的な自立支援活動が期待でき る こと ､ 活動と利用者 の効果の 関連性を把握し
やす い こ とか ら､ 高齢化率25%以上で 人口2万人未満 の4自治体 (A ･ B ･ C ･ D) を選択 し､ 調査対象
者は配食サ ー ビ ス に参加する調理及び配達の 活動者と した o
(2) 調査及び分析方法
調査対象は ､ A町28名 ､ B町40名 ､ C町12名 ､ D町2 2名 ､ 計1 02名 の活動者で あ っ た｡ 調査項 目は ､
配食サ ー ビ ス の活動にお い て ､ 日頃心 が けて い る こ と､ 目指 して い る こ と､ 負担 に思うこ と､ う
れ しか っ た こと ､ 感 じて い る問題とそ の解決方法 ､ 保健 ･ 福祉 へ の 要望､ 今後の 活動に つ い てで
あ っ た ｡ 1 グル ー プ5- 10人を対象と して ､ グル ー プイ ン タ ビ ュ ､ - を行 い ､ 対象者 の 同意を得て録
音し､ 逐語録 を作成 した｡
分析は ､ 配食サ ー ビ ス の活動者が 主体的に ､ 何 を目指 し､ 何 を考え､ どの ような工夫を行い ､
どの ように感 じて活動を して い る かの 視点か ら､ 内容分析 を行 っ た.
調査は事前に書面で趣 旨を説明 し､ 同意を得て実施 した｡ さらに ､ 発言者が特定されない よう
参加者は 匿名と し､ 倫理的配慮を行 っ た｡
(3) 調査期間
調査期間は2 003年3月 - 1 1月 で あ っ たo
4. 1. 3 結果及び考察
(1) 調査地域の 特性
表 1 に示す ように ､ 4自治体は人 口34 00人 - 1 6000人の 規模で あり ､ ともに市町村合併を予定し
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て い るo 高齢化率は ､ 28. 30% - 39. 40%で いずれ の 自治体も県平均 を上回 っ て い るo 介護予防
｡ 生
活支援事業に つ い て ､ , A ･ ら ･ D町はほ ぼ同様 な事業を実施 して い るが､ C町 は生活習慣病予防の ヘ
ル ス ア ッ プ事業に重点を置い て い る こ とか ら､ 平成15年度より3事業を縮小 して い る ｡ 配食サ
- ど
ス の シ ス テ ム は ､ いずれ も社会福祉協議会 (以下､ 社協) が主管部署で ある が､ A ･ B ･ D町の 社協
と保健部 門は定期的会議で情報交換を し､ お互 い の考えや活動内容 を共有して い た｡ 中でも ､ A
町 は配食サ ー ビ ス の中心メ ン バ ー で ある食生活改善推進委員を育成 し､ D町も健康教育を通 して 人
材育成を して い る ｡ しか し､ C町 は保健 と福祉の 定期的会議 を介護保険制度施行前は実施 して い た
が ､ 現在は必要性が ない との こ とで開催 を中断 して い る｡ 運営に つ い て は ､ AとD町で は ボラ ン テ
ィ アが調理と配達を担当 し ､ B ･ C町で は調理を業者に委託 し､ 配達の み をボラ ン テ ィ ア で 実施 し
て い た｡
4自治体の 中心的活動者は ､ A町 は食生活改善推進委農を中心とす る活動者､ B自治体は 民生委員
と活動者､ c町 は民生委員 ､ D町 は 一 般 公募の 活動者であ っ た｡ 利用者情報 の社会福祉協議会との
共有の仕組みは ､ D町で は弁当の 容器回 収時に利用者情報を社協に連絡して い たが ､ B ･ C町で は こ
うした仕組み はなか っ た ｡ A町は ､ ボラ ンテ ィ ア との個別の結 び つ きか ら利用者 の個別情報 を保健
師が把握でき る立場 にあっ た ｡
(2) 活動者の考えと活動内容
1)4自治体に おける活動者の考 え と活動内容の特徴
イ ン タ ビ ュ ー 内容 を内容分析 し ､ 自治体毎 に2次 コ ー ドと3次 コ
ー ドを表に示 した ｡ 以下の ｢ ｣
内は ､ 3次 コ ー ドを示すo (表2- 表5)
･ A町 (表2)
3次 コ ー ドの うち､ 配食サ ー ビ ス に 関す る考え方と して ､ ｢利用者 - の 広報活動 が食生活改善の
鍵｣ ｢目指すは 自らが楽 しみ を感 じる活動｣ ｢学習が質の 良い弁当づく り の パ ワ
ー ｣ ｢利用者の
肯定的反応が 自己実現を後押 し｣ ｢食生活改善における活動者の役割｣ ｢自主的な改善要求が改
革 - の第 一 歩｣ が導き出された o これ らか ら､ 主た る活動者 が食生活改善推進委員 の ため､ 食に
関す る活動者の学習の推進が利用者満足感 の 高い弁当の提供に繋が ると した考え､ さらに住民 へ
の食生活改善の広報活動 の 担 い手と して の 自負 を感 じる傾向が示唆された ｡ 具体的な活動と して
は ､ ｢利用者の身体的 ･ 心理 的特性 に配慮 した対応｣ ｢配達の 役割に対応 した方法 の創出｣ ｢配
食サ ー ビ ス は食の 確保で活用｣ ｢留守時 の対応は共通課題｣ ｢細か な調理配慮が利用者 の満足感
の要 因｣ ｢利用者 へ の 適切な介入で効果を発揮｣ ｢後継者育成の鍵 は組織的対応の 必 要性｣ が抽
出され たo 利用者で ある高齢者の 特性 を観察 し理解したうえで ､ 調 理や配達に関す る様 々 な 工夫
を創出 して い た o しか し､ A町特有の 内容と して ､ ｢利用者マ ナ ー は対等 の証｣ と して利用者 へ も
マ ナ ー を対等 に要求 したり ､ ｢後継者育成は組織的対応の 必要性｣ と して ､ 従来 の 自治組織依存
の 後継者確保 から行政機関を窓 口 に した公募制 の必要性を提案して い た｡ さらに ､ 話 し合い によ
る活動の 効果 を実感 したり ､ 昼間で の活動 の提案など､ ｢利用者 ニ ー ズ の 把握で新しい 活動 を提
案｣ カ亨明らか にな っ た o
ボ ラ ン テ ィ ア の活動の 中心 は ､ 食生活改善推進委員が担 っ て お り ､ 発言内容 にもこ う した活動
の 経緯が反映されて い る こ とが示唆 された｡
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A B町 (表3)
3次 コ … ドの うち､ 配食サ - ビ ス に関する考えと して ､ 民生委員が 中心的な情動着で あるため､
民生委員 の役割遂行 の 考え方が ､ ｢見守りと食習慣の 改善が配食サ ー ビ ス の ねらい｣ に反映され
て い る｡ さらに ､ 活動参加 の 肯定的評価で は ｢自らの 老い のイメ ー ジを獲得｣ ｢利用者の 寮びに
満ちた言動を支え｣ が 明らかに な っ たo しか し､ 現行の シ ス テ ムや運営に起因す る問題や住民の
配食サ ー ビ ス に関する理解不足 から ､ ｢ボラ ン テ ィ アの 自発性 の低さ｣ ｢活動者の 信念との ギャ
ッ プ から派生す る負担感｣ ｢シ ス テ ム に起因す る活動者の負担感｣ を感 じて い た｡ また ､ 利鳳者
に 対 し､ ｢周囲 - の気兼ねの 理解と対応｣ ｢生活の 場で見る高齢者の 偏 っ た食生緒｣ ｢中断者の
理由を把握｣ ｢後継者確保の 困難と切勢性｣ など､ 活動を通 して現状を理解 し､ 課題 を瓢識 して
い る｡ 具体的な活動 の 工夫と して ､ ｢活動改善 へ の 多様な提案｣ ｢ひとり - 人に対応 した支援の
工 夫｣ ｢留守対応 へ の多様な工夫｣ など､ 活動者個人で行う工 夫が語られ て い る｡
･ C町 (表4)
3次 コ ー ドの うち ､ 配食サ - ビ ス に関する考えと して ､ 中心 的な活動者が 民生委員で あるため ､
｢民生委員の 情動 の - 環と して の位置づ け｣ の 考え方が明確に署替られて い るo 日常活動におい て
は ､ ｢信頼関係 の 構築が日頃の 心得｣ を重視 し､ 活動者自身の 独自の 観察を通 して ､ r活動者 -
の身体的 ･ 心理 的負担 が活動継続の判断の根拠｣ ｢実践を通 して精通する高齢者の暮らしぶり｣
｢活動者が把握 して い る未利用者の生活状況と意識｣ など､ 実態を把握 して い たo また ､ サ - ど
ス 開始に あたり近隣市町村の情報か ら行政機関 - の 補助金を要望するも実現 しなか っ たこ とから､
｢行政機関か らの 補助金の 必要性 を認識｣ ｢サ ー ビ ス 構築時の 理想と現実的対応｣ ｢業者委託の
限界 とメリ ッ ト｣ が指摘されて い るo 今後に 関 して は ､ r味とメ ニ ュ ー が検討課題｣ ｢活動者の
意図 に関係 の ない利用者 との トラブル｣ ｢利用者の 態度が活動者の モ ラル に影響｣ ｢利用者の 減
少 の 多様な中断理由を把握｣ ｢広報に よる活動者確保の 役割｣ ､ と実態に則 した課題 を認識 して
い た｡ さらに ､ 具体的な活動 の 工夫に関 して は ､ 個人 レ ベ ル で ､ ｢配達活動 の 工夫｣ ｢個別性 に
対応 した集金方法を工夫｣ ｢個人的に確保 して い る相談先と方法｣ と同時に ､ 社協に対 し､ ｢サ
ー ビ ス 改善 - の多様 な提案｣ ｢冬季の 配達が 困難な地域対策の 必要性｣ を ､ 提案して い る｡
p D町 ( 義5)
3次 コ ー ドの うち､ 配食サ ー ビ ス に関す る考えと して ､ ｢ある べ き姿は対等な助 け合 い｣ ｢いず
れ我が身と身の 丈にあ っ た社会貢献が信条｣ ｢目指すは他人を気遣う地嘩づく り｣ など､ 助 けあ
い と地域づく りの 活動 目的が明確 にされて い る o また ､ 新 しい 活動者 - の 要望と して ､ ｢参加者
は活動意義を感 じて い る ことが要件｣ と､ 活動者像 を示 してい るo さらに ､ ｢実践を通 して精通
する高齢者の 暮ら しぶ り｣ から､ 高齢者の 実態 を把握 し､ ｢活動者自身の体験で検証する配食の
効果と意義｣ で ､ 活動者自身に よる活動の 評価も行 っ て い るo こ うした ､ 活動 に対す る考 えより ､
利 用者ひ とり 一 人の 生活実態 を綿密に観察す る ことで ､ ｢生活実態に則 した活動内容｣ ｢利用者
との 信頼 関係 を築く活動方法 の創出｣ ｢細や かな調理配慮が利用者の満 足感 の 要因｣ ｢利用者の
ニ ー ズに配慮 した配達方法｣ にて 実践を推進 して い る o さらに ､ 杜協に よ る活動 マ ニ ュ ア ル や注
意事項の 作成 に より ､ 活動者 は ｢主体的な活動を支援す る杜協の安'L､感｣ を得 ､ ｢活動をつ なぐ
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後継者確保の 戦略と行動｣ にて ､ 今後の 活動戦略を前向きに検討 して い たD
2)4自治体における比較
4自治体 の活動者の 発言内容 を検討 した結果 ､ 自治体の特徴が明らか に な っ た ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン と広報に つ い て比較検討 した結果を示 した o (()内は ､ 活動者の 発言内容で ある｡ )
･ 漬動者が考える コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
①A町で は ､ 利用者 の気兼ね を避 けるた め ､ うち解けて 引け目を感 じさせ ない 接し方を 工夫 して い
る｡ ( 雪の 日とか はすみ ませ んと恐縮され るが ､ 私は自分の 足の ためにや っ て い るか ら気に しな
い ようにと言う｡ あん まり先方に気を疲れ させ ない ように言葉かけをす る) さらに ､ 難聴者に は
大きな声で呼び かけたり ､ 気疲れ させない 言葉を選 んで声をか けて い る｡ ( 耳の 遠 い方もお られ
るけ ど､ 大きな声を出せば通 じる) 活動者は ､ 利用者 がサ ー ビ ス を利用す る こ とで気兼ねや気疲
れ しない対応 が必要と考え､ これ らを避 けるために意識的な声か けを して い る Q
②B町で は ､.難聴者には弁当を見せ たり､ 根気 よく話す工夫を して い る｡ ( 耳が遠い と ､ 上に あが
っ て 弁当を見せ て あげる｡ 耳が遠い の でなか なか話せ ない ｡ 根気よく話すが - ) また ､ 利用者
へ の根拠 の ない 噂を避けるため ､ 個 人情報 は 口外 しない などの対応 を活動者ごとに行 っ て い る｡
(元気 なの に持 っ て いく の か と言 われ るの で ､ あの人はもら っ て い ると言わな い ように して い る)
活動者は ､ 利用者 を取り巻く周囲の 言動 から個人情報保護の 重要性 に気 づき ､ 役割を自覚し声か
けを工夫 して い るD
③C町 で は ､ 問題発生に早期に対応でき るよう ､ 利用者と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を重視 して い る｡
(｢何 か あるときは電話 をくださ いね o ｣ と 一 声をかけておくと､ どこ どこ - 2 - 3日行 っ て来る
からと言われ るo 電気が つ い て い ない と心配する｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を大切 に ア ンテ ナ を張 っ
て おく) さらに ､ 周囲の 醐牢を避けるた め訪問の 目的を近所 にも理解でき る よう伝えて い る｡ ( あ
れ ､ 何 しにきてん の とい うの が ありますが ､ 配達に行くときは ､ 持 っ て きた よ - と大きな声で言
うと ､ 周 りの 人もそ う言う目で見て) c町で は活動の 中心 が民生委員で あり ､ 職務上の 安否確認 の
必要か ら ､ 日頃の 体調や生活動静 の情報を把握でき るよう工夫 して い る｡
④D町で は ､ 個人的 に込 み 入 っ たこ とに立 ち入らない 対応を して い る0 (個人的な込み入 っ たこと
に触れて は い けな い の で ､ ｢元気 ですか｣ とい う声か けは して い る｡ ) さらに ､ 利用者が丈夫 で
な い こ とを前提に言葉か けを して い るo (言わない ように して い るこ とは ､ 3 度の 食事 が厳 しい
人が 多い の で ､ あまり丈夫 でな い こ とが 前提で あるの で , ｢元気ですか｣ とい う言葉か けは しな
いように して い る o ｢い かが です か｣ と声か けを して い る｡ すると ､ 近況を伝え てく れ る人が お
る) D町は ､ 轟年公募で活動者 を募り ､ 現役 の 活動者 にも毎年意思確認を行 っ て い る｡ 利用者 へ の
声 かけもひ とり - 人の 置かれた状況や気持 ちに添 っ た言葉を考え ､ 利用者ごとに異な っ た コ ミ ュ
ニ ケ ｢ シ ョ ン の 内容 を工夫 して い た o デ ー タ の 分析結果 より ､ 活動者が行う利用者と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の 工夫は ､ 役割遂行 の た め利用者の 身体や置かれた状況にあわせた 声か けを共通 に行
っ て い たo
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以上の ように ､ D町は ､ ひとり 一 人 の 状況を観察 し､各々 の 生活実態に応 じた声か けが大切と考え ､
A･B町は利肘者の 気兼ねや噂の回避が全般的に必要と考え､ C町は民生委員の 役割が果たせ るよう､
各々 の 自治体で鼎な っ た考えによ り声か けをして い たo 活動者の 考えを反映 した コ ミ ュ ニ ケ - シ
ョ ン に対す る工夫の 内容が 具体的に明らか にな っ たo
q 広報活動 へ の期待
配食サ - ビ ス に かか わるボラン テ ィ ア の 問題認識と保健 ･ 福祉 の 広報に期待する内容を分析考
察 した Q ①4 自治体の ボ ラ ンテ ィア は ､ 共通 して配食サ - ビ ス に関する保健 ･ 福祉にお ける広報
を期待した o ②A 町で は活動 の中核を担う食生活改善推進委員が ､ 伝統ある活動 を広報する こと
で住民か ら評価され ､ 活動者の馨織が高揚すると考えた｡ 活動者確保 に関する悩み か ら､ 後継者
育成の 鍵は組織的対応 が必 要と考え､ 募集窓口を社会福祉協議会 へ 期待 した｡ ③B 町で は ､ 利用
者が 増えない の は配食制度が広く住民に周知されて い ない と考え､ 広報情動 の 活発化を期待 した｡
④c 町 では ､ 中断者の増加や新規利用者が い ない こ とに気づき ､ 活動者に よ る個人的勧誘は料金
等の トラブル に繋がりやすい と考え､ 行政機関や社会福祉協薄会に よる公的な広報括動を期待 し
た｡ ⑤D 町で は ､ 配食サ - ビ ス の 活動に よる ｢地域づく り｣ ｢住民間の 支え合い｣ を目指したo
元気な高齢者がサ ー ビ ス を利用する こと - の 周囲の 住民の批判 に対 し､ 配食の 必要性 と受ける こ
とによる効果が理解できる広報活動を期待 した｡
デ - タの 分析結果より ､ 配食ボラン テ ィ ア の保健 ･ 福祉の 広報 - の期待は ､ 活動を推進する方
莱 (A 自治体) ､ 利用者確保 (B ･ C 自治体) ､ 地域づくりからみ た住民の 認識 (D 自治体) に関
す る問題認識 を反映 して い ると考えられ た｡ こ れらか ら ､ 保健 ･ 福祉職はボ ラ ンテ ィ ア ととも
に､ 各々 の立場か らの問題認識 の 吟味が必要 で あ る ことが示唆された0
4. 1, 4 まとめ
4自治体 (A ･ B ･ C ･ D) の 配食サ ー ビ ス に参加す る活動者の 考えとその 活動 内容 の 実態に 関連 し
て ､ 以下の こ とが明らかに なっ た. ①4自治体の地域特性や配食サ ー ビ ス の シ ス テ ム により ､ 現状
の 問題帯織は異なり ､ 保健機関や社会福祉協議会 へ の 期待や工 夫も異な っ て い た o ② 一 般の ボ ラ
ン テ ィ ア と民生委員の役職を担 っ たボ ラ ン テ ィ アで は ､ 役割遂行の相違から活動に対す る考 えが
異な っ て い たo ③役割 遂行に応 じて ､ 活動方法を工夫して い たo ④配食ボ ラ ンテ ィ ア の保健 ･ 福
祉 の広報 - の期待の 例か らも､ 立場に よる問題認識の 吟味が必要である ことが 示唆されたo
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2次デ ー タ 3次デ ー タ
1
確実に届ける役割を認絶しエ 夫している
配達の 役割に対応した方.法
の創出配達は生活全般の見守りの 手段と捉えて い る
利用者の ニ ー ズ 把握を役割と吾怒絶して いる
2
高齢者の 特性に合わせたコ ミュ ニ ケ - ションの方法をエ 美して い る
利用者の 身体的qlb.理
的特性に配慮した対応利用者の気兼ねを避ける対応が必要と気づい ている`
一 人暮らし へ の訪問の抵抗感を感じ､ その対応方法を考えて いる
3!留守時の対応を話し合い個別対応をしている 留守時の対応は共通課題
利用者の留守対空掛ま組織対応が藤畢と提案している
4 利用者 へもマナ - も対等に要求して いる 利用者マ ナ - は対等の証
5
魚の 骨を取る配慮をしてい る
細やかな調理配慮が利用者の 満足感の要因
衛生上 ､ 手を切らない ことを心がけている
3 0品目を弁当づくりに生かすようエ来して い る
指定された衣服を身に つ けることで調理者0)愛住を自覚して いる
高齢者が食べ やすいよう切り方をエ真して い る
旬の物や彩り､ 品数 へ の 満足感を重視した工 夫をして い る
一 人暮らしに対応した弁当づくりをエ美し七いる
利用者の楽しみを重視した弁当づくりを配慮している
6
利用者 ヘ の積極的な健康情報提供
利用者 ヘ の広報活動が食生活改善の鍵
自主的な活動で住民 - の啓蒙活動
7
自分にあつた活動の選択をしている
目指すは自らが楽しみを感じる活動
きつ かけは自由な時間を生かした活動参加を決めて いる
きつかけは自治体 - の 恩返しで参加を決めて いる
- 般公募を知り応募を決めて いる
社協からの依頼で軽い気持ちで参加を決めて いる
老人クラブの社会的貢献のお手伝いと感じて参加して い る
食の学習やおいしさ - の追求が生き甲斐であると気づ い て い る
楽しみ が活動 の 蛙進力
自立した生活 の継続が目安を実感して いる
活動からの満足感で利用者 ヘ 感謝の 念を感じて いる
就労してい るが無理に行 つ て い るとは蘇じて い ない
8
栄養士や調理師の 指示 で活動して い る
グル ー プを単位とした活動スタイル
I
地域ごとのグル ー プ食改を中心とした活動を展開して いる
他の 活動者の 活動状況の 観察を通して辞める時を自覚して い る
仲間 ヘ の 気兼ねから活動 - の評価を手控えて い る
9調理 の 自立困難な高齢者を対象として い る 配食サ ー ビス は食の確保で活用
1 0学習をすることで利用者に配慮した弁当を創りたいと考えて い る 学習が質の 良い弁当づくりの パ ワ ー
Ed
利用者の 反応が活動者の張リ合い
利用者の 肯定的反応が自己実現を後押し
i
自分を受け入れ てくれる利用者の 好意に喜びを蘇じて いる
活動の広報は活動者の 意誠を高揚しりと感じて い る
利用者の 怒謝の言葉で満足感をえて いる
若い方が活動依頼を心安く引き受けうれしく感じて い る
利用者の 反響が活動者の はりあいと学習てがかリ
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R2l
3ー
14
1
串間時の 利用者の 緊急対応 - の 必要性を判断し対応して い る 利用者 へ の適切な介入で効果を発揮
経済活性化と福祉の 視轟から業者委託の検討の 必要性を指摘して いる 業者委託 ヘ の 経済活性化と福祉の論点
薄味などで活動者自身の 生活改善を行 つ て い る
食生活改善における活動者の 役割
自らの生活習慣と活動者として の役割を区別して い る
15
活動者の育成を課題と感じて い る
後継者育成の 鍵は組織的対応の必要性
当事者意識に欠ける自治会の 活動者人選に 対する不満を感じている
就業者の 活動者確保の困難さを感じて いる
婦人会は独自の選任方法を工夫して い る
活動者の 窓口をを社協に協力提案して いる
活動 の伝統が地域の人 々 の 理解を得 て い ると感じて い る
16
話し合い による知恵が淫かん でくると感じて い る
利用者の ニ - ズ把握で新しい活動を提案活動の新しい提案をして いる
配食が話のきつ か けとな つ て い る
17 活動者の責任を果たすためエ 夫をしてしヽる 自主的な忘備対策
1 8
活動者の要望 により裡協と情報を共有し活動を改善して いる
自主的な改善要求が放置 ヘ の 一 歩配食 の ス ケジ ュ ー ]LJが 知らされて いない こと へ の 不満を持つ てい る
社協の職員を対等な立場で批判し､ 再教育を要望して い る
- 34-
2次コ ー ド 3次コ - ド.
■
顔を見たり声を聞いたりして個別の状況に合わせて対応するよう心がけている
一 人ひとりに対応した支援のエ夫
難聴者には直接弁当を見せたり根気.よく帝す対応を心がけている
2
留守の際に弁当が傷むこと危供し持ち帰りなどの配慮をして いる 留守対応 へ の多様なエ夫
配達日を忘れないため有線放送でP Rするなどの対応をして いる
弁当を猫などから守るためナイロン袋等で安全対策をとつ てい る
3 ひとり暮らしの男性高齢者の 食生活に関する状況を理解して い る 生活の場で見る高齢者の備つた食生活
4
地域により勧額を受けるかどうかが異なる革懸を把纏して いる 活動者の判断による利用者の選定
■
活動者が選んだ人が利用者となつ てい ることを理解している
5
利用者の対応が替わり気疲れが多くなつたと感じて い る 活動者の信念とd)ギャップから派生す
る負担感
活動者は時間的拘束があると感じている
利用者に低料金 - の感謝を強要している
ボランティア活動 - の批判を回避するため草取りの行動をとつ て い る
配達日を忘れることをストレスと感じている
6
ボランティアを増やして負担軽減をした いと考えて い る. 後継者確保の困難と切素性
ボランティアの希望者がいない理由を把握して いる.
7
ひとり暮らしで配食サ ー ビス
■
の必要な高齢者が食事制限のため受けられい現状を理解し 利用要件改善 ヘ の気づき
て いる
8
痴呆対象者はサ - ビス の運用が困難と艶純して いる システムに起因する活動者の負担感
悪天候の配達は因つ て い ると感じて い る
突然の活動者の辞退や忘れることへ の活動者の 手配のた い ヘ んさを感じて い る
緊急入院の場合は連絡がなく困つ て い る
配達時に利用者との意志の疎通が悪く困惑したことがあつた
利用者から活動者と折り合い の 悪さを嘗われ困惑した ことがあつ た
社協から皐で の配達はだめといわれたが悪天候の 時は必要と感じて い る
9 自分の老いをかわい いイメ ー ジで感じて い る 自らの老 い の イメ
ー ジの 獲得
1 0
偏つ た食事を直すのも役割と考えて いる 見守りと食習慣の 改善が配食サ
ー ビス
のねらい
体調の悪 い高齢者の 見守りを必要性を感じて いる
l l
高野青白身の喜びの声が支えと感じて い る 利用者の喜びに満ちた言動を支え
配達時のふれあいを喜びと感じて い る
買い物に行かなくても良い ことを喜んで い ると感じて い る
利用者が待つ て い てくれることを喜びと感じて い る
小学生の 手紙は利用者に喜ばれると感じて いる
手料理を持参したり世間話をしたりしてふれあい の場として楽しんで い る
一 人を2人 のボランティアで担当する方法がうまくい つ て い ると感じて い る 活動の改善
へ の多様な提案
一 軒づ つ 配達する方法を理想的と感じて い る
マ ニ ュア ル で誰もが標準的な活動ができるよう提案して いる
料金の集金方法に つ い て提案して い る
携帯の保持を提案して いる
1年中配達時間を同じにする提案をして いる
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1 2
配食を知らない高齢者も多いので町会の P Rを要望して い る
活動者同士の交流を早くに行いたいと感じて い た
本当に必要な高齢者や障害者の制度とするため に見直しが必要と感じて い る
回数増は活動者に負担をかけると感じて い る
社協便りの活字を大きくして ほしいと感じて い る
寒波など悪天候の 時は社協からのねぎらい の 心配りの必要性を感じて いる
冬季での配達のた い - んさから担当地区の交代を要望した
トイレに配達日を忘れないよう紙を貼りエ夫をしている
1 3
業者間で利用者の ニ ー ズを把握することに関して考え方に遠いがある Ⅰ農者の 問題課題と対応を認識
i業者は弁当をひ つくり返したときは再配達やありの混入に対応して い る
1 4サ ー ビス辞退者は世間体 .経済的負担 .自立高齢者と理解して い る 中断者の理由を把握
5ー
活動者確保は績むことが唯 一 の 方法と考えられて いる ボランティア自発性の催さ
他自治体に比 べボランティア の意織の催さに気づい て い る
若い後継者を確保した いと考えて い る
ボランティア - の謝礼を必要と感じて い る
民生委員の指示で活動して いると認練して い る
16
町内の雰囲気でサ - ビス の 必要な人が受けられて いない ことを感じて い る 周囲
- の気兼ねの理解と対応
利用者に根拠のないうわさがたたないよう名前は口外しないよう配慮して い る
年齢を理由にした周囲の批判には ､ より元気が目的と説明して い る
活動者の交代が利用者の 気兼ねにつながつ て い ると気づ い てい る
物を差し入れや入院情報を口外されることを嫌う利用者の気持ちを把握して いる
貰い物 - の答礼のため ､ 当事者間で の話し合いを助言して いる
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2次デ ー タ 3次デ ー タ
I
民生垂農の活動も束ねたボランティア 活動を意織して いる
民生費風の活動の - 環として の位置づけ
民生桑島の安否確認の 一 環に位置づけてい る
2
安心を与えることが安否確陳のねらいと考えてい る
配達活動の エ夫
食の袈しさを共有することで安心できる関係を目指してい る
3
元気をなくす最大の原因は同年輩の死亡と理解して いる
東践を通して精通する高齢者の暮らしぶリ
変化の大きい高齢者の特性を把握して いる
定の不自由な人の屋内 一度外 での 生活 の不自由さを感じて いる
内臓疾患のため弁当の内容を選別 して摂取 してい ることを把握して いる
高齢者の気力が食事作りに関連と罷撤してい る
高齢者は安心電緒で救急車を利用する執 ニ抵抗感を持つ て いると感じて いる
男性利用者の特性を理解して いる
利用して いる高齢者夫婦はバランス の良い食事がとれて いないと感じて いる
4
間親発生に卑称=魚づき対応できるようコミュ ニ ケ ー ションを重複して いる
借海関係の構築が日頃の 心得
周囲の娯解を避けるため目的を近所にも理解できるよう伝えて いる
5
出金 つたら場所をかまわず徴収するエ未をして いる
個別性に対応した集金方法をエ尭料金受領の証拠としての印鑑をつ<りエ尭している
お金のやりとL) は状況に応じてル ー ルを作りエ尭している
8
サ - ビス構築時に役最中心a)活動が内部の協力者を得ることで 射 =なつ たと
サ - ビス構築時の理想と現喪的対応
敬放 して いる
活動者が嗣理も担当するシステ ムを理想と捉えるも現喪的な課蔵も線推して
い る
良い方向 へ解決していくための検討が必要と考えて いる
7
中断後 に再利用者がいない理由が把握できて いない
利用者の減少と多様な中断理由を把握
利用料金が高いため辞めた人がいると理解して い る
もつ たいない気持ちがあることが中断 の理由と理解して いる
弁当の味気なさが中断の理由と感じてい る
利用者ヘ の 配慮に欠けた首動が中断の理由となつ たと感じて いる
活動者へ の個人的感情から辞める人がいることを罷推して いる
配達状況から減少していることを把握して いる
8
利用者は､ 複数の業者の食べ 比 べ で おい しさを判断 して い ると感じて いる
味とメニ ュ ー が検討課題
若者向きの食品が多いと罷識 し新しいメニ ュ ー を提案して いる
9
活動者は料金との関係で業者が限定され ､ 利用者の要望に応えようとしない
業者委託の限界とメリット
首動を把握して いる
活動者は業者へ 迷惑をかけないよう助言をして い る
4業者委託はメニ ュ ー の 重複を避ける上 で はよい方法と経持 してい る
10
代金 の立て替えで利用者との関係が気まずくなつ たと感じて い る
活動者の意図に関係のない利用者とのトラブル味に関する利用者の苦情を責任がとれる事ではないと感じて い る
個人的 に責任を負う立場になる利用者には勧めたくないと感じてい る
ll
高齢者自身が近隣市町村 の情報を把握することで補助金 の必要性を気 づ い
行政機関からの補助金の必要性を認識
ている
補助金が出ないためのやむを得ない制度と敬称して いる
高齢者事業の送迎予算の打ち切りで今後 のあり方を模索 してい る
補助金により利用者の増加を考えて いる
毎 日の 配食サ ー ビス が理想であるがお金がかかると認識 して いる
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1 2
高齢者は世話になりたくないと考えてい る人が多いと認識して いる
活動者が把握して いる未利用者の生活状況と意織
家族による定期的な食材確保の状況を把握している
身体が動くうちは食生活も自立したい ことを感じ取 つて い る
男性は食材があつ ても調理方法がわからないと理解して いる
配達 へ の負担を気の毒に感じ依煉ができない状況を理解してい る
13 社協へ 相談をする人が増えてい ると認識して い る 個人的 に確保してい る相談先と方法
14
遠い地域 - の 配達は自分 へ の負担を考え利用 して ほ しくないと認識 して いる 活動者 - の身体的りL1理的魚担が活動継続の判断
!
の根拠
活動者の 多くはは過1回の配達が限度と考えてる
1 5
喜ばれたり､ ありがたい気持ちで受けとることにIe>地よさを感じてい る
利用者の態度が活動者の モラ ル に影響
自分を待 つ て いてくれることで喜びを感じて い る
利用者との相性で対応を判断 してい る
活動者の志気は利用者の態度に影響を受けて い る
16 助け合い(こよる対応窄提案してい る 助け合い特称 ニよる活動
17
ボランティア によ
.
i'調理を改善策として提案して いる
サ ー ビス改善 - の 多様な提案メニ i - や力ローj- の 表示がサ ー ビスの鞭善と箆織し提案して いる
協力者の存在で配達
■
に困ることはないと認鼓して いる
8ー 配食を可能にするには冬季の 対策が必要と乾粒してい る 冬季の配達が困難な地域対策の必要性
19
公平性を欠いた個人的勧誘方法の問題点を感じてい る
広報による活動者確保の役割
社協 へ 広報活動を提案して いる
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2次デ ー タ 8次デ ー タ
1
個人的に込み入 つた革に立ち入らない対応をして いる
利用者と
.
の借頼関係を築く活動方法の創出
丈夫でない ことを前操に嘗集掛けをして いる
信頼関係をつくることをこ ころがけ活動して いる
日常食緒を大切にした声かけの対応をしている
身だしなみを整え､ 相手の気持ちを大切にした活動方法をエ夫して い る
2
気兼ねのない水平で対等な関係
.
つくりを目指している
あるべき姿は対等な助け合い
気兼ねしているこ出こ気づき､ 対応に悩んでいる
3
いずれ我が身を活動借魚としている
いずれ我が身と身の丈にあつ た社会貢献が借
餐
身の丈にあつた社会的清野としたいと参加している
自らの判断で時間をあけて待 つ判断をしている
利用者からの豊かな学びを人生モデルと受けとめている
自分を待つ てい てくれることでやりがいを感じて い る
喜んで ほしい気挿ちを大切にしている
4
支え合いを薬感できる資源づくりを目指して いる
目指すは他人を気遣う地域づくり
配食や循環バスなど困つたときの ヘ ルプシステムをつくる草を目指して いる
自発的な強い参加恵扱が活動を育んでいると認織して い る
自立と依存のバランス の重要性を衆感している
5
活動を通して高齢者の 暮らしぶりを把握し共感して いる
実践を通して精通する高齢者の暮らしぶり精神的な状況を観察し気づいている
やりたい ことをやることの大切さをいきがいと恩放して い る
6
高齢者の生活夷態に則した対応を実際的に考え対応して いる
生活実態に則した活動内容
高齢者の食管概を把撞し対応した いと感じて い る
経済的負担を感じている利用者の状況を把握して いる
高齢者夫婦の莫懸から配食の大切さを感じて いる
健康不安が高齢者の決断を後押ししていると気づいている
7
食材は柔らかく煮込むエ夫をして いる
細やかな調理配慮が利用者の満足感の要因
旬の食材を生かしたエ美して い る
身体的条件に配慮し､ すりつ ぶすエ夫をして い る
みんなが美味しく感じる味付けをエ失して い る
過去に糖尿病や偏食に対応した食事作りを行つ て いた
衛生 ､ 配色､ 見栄えを大切にした食づくりを目指して いるいる
バラン ス の 良い食事がとれて いない状況から配食の必要性を感じている
楽しみと食管恨に配慮したメ ニ ュ ー の 必要性を認紙して いる
8
困りごとを積極的に聞き出すことを目指してい る
利用者の ニ ー ズ に配慮した配達方法
は つきりと大きな声で筋間目的を伝える大切さを感じて いる
レシピを見て意托して食 べ たい との願いを支援している
弁当を安全に届ける責任を感じて いる
9
食の確保で元気になつ て い る変化を観察している I
l豊聖者自身の体験で検証する配食
の効果と
食が生活を支える基本と認織して いる
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毎回味が異なることで手づくり弁当の 良さを認知する利用者を感じている
1 0
志気の堅持が継続できた理由と感じて いる _
主体的な活動を支援する社協の安心感
健康メモは共有する必要のある安否確認情報と蘇じて いる
活動者の総会で利用者の反応を共有することが必要と感じて いる
留守時や初回訪問の対鹿マ ニ ュ アルがあることで安心感を感じて いる
社協の安心感を作り出す対応で億頼を感じて いる
気になる利用者情報を社協 ヘ 連絡する事を自分の役割と自覚して いる
サ ー ビス の 批判 ヘ の 対 応 として ､ 広 報 で考 え 方を理解する取り組 み の 必 貴を怒 じて
T.ヽふ
1 ー参加意義を感じ､ 自ら活動がしたいと感じて い る人がメンバ ー に加わつ てい る 参
加者は活動意液を感じていることが軍
件
12
自分よりも多少若い人たち ヘ の継煮 で活動の継続を考えて いる
活動をつなぐ後継者確保の戦略と行動
参加意志のある人を予備軍と位置づけて いる
勤務して い る人は雇用主の理解が必要と感じて い る
公募鰍 こよる自発的参加を期待し､ 活動者め可能な業務の担当を説明して いる
若い年代を活動者のタ ー ゲットと考えている
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4.2 配食ボラ ン テ ィ ア サ ー ビス に関する保健福祉職者の認識と取り組み
4. 2.1 A町に おける保健福祉職者の認識と取り組み
(1) A町における保健師の認織と取り組み
面接調査､ 調査結果の報告及 び研究者との 意見交換､ 活動者と保健師の意見交換をもとに ､ 配
食サ ー ビ ス に対す る期待と取り組み ､ 活動 の実態 の変遷 ､ 保健師と して の 問題羅識に つ い て把握
した ｡
保健師の期待と取り組 桝ま､ 食生活改善に有効で あるように ､ 季節感や郷土食を大切に しなが
ら､ 夕食 1食を想定 して , ボラン テ ィ ア の献立委員､ 調理師､ 栄養士とともに｣献立を作り (2001
年頃まで)､ 献立 内容と作り方を添付 して ､ 食事の 参考､ 教材 にできるように して い たo 現在は ､
ボ ラ ンテ ィ アの 負担 を軽減するため に ､ ボラ ンテ ィ アの 献立委員の 参加を省 い た｡ 社会福祉協繊
会 に委託後も､ 調理ボ ラ ンテ ィア役農の相談に応 じて い るo 環境が不良で健康状態がよくない 人
に は ､ 見守り の ため
■
に配食サ ー ビ ス 利用を勧めて い る . A 町保健計画 (2003年3月) で は ､ 健康
づくり活動の 裸題と目標と して ､ 社会福祉協議会は ｢薄味 ､ バ ラ ン ス 食の配食サ ー ビ ス を継続す
る o 配食サ ー ビ ス の 実践の ための ボラ ンテ ィア を育成 し､ 支援する｣ と位置づ けられて い る o
活動 は ､ 1986年､ 食生活改脊推進員が各地区の独居 ･ 寝たきり高齢者に食事を届 ける こ とか ら
開始 した. 当時は､ 高齢者の 自宅に ｢手ぶ らで は上がれ ない｣ ため ､ 学習 した内容を ｢こ ん なこ
とを覚えた｣ とい うように ､ 寝たきりの 人に会うためのき っ かけの意味を含めて弁当を届 けたo
現在は ､ 食生活改善推進員の 担い 手が少なく ､ 調理 の活動者の確保 が困難 になり つ つ あるo
保健師 の 問題認識 は､ 独居高齢者が配食利用すれば在宅生活を継続でき るの に ､ 必要数の 提供
が 困難で あるた めに施設入所す る例もみ られ る こと ､ ボラ ンテ ィ アの 気持ちに気づ かず､ 組織間
の 連携が必ず しも円滑で ない こ とがあげられた｡ 1998年度に調理内容に関す るア ン ケ ー ト調 査を
実施 して以来 ､ あまり評価 を行 っ て い なか っ たが ､ 本研究における第1回調査(2 001年)結果は ､
日頃 の 実感通りで あ っ た｡ 調査対象者の 中に ､ 1 年間で 4 人の 死亡 ､ .施設入所 ､ 痴呆症の 進行等
が み られ た ことは意外で あ っ た ｡
活動者間の接点が 少なく ､ お 互 い の活動 を知 らない ､ また若 い 人に知 られて い ない の で ､ 理解
で きるように伝える こ とが今後 の 課題で ある｡ 住民組織 の 主体性をより高め る必要が あると感 じ
て い る｡ 保健計画立案の 過程で ､ は じめは行政 - の 不満が 多か っ た が ､ こ うすればよくな るの で
はない かとい う発言 が出る よう にな っ た｡ 住民の 主体的な参加を促す ため に ､ 住民の 意見に対 し
て は ､ 次回の会議で必ず､ 結果や経過報告を行うように して い るo
第1 回 面接調査
○ 目的 : 配食サ ー ビ ス に対す る保健師の認識と取り組み を明らか にす る
○ 日時 :2001年 6月 2 8日 (木)16:30 - 18:20
0 場所 :A 町保健福祉セ ン タ ー
○ 対象 : 保健師 Al
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○ 調査者 : 吉本 ･ 阿部 .
○ 記録 :~吉本
｡
〟 配食サ ー ビ ス の 現状 : 週 1 軌 民間参入 な し､･独居高齢者が配食利用すれば在宅生活を継続
で きるの に ､ 提供能力無 し - 施設入所する人あり
･ A 町の 疾病構造 :糖尿病 - 教育入院 ｡ 再教育入院､ 循環器疾患多い - 減塩活動｡ これらの 実態
か ら配食は薄味に して いるが当初､ 不評だ っ た ｡
･ 男性 の食事作り参加 を促 せな い か ｡
･ 活動者 : 女性が調理､ 男性 ･ 女性が 配達
･ 配食ア ン ケ ー ト : 平成 10年度 (7 2配布 ､ 3 2回答)､ 内容は ご飯､ お かず の 質と畳に対す
る満足度調査
第2 回 調査結果の報告及び意見交換
○ 目的 : 第1 回調肇結果 の報告お よび意見交換
○ 日時 :2002年白月 27 日 (金)13:00- 15:00
0 場所:A 町保健福祉セ ン タ ー
○ 対象 : 保健師 Al ､ 保健師 A2､ 社会福祉協藷会管理職 ｡ 担当者 A
O 調査者 : 吉本 ･ 阿部
○ 記録者 : 吉本
･ 社会福祉協議会管理職 ､ 保健師 A :利用者の 感謝 した い気持ち ､ 男性が でない 等 ､ 日頃 ､ 実感
して い る通り であ っ たo
･ 介護予防活動の 考え方 : 1 . 70代以上 と以下を分けて活動す る｡ 70代以上は ､ 道路事情が悪
い 中で ､ 若 い頃 から重荷を運搬⇒ 膝痛み ､ 寝たきりの 主因. 起床時に大腿四頭筋強化 の 運動
指導しては い るが ､ 痛みで できな い 2 . 70代以下は ､ 高血圧予防が 心疾患､ 脳 卒中予防に
有効o A 町では､ 島根県下で脳卒中が第 1 位o 膝痛､ 心疾患o 若 い年代でJL疾患発症 o 3.
肥満 が多い
･ 介護予防活動 :202 年 4月 - ふれ あい生き生きサロ ン (ミ ニ デイサ ー ビ ス) 大字単位､ 各約
20 名. ボラ ン テ ィ ア の活動を若 い 人に伝えて い く こ とが課題 o ボラ ンテ ィ ア の 活動が現役世
代 に見えて い ない 0 年 2 回の ボ ラ ンテ ィアセ ン タ ー ニ ュ ー ス が あるがややか たい o
･ 介護予防活動 の問題:男性が ほと ん どでない (カ ラオ ケには出る ようだが)､ 男性 の 生きが い ､
誰か に会える寄り場が 必要で は ない か
･ 見守 り : 郵便局 ､ 社会福祉協議会が訪 問先 リ ス トア ッ プo 第1 ･ 3水曜 日に郵便局員が 見回
り (伝書鳩)
･ 配食ボラ ンテ ィア との連携 : 弁当としてで なく ､ 夕食 1 食 を想定 して 献立作る ｡ 季節感や郷
土食 ､ 献立内容 と作り方を初期 か ら つ けて い るの で ､ 食事の 参考にでき る ｡ 調 理ボ ラン テ ィ
ア 220名 ｡ 6人 グル ー プの 班長 と意見交換会｡ か つ て は住所 と名前をつ けて い たが ､ 電話で礼
を述 べ る人も いた o
･ 環魂悪く健康状態よく ない人 : ケア - ウス に入居勧めても入 り たが らない人も い る ⇒ 住宅改
造 と見守 り｡ 見守 りの た め に配食勧め て い る｡ 民生委員や近所 の人が連絡 してくれ る
･ ボ ラ ンテ ィア と話す機会が なか っ た
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1年 に 4名 ､ 痴呆 の進行やうつ 状態､ 入所 ､ 死亡に驚い て い る
第3回 面接調査
○ 目的:A 町の保健活動 における配食 - の 取り組みを明らi)
t
一にする :活動者との 協働に関する意
図に注目 して
○ 日時 :2003年 3月 25 日(火)
○ 場所 : A 町保健福祉セ ン タ -
○ 調査対象 : 保健師 A I
O 調査者: 吉本 ･ 阿部
○ 記録者: 吉本
･ 括動者の 接点無しo 顔見知り であ っ て も活動 して い る ことを知らない
･ 配食の発展過程
S61(1986): 食準が独居高齢者 ･ 寝たきりに食事卿ナる (地区単位 ､ 公民館で調理)
H 1(1989): 食改 ･ 独居高齢者と交流会会食､ 年 1回
H 3(1991):町予 尉ヒ 一 社会福祉協議会に委託 ､ 給食サ ー ビ ス o 独居高齢者に配食(年 2 1回)I
会食 (年 2回)
H 5(1993): 週 1 珂 (年 50 回) +年 1回会食
H 6(1994): 週1回 (年 50 回) 会食な し - 利用者と活動者 の接点な し
H 9(1997): 食事 の提供 (配食サ ー ビ ス の こ の機能は維持) 保健セ ン タ ー 臨時職員栄養士加 わ
り ､ 献立委員会が 3年に 1 回献立見直 しo 班長 は食改o 年 2回味 ･ 量の ア ン ケ
ー ト実施 o
コ ンセ プ トは郷土食 (5月柏餅､ 秋は こ う茸ご飯等)
H 14(2002): 栄養士 ･ 保健師 ･ 調理師 ･ ボラ ンテ ィ アで献立見直し｡ 調理師が 栄養士 に相談
し､ H 13まで の献立 に対す る コ メ ン トを調 理師が食改に説明 し､ H 14年 10月
変更Q 量 の見直 しo 栄養所要量か らみ て ､ 油の使用が多く ､ 70歳以上 で は肉の
量多く ､ 魚の 比率も多か っ たo A 町の傾向は 60/70歳代 ､ 栄養所要量に対 して
多く ､ 40歳代不足 . - 調理者の判断で は多か っ た . . 砂糖 ･ 醤油の 味付 けこ い 傾
向が あるが ､ 薄味に しよう. 弁当を教材と思 っ て調理 しよう (食改理解)o
保健師 ､ 栄養士 :A 町で は ､ 70歳未満 の虚血性心疾患多い - 食の モ デル つ く りたい?
男性 :料理教室開催 - コ ア人材少ない ｡ 女性 :40･50歳代 はほ とん ど仕事 - 平日に健康教室無
理｡
食改 (61名 ､ 60歳以上｡ 平均 60歳代前半) が地域の 人集めて健康教室開催
配食サ ー ビ ス の リ ー ダ - 地域 の食の 健康教室の核 ｡
平成 16年 2月 ､ 隣町との合併の 影響: 隣町は各地区で社会福祉協議会また は民間事業者が実
施｡
各地区の 活動格差 :30年前生活普及員活動暗から ､ 1 つ の 地区から他の 地区に波及. 食改の
高齢化に より ｢や めた い｣｡ 3年 に 1回 ､ 隣町 と共同で食改育成教室開催｡ 定員 30名に対 し ､
15 - 6名参加 ､ A 町 6- 7名o 食改善運動困難o
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ボラ ンテ ィ ア の交通手段な し - 社会福祉協議会が送迎担当
第 4回 面接調査
○ 目的 : 第3回調査結果に関する意見交換を行う
○ 日時 :2003年 10月 6 日(日)
○ 場所 : A 町保健福祉セ ン タ ー
○ 面接対象 : 保健師 AI
O 調査者 : 吉本 ･ 阿部 ･ 柳滞 ･ 波川
○ 記録者 : 吉本
･ 交通手段の 改善 : H 14･ 隣町と の 循環バ ス 開通 ､ H15年 4月町営循環バ ス 開通 した
･ 情報伝達手段 :A 町プ ロ バイ ダ - 月 2500P]o C A T V(文字放送) を町 の 広報に活用 o
･ 独居高齢者の 見守り こ いく つ か の案を検討した結果 ､ 近隣の ネ ッ トワ ー ク を活用す る｡
･ 福祉サ ー ビ ス の野響 :月 2回デイ サ ー ビ ス 開始 - 老人ク ラブ (花作り)､ 自主グル ー プの 活発
さが薄れた ように感 じる｡
･ 介護予防 : い き い きミ ニ デイ サ ー ビ ス 月 1回 (社会福祉協議会毎回参加 o 看護師､ ボ ラ ンテ
ィ アが 歩行機能低下等に気づく ｡ 保健師も各地区順番に参加 ｡ 1例ず つ 検討)｡ デイ サ
ー ビ ス
週 1 回 (サ ー ビ ス 担当者会議実施)
･ 参加 基準 : と じこもりが ちの 高齢者 ､ 診療 とぎれが ちの人 (診療継続をめざす)
･ 問題 : 家族同居だが ､ 息子独身 - 抽出困難
･ 検診 : 外部委託｡ マ イ ク ロ バ ス の 運営規定から ､ 検診送迎 に使 えない ｡
･ 保健福祉 の 協働 : 社会福祉協議会 - ル パ ー 11人と週 1回 2時間意見交換｡ 現場担当者の 思 い
が 出てきた｡
第 5回 面接調査
○ 目的 : 配食ボラン テ ィ ア と の協働に関す る保健師の認識 を明らかにす る｡
○ 日時 :2 00 4年 12 月 29 日 (水) 13:00･ 15:0 0
0 場所:A 町保健福祉セ ン タ ー
○ 面接対-秦: 保健師 AI
O 調査者 : 吉本 ･ 柳滞
○ 記録者 : 吉本
･ 配食ボラ ンテ ィ ア の 支援 (人手､ 技術､ 金) が過剰 だと ､ ボ ラ ンテ ィア の創意工 夫の 余地が
なく なり ､ 達成感 が減るの で は ない か｡ 年 1 回 ､ 活動 に参加 して い るが ､ 社会福祉協議会 に
委 託後､ ボラ ン テ ィ ア の気持 ちに気 づ かなか っ た ように思う｡ ボラ ンテ ィ ア支援の た め の 組
織間の 話 し合 い が 必要｡
･ 調理 ボラ ンテ ィ ア の 希望者が少 なく ､ 役員が 因 っ て い る｡ 60歳代まで仕事 の ため ､ 地域活動
が 困難で あり ､ 地区活動を前提とした食生活改善員希望者が減少 して い る ｡ 地域の 役割 を担
う意欲の あ る人が少 ない ｡
･ ボ ラ ンテ ィア を利用者の 年齢差な し｡ 自分 の ためと思 っ て活動 して欲 しい ｡
I ( 自主性に任せ る)サ ー ク ル は 地区に対する責任を負わ ない の で ､ 地域 へ の影響力が少ない ｡
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組織は行事参加や発言 の必 要あり ｡
隣町で は ､ 老人会の行事で ､ 食生活改善員に協力を要請する等 , い ろ い ろ な行事で ､ 老人会
や婦人会等の組織間の 協力が あるが ､ A 町で はやや少ない ｡ 保健計画立案の 過程で ､ は じめは
行政 - の 不満が多か っ た が ､ こうすればよく なるの で はない か という発言が出るように な っ
たo 住民 の意見に対 して は ､ 次回 ･ ･ ･ したと結果を報告しで い るo
(2) A町に おける福祉職の 認識と取り組み
○ 目的 : 配食ボラン テ ィ ア の 活動に関する認識と工 夫を明らか に し .､ 保健福祉職との 意見交換を
行う
○ 日時 :200 3年3月 26日 (水)
○場所 :A町保健福祉セ ン タ ー
○出席肴: 配食ボラ ンテ ィ ア 28人 ､ 保健師A l､ 社会福祉協議会管理職 ･ 抵当者A､ 吉本 ､ 阿部
○ 記録 : 研究補助者2名
社会福祉協議会担当者A
･ ボラ ンテ ィ アか ら､ 募集の 件で 自治会だとか婦人会の方か ら声をか けられ るが ､ できれば社
会福祉協畿会が窓 口 に なっ て取りまとめ を して い た だきた い と い っ たような意見が出されたo
｡ 社会福祉協議会と して : 現在､ 自治会長会議 ､ 食生活改善推進員会議 ､ 自治会 ､ c AT V で
調理 ボラン テ ィ ア の募集を行 っ て い るo なかなか婦人会に伝わ っ て こない と いう意見が出たQ
今後 ､ ひ とりでも 一 日で も出た い とい うような､ 個人でお気持ちの ある方も参加でき るよう
な体制 を､ 検討 して いきたい ｡
保健師A l
･ こ の 活動が始ま っ て 1 0年以上 ､ 携わ っ てくださ っ て い るボランテ ィア の 皆さん の 声を聞い て
い なか っ たこ とを感 じた｡
･ まず 一 番驚いた の は ､ やる人がそれぞれの 不満も言わずに 工夫 してや っ てお られたこ とであ
り ､ ありがた い し､ 本当にす ごい ことだと思 っ た ｡
･ 役場 の プ ロ ジ ェ ク トでは ､ 住民の 方か ら､ 何 をや っ ても何 を提案して も ､ 結局そ れをや りか
けても長続きが しない ｡ だから何をや っ てもどうもならん の じや ない か みた い な発言もある｡
･ ボ ラン テ ィ ア を して い る人は ､ 考え方が前向きだ と思 っ た o まずは ､ 自分 の 周りで ボ ラ ンテ
ィ ア を しようとい う気持ちを持 っ て い ただける方を､ や っ て い る皆さん が伝 える ､ そ の 意気
込 み を見せ る こ とで 広がっ て いくん じや ない か ｡ そうすると町が抱えて い る い ろ い ろなこ と
の解決の 糸 口が 少 しずつ 見えてきそうな気がす る｡
･ ボラ ンテ ィ ア の 工 夫だけで は どうにもならない 活動の た め の 交通手段の 問題等 ､ い ろ い ろな
こ とが あ るの で ､ 町 と社会福祉協議会 と して ､ できる だけ改善の 方向に持 っ て い こ うと ､ 上
司とも話 して い る｡
4. 2. 2 B町における保健福祉職者の認識と取り組み
(1) B町における保健師の 認識と取り組み
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B 町で は ､ 2 003年には じめて配食ボラ ン テ ィ ア と保健福祉職者の合同会議を実施 したo 平成 16
年度に配食ボラ ンテ ィ アサ ー ビ ス を中止 した o 審査委員会で 必要な人を認定 し､ 短 日提供 して い
る｡ 実施 ･ 運営主体は B町で ある｡ 約 150人が利用 して い たが ､ 他 の利用者には定食店リ ス トを
送付 し､ 個人が選択す る方法に変更 したo
福祉担当者に聴取 した結果で は ､ ボ ラ ン テ ィ ア は都合が悪 い と 自分で代替要員を探す必 要が あ り ､
負担感が あ っ た ようで あるo 見守 りは 小地域ネ ッ トワ
ー ク等が活動 して い るo
第1 回 面接調査
○ 目的 : B町にお ける介護予防 ･ 生活支援の状況を把握する
○ 日時 :2002年 1 0月 28 日(月)
○ 場所 : 健康福祉セ ンタ ー
○ 対象 : 保健担当管理職 ､ 保健師B ､ 社会福祉協議会担当者B
O 調査者 : 吉本 ･ 阿部
○ 記録者 : 吉本
民生委員 の安否確認 (孤独感):｢何か持 っ て い かない と声か けにく い｣
配食利用者 :週 1 臥 2 00円｡ 要項の 対象見直し - 地域ケア会議で検討 :食事の 準備困難
者 ､ 糖尿病毎日 ､ 週 1回で よい 人は食の 障害少ない とみ な し､ 町が提供す る必要な し｡
平成 1 5年度以降､ 食の 自立支援｡
介護予防 : 閉 じこもり予 防､ 転倒予防 - 保健活動の 一 環
民生委員約 200名0 年 1回改選 ｡ 町民生活課名簿をもとに安否確認
本家をは じめとして 子供が親の 面倒 をみ るの は当たり前とい う認識 o
第 2 回 面接調査
○ 目的 : 配食サ ー ビ ス に対す る保健師 の認識 と取り組み を明らか にす る
○ 日時 :2003年 3月 1 4日 (金)
○ 場所 : 健康福祉 セ ン タ ー
○ 対象 : 保健師 B ､ 社会福祉協議会担当者B
O 調査者: 吉本 ･ 阿部
○ 記録者 : 吉本
･ 配食サ ー ビ ス の 実施予 定 : 食の保 障､ 見守り の ため に継続 した い が ､ 活動者がや めた い意向o
平成 16年度以降の対象者を絞 る等 に つ い て ､ 地域ケア 会議で検討す る予定｡
(2) B町 に おける福祉職の認識と取り組み
第1 回
○ 目的 : 配食サ ー ビ ス に対する社会福祉協議会担当者の認識と取り組み を明らか にす る
○ 日時 :2003年 3月 14日 (金)10:00
- l l:0 0
0 場所 : 健康福祉セ ン タ ー
○ 対象 : 社会福祉協議会担当者 B
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○ 調査者 : 吉本 ･ 阿部
○ 記録 : 吉本
･ 隣接市とボラ ンテ ィ ア意識 の違 い がある (と認識 して い る)
･ 従来､ 各地区別 の反省会｡ 全体で集ま っ たの は初めて . 3 / 14 (午前中講演 ､ 午後反省会)
の 結果をもとに各地区で話 し合 っ て欲 しい o
4. 2. 3 C町における保健福祉職者の 認識と取り組み
(りC町に おける保健師の認持と取り組み
保健師の 期待と取 り組 みで は ､ 町全体に住民主体の 生活習慣病 ･ 痴呆予防活動を浸透させ たい
と考え､ 各地区の り - ダ養成と代表者会議 を実施 して い るo 住民が自信を得七い ると効果を認識
して い る｡ 配食サ ー ビ ス に関 しては ､ あまり取り組んで い ない ｡
○ 目的 : 介護予 防 ･ 生活支援事業及びそ の 一 環 と して の配食サ ー ビ ス に対す る保健師の認識 と
取 り組み を明らか にする
○ 日時 :2003年 11月 7 日 (金) l l:00･12:30
0 場所 :C町役場
○ 対象 :保健師 C
O 調査者: 吉本 ･ 柳滞
1) 介護予防 ･ 生活支援事業の メ ニ ュ ー 決定まで の 経緯
･ シ ル バ ー プ ロ ジ ェ ク ト会議:町と社会福祉協議会が検討 して ､ 車いす利用者の お 出か け支援 ･
配食開始 Q
2)保健師の 介護予防 ｡ 生活支援事業 へ の 取り組み内容
･ 1 つ の 地区の 活動 を町全体 - 普及させ る
･ ふれ あい活動 の 5原則 :利用者をお客さん に しない ･ 世話人が負担に思わない ･ 独居や 閉じこ
もり者を中心 に した活動 ･ 出入 り の自由保障 ･ 世代間交流の 工夫
･ - ル ス ア ッ プ事業 (生活習慣病予防) に エ ネル ギ ー とられて あまり できない ｡ 例 : い きい きふ
れ あい事業 15地区 - 14年度4地区｡ 元気 なリ ー ダ養成 ･ ボラ ン テ ィ ア の た
■
め の レ ク レ ー シ ョ
ン講座 は 14年度未実施｡ 各地区の集会所は よく整備され ､ 各地区 1 - 2 回保健師の健康相談､
高齢者の 状況や介護保険情報提供｡ 各地区の 代表者会議年 3回開催
･ 痴呆予防教室 : 1999年 から､ 物忘れ気になる人 ､ 月 1回 80名 (当初 40名)､ あえて交通不
便な集会所で 実施｡ 送迎バ ス 出 して 町全体か ら集まる｡ 漢字テ ス ト｢勉強す る場｣の認識が あり ､
皆 ､ 課題 をや っ てく るo 痴呆性高齢者 5名含まれて い るが ､ 会場に花 を飾っ たり ､ 塾の 歌を作 っ
た り ､ 5原則 に添 っ た運営が なされて い る｡ 町 の他地区の 人々 を迎え入れるそ の 地区の人々 も｢こ
ん な地域に人が来てくれ る｣ と意欲的にな っ て い る｡
3)C 町の 介護予防 ･ 生活支援事業に つ い てうまく い っ て い ると思うこと
･ - ル ス ア ッ プ事業 : 住民の ｢助け合う｣ 意識が育成され てい る｡ 壮年男性が参加 した地域づく
りが 始ま っ て い るように感 じる｡ 例 :頑固なお ばさん とみて い た女性の ｢あるがま ま を認 められ
る｣ と若 い 男性 が発言 して い る｡ 集まりに出ると ｢人を見る目がやさしく なっ た｣ との 発言が あ
っ た ｡ 住民が自信を得た :｢町は い い 加減｣ と ク レ ー ム が あり ､ 町全体参加の ウオ ー キ ン グ大会
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(3 回) を住民リー ダ15人が企画 し､ マ ッ プや道路標示作成｡ 町立病院､ 福祉保健課 ､ 健康運
動指導士 ､ 大学の専門家と協力 して進 めて い る
･ 運動施設なくて も地域ぐるみ の ウオ ー キ ン グで ､ 血中脂質 ､ H b AI c低 下でき るとよい
4)問題が あると思 っ て い る こ と
･ 介護保険導入前は ､ 特養 ･ 老健 と会議実施 ､ 介護保険導入後はお 互 い の 活動が 見えなく なっ た
｡ 本来 ､ 在宅介護支援セ ン タ ー が 介護予防の 中心 になるはずだが , 居宅支援事業所 の業務にお わ
れて実施 して い ない ｡
･ 介護保険料 1.5 倍 に上 敷 ケ ア マ ネジ ャ に丸投 げして お り ､ 介護度ア ッ プ｡ 高齢者 の 20%が
介護保険サ ー ビ ス 利用
5)今後､ 介護予防 ･ 生活支援事業と してや りた い こ と
･ 保健 師の 考え方 ･ 活動方法が 異なる 3 町合併前に ､ 住民主体でや っ て いく自信を住民 に持 っ
て欲 しい ｡
･ ｢独居でも人とふれ あい ､ は つ らつ と こ こ に住 んで い て よか っ た｣ と思える ように生活支援
で きると よい ｡ 高齢で もパ ー トナ ー 欲 しい ｡ い ろい ろ な事業が出会 い の 場になればよ い ｡
(6)保健 ･ 福祉の連携に つ い て配慮 して い る ことと問題と感 じて い るこ と
･ 平成 11 - 13年度､ 月 1回開催 : シ ル バ ー プ ロ ジ ェ ク ト会読o 社会福祉協議会主*o ねらい は ､
社会福祉協議会と行政の溝をうめ る o 成果は ､ 配食 ､ 牽いす利用者の お でか け支援開始､ 福祉
講座開催 した ｡
(2) C町に おける福祉職者の認識と取り組み
保健福祉 の連携に より配食サ - ビ ス を開始 した が ､ 利用者数が減少 し､ 活動者も負担を感 じて い
るo 民生委員中心 に行 っ て お り ､ 福祉職者は特 に方向性を認識 したり ､ 取り組ん では い ない ｡ 住
民の ニ ー ズを把握で きない こ とに対す る問題認識をも っ て い る o 住民主体の配食サ ー ビ ス を展開
す るに は ､ - ル ス ア ッ プ事業 の よう に ､ 専門職 の 多様な支援が必要 と考えられる ｡
○ 目的 : 配食サ ー ビ ス に対する福祉職者の 認識と取り組みを明らかにする｡
○ 日時 :2003年 3 月 2 4日 (月) 9:10･ 10:00
0 場所 : 社会福祉協議会会議室
○ 対象 : 社会福祉協議会管理職 C
O 調査者 : 吉本 ･ 柳滞
○ 記録 : 研究補助者
･ 配食 サ ー ビ ス 開始 の背景 :独居高齢者が増加 して 300孝,を超えたた め ､ 平成 12年 から社会福
祉協議会財源で 実施す るこ とに な っ た ｡
･ 活動者の 選定で は ､ 民生委員が住民 の ことを理解して い るた め ､ 事業部が担当理事にな っ た ｡
･ 配食サ ー ビ ス のね らい : ｢食の保障｣ ｢安否確認｣ に より ､ 安心 して暮らせ る しくみ をつ く る｡
･ 対象 : ア ン ケ ー ト調査の 結果 ､ 希望者 ｡ 平成 12年 :70歳以上独居また は夫婦 2 人暮 らし (70
食希望)､ 平成13年 :65 歳以上 の 独居また は夫婦 (35 - 40食)｡ 減 っ た原因は不明｡
･ 調 理 : 平成12 年 ､ 4業者 に委託 し､ 転週変更 して中身が変わる ように した o 平成 13年か ら3
業者 に委託｡ うち 1事業者は メ ニ ュ ー が同 じとい うク レ ー ム あり ｡ 社会福祉協議会で は ､ 内
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容はあまりチ ェ ッ ク できない ｡ 高齢者は割合､ し っ か りと見てい る｡
平成 16年 10月 ､ 3町村合併 :利用希望者中心 ｡ 回数は 1回/週から1回/月 o 将来は短日 に し
たい が､ 厳 しい かも しれない ｡
問題認識 : 1)弁当の 内容に関し利用者の 不満もある ､ 2)利用者の減少の 原因が把握できない ｡
容器とも関連があ る ような気がす る｡
民生委員 ､ ボ ラ ンテ ィ ア の負担感 ･. 負担とい う情報はない o 中には気 が の らない 民生委員も
い るか もしれない ｡ 民生委員の 本音が聞けた らい い ｡
うまく い っ て い る点 : 配食の 流通はうまく い っ て い る｡ 各地域で 1年計画の ロ ー テ ー シ ョ ン
組ん で い るo 民生委員 ･ 地域ボ ラン テ ィ ア ･ 利用者が取り に来る. 民生委員 の 判断で高齢ボ
ラ ン テ ィ ア に依頼｡ 社会福祉協議会と して は ､ 地域の 実態には あまり 関与 して い ない ｡ 主に
民生委員 ｡ ボラ ンテ ィア が把握して い る｡
4. 2. 4 D町における保健福祉職者の認放と取り組み
(1) D町における保健師の 認識と取り組み
保健師は ､ 住民が お互 い に気にか けて問題解決するとい う主体性を重視して お り ､ そう した認
識 は､ 社会福祉協諌会の 14年慶事業計画の行動計画にみ られる ように保健福祉分野で共通 して い
るo 現在は社会福祉協議会と役割分担をしなが ら､ 生活習慣病予防に重点をお いて い るo
第1回 面接調査
○ 目的 : 配食サ ー ビ ス に対す る保健師の取り組み を明 らかにす る
○ 日時 :2003年 5月 28日 (水) 12:10-12:55
0 場所 : D 町役場
○ 対象 : 保健師D
O 調査者 : 吉本 ･ 波川
○ 記録者 : 吉本
･ 保健師の考える地域づくり : お互 い に気に かけて声か けできるとよい ｡ 例 : Ⅹ 地区で は ､ 昼
間独居高齢者対象に声か けし､ 月 1回 ｢Y会｣ サロ ン を開催 して い る｡
I 2人暮ら し高齢者 にも配食サ ー ビ ス が提供でき たらよ い ｡
･ 独居高齢者料理教室 : - ル ス メイ ト主体に 10年以上実施 して い る｡
･ 配食 :社会福祉協読会中心｡ もとは より密接に活動 して い た｡ 生き生きサ ロ ン ､ デイ ケア等 ､
他が できる こ とは他分野 にまかせ る｡ 高齢者は社会福祉協議会 ､ 生活習慣病 は保健師が分軌
保健師D は有給休暇を活用 して配食活動実施 ｡ 社会福祉協議会職員も活動 して い る者が 多い ｡
･ 保健師の 問題認識 : 調査結果では ､ 朝食摂取者少ない ｡ 2 - 3人で学習会 して も意味な しo 4
町合併後 ､ 他町 の保健師と協働 したい ｡
･ 保健師とリ ー ダとの学習会 を､ 人間科学研究所講師を招い て実施｡
(2) D町における福祉職者の認識と取り組み
住民が相互 に気遣う地域をめ ざして ､ 一 人 一 人が 町全体の状況をわかる ように ､ 働きか けて い
る｡ 住民 が社会福祉協議会 と
- 体感を形成 し､ 本音 を捉 え るように ､ い ろ い ろな場に出向く ､ 気
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軽な服装を心 が ける等の細やかな工 夫をして お り ､ 住民と本音を言 い あえる関係と認識 して い るc,
配食ボラン テ ィ ア サ ー ビ ス は見守り の 資源 と認識 して い る｡ 活動後の休憩に加わる等の 工夫を
しなが ら､ 感度を高め て活動者 の ニ ー ズを把握 して い る . たとえば ､ ボラ ンテ ィ ア機関誰を1 年
休刊 した ら元気が なく なっ た ように感 じる等 ､ 活動者 の ニ ー ズ を把握 して い るo 活発に研修 を行
う - 方､ ボラ ンテ ィ ア と して皆が参加でき る ように ､ 特別なメ ニ ュ ー では なく ､ 日頃の 食事内容
を調理す る ､ 責任の過重を防 ぐように リ ー ダを決め ない ､ また ､ 活動者 の 自発性を大切に して 負
担感 を感 じなが ら継続する こ と を回避す るた めに ､ 各年度に活動者を募集して更新する しくみ に
して い る｡ パ ー トナ ー シ ッ プを形成す るた め の 多様 な方策を行 っ て い た｡
第1 回 面接調査
○ 目的 : 配食サ - ビ ス に対す る社会福祉協議会の認識と取り組み を明らか にす る
○ 日時 :202年 4月 6 日 ( 土)10:00 - l l:00
0 場所 : 社会福祉協議会会議 コ ー ナ ー
○ 対象 : 社会福祉協議会管理職 D ､ 配食サ ー ビ ス 開始に携 わっ た行政職員 1名 d
O 調査者 ∴吉本 ･ 柳樺 ･ 波川 ･ 前川
○ 記録 : 吉本
開始背景 :
① 従来 ､ 独居高齢者 4 - 5人/年 の 協力要請に対 して ､ 弁当を届けて い た｡
② デイサ ー ビ ス の対象を絞る と ､ 1人暮ら し元気高齢者をどうするか ? d は食事が よくなる と
元気に なるこ と を実感 して い たo
③ 95年 12月 ､ 食改グル ー プ 47人 (男性 11人 ､ 女性 36^ o 多く の 人が - ル ス メイ トと重複し
て い た) が ､ ｢独居老人の料理教室｣ に来て い ない人 は どう して い るの だろう ､ ボ ラ ン テ ィ ア
と して ｢近隣町 の配食活動 の ような活動を した い｣ 意向を示 した｡
④ d( 当時､ 保健福祉課長)が支援 し､ 社会福祉協議会は調理場準備 ､ 食材仕 入れ を分担 した ｡
⑤ 20 00年 ､ 町長が介護保険開始時 に ｢民間委託｣ の方針 を出 したが ､ ボラ ン テ ィ ア は ｢始 めた
か ら続けた い o 手作り - の こ だわり ､ 安否確認に有効｣ と継続 を主張 した｡ 町民セ ン タ ー に
調理場を改築した o 社会福祉協議会は ｢安否確認｣ の ため の大切な資源 と認識 して い る o
⑥ 新規加入者に は研修 1 回 ･ 県研修援助 し自発的参加を促進 して い る0
⑦ 2002 年 4月 ､ 62 人 (初期からの 参加 20 人)｡ 他の 人が入 りにくく ない ように ､ リ ー ダを決
めず に庵年活動者 を募集 し更新 して い る｡ 中核的人材は約 10名 ｡ ボ ラン テ ィ ア の 存在を知ら
せて い る｡ 活動が活発な理由を質問 したが ､ ｢特に意識 して い ない｣｡
1 4年度事業計画
･ 目標 : 皆が ｢生きてて よか っ た ､ 住ん でて よか っ た｣ と思 える地域福祉 の 実覗
･ 行動計画 ‥ i) 元気か い ､ と声かけ あえる出会 い の 場づく り ､ 2) どう したん か い 情報収集 ･
分析 ､ 3) あんた ど こ の 子 か い ､ 異世代交凍の促進 ､ 4) 仕事しが い の ある協議会
･ 配食利用者 の基準 ‥ 本人 が 必要と認め た人 と し ､ あま り厳密な基準 を設定 して いな い ｡
･ 特 定の 地域 2 - 3 カ所 では ､ 月 1 臥 高齢者が集まり ､ 地域 の住民が食事をつ く っ て ､ お しや
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べ り をして い る｡
食事支援サ - ビ ス は 3種類 ある : 1) *弁当 (民生委員)100･120人｡ 対象は独居 70歳以上 ｡
-一 級身障三凱, ふ れ あい サ ロ ン で手祇書く｡ 2) 男性料理教室,, 対象は独居高齢男性, 高齢者
夫婦o 3) ボラン テ ィア 弁当o 月 1回′ト学生が手練書く去 高齢者が 返倍す る例もみられ るo
福祉職者か らみた発展の 要約
･ 配食の 考え 方: ボラ ンテ ィ ア が普段 つく っ て い るもの をつ く る
･ 活動者 : 50代後半女性中心 ､ 明日は我が身
･ 個人で支えると負担 だが ､ 組織では ｢全責任負わない｣ 気楽さが ある o
･ 町内他地域の 活動が伝わる｡
･ 料金1 回ごとに届 ける際 ､ 利用者 の情報を在宅介護支援セ ン タ ー ･ - ル パ ー - 伝えて い る｡
第2回 第1回利用者調査の報告及 び面接調査
○ 目的 : 配食サ ー ビ ス に対する社会福祉協議会 の認絶と取り組み を明らか にす る
○ 日時 :2003年5月 28 日(水) 10:00-
○ 場所 : D 町社会福祉協議会
○ 面接対象 : 社会福祉協議会管理職者 D
O 調査者 : 吉本
○ 記録 : 吉本
･ 社会福祉協議会は配食サ ー ビ ス をどの ように した い か : そ の とき どき に必要な こ とを してき
た o 今後合併す る3 町と情報交換を した結果では ､ 自発性があ っ てうまく い っ て いる ように感じ
るo
･ 社会福祉協議会はお金を出せ ばよい とい う考えもあるが ､ 共通問題を持ち寄ろうと住民に働
きか けて い る
･ 住民との 距離感を狭 め ､ 一 体感をもつ た めの 働きか けして い るo たとえば ､ 服装は構えず ､
日常は ジャ ー ジ着用 ､ い ろ い ろな活動に顔を出す ｡ 複数の 人が集ま っ たと こ ろで ､ 話を聞くo -
人 一 人に聴い ても本音は出ない o
･ うまく い っ て い る点 : 住民と本音が言える関係 にな っ て い る
･ 今後の 課題認識 : 現在､ 地域の 助け合 い ､ ｢詳｣ 的活動で あるが ､ 意識的なボ ラ ンテ ィア 活動
に した い ｡
･ 第1 回面接で は ､ 意図的な働きか けは特にな し､ と述 べ て い た が ､ - 人 一 人 が 全体を見え るよ
う にするの が社会福祉協議会の役 目と認識 し､ ボ ラ ン テ ィ ア機 関誌を発行 して情報交換を促進 し
て い る｡ 2002 年は ､ 1 年間情報発信休刊 したが ､ ボラ ン テ ィ ア の 元気がな い感 じがす る､ と述
べ て い た ｡
･ 今後必要と考えて い る生活支援サ ー ビ ス と して ､ 通院手段確 保をあげて い た o
各年度に活動者を更新し ､ 意思を確認 して い る こ とは ､ 介護保険導入時に活動者が継続 した い
とい う意思表示 を行 っ たよ うに ､ 自発性 の 尊重 の 点か ら有効なしくみ と考え られ た ｡, ま た , 活動
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者 が利用者の 状態を記録 し伝達す る しく み は ､ 利用者の状況に つ い て共通認識す る効果とともに
利用者に対す る働きかけを活動者 間 ､ 社会福祉協議会と活動者間で理解 し､ 認め る点で ､ 相互支
援の効果が あ ると考えられた｡
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4. 3 配食ボラ ン テ ィ ア サ - ビス 利用 に関する認識
4. 3.1 配食ボラ ン テ ィ アサ ー ビス を利用する理由と効果の地域差
(1) 調査目的
4. 1及び 4. 2に示 したように ､ 4調査地域の配食ボラン テ ィ ア及び保健福祉職者の 羅織と活動の
工 夫には , 違い がみ られ た｡ たとえば､ 配食ボラ ンテ ィ ア の認識と工夫では ､ ｢配食に負担感を感
じる｣ (C)､ ｢利用者 との 対等性 ､ 信頼関係 を築くた めに ､ 食事を届けるの で あるから清潔な服装
に気をつ ける｣(D) 等の ように異なり ､ 保健福祉職者の認識と取り組み では､ ｢食生措改葬の観点
から食生活改葬推進員と連携 した活動｣ (A)､ ｢継続 したい が ボラ ンテ ィア が負担を感 じて い る｣
(B) 等の違い がみ られたo
こ う した配食サ ー ビ ス の 提供方法や内容 ､ 配食サ ー ビ ス に対する認識お よび行動が ､ 利用者の
利用す る理由と効果に影響す ると予測し､ 4地域間 の違い を検討 した.
(2) 質問項目及び分析方法
統計分析は ､ 配食サ ー ビ ス を利用する理由 (7項 目)､ 利用の効果 (12項目)､ 配食サ - ビ ス に
対す る誰織お よび行動 (10項目) に関する各質問項 目に対 し､ 該当するか否 かの 回答を2値デ -
タと して投入 し､ 該当者の 割合を産出した｡ 4地域間の 違い を検討するため に､ 4地域に 1-4 の値
(A:3,B:2, C:1,D:4)を投入 して ､ Kr u skal-Wa11is検定を行 っ た｡ あわせ て､ 4地域間の 違い に性 ･
年齢との関連が寄与 して い るか否かを検討す るため に ､ 性 (男 ･ 女)､ 年齢 (8 0歳末満 ･ 80歳以
上) 両変数各々 の 2群に 1, 2を投入 し､ Ma n n-W hitn ey 検定を行 っ た (pく0. 0 5)o
(3) 結果
4地域間に共通 して多く みられた項目は ､ 利用の 理由で は ｢健康に よい食事を したい｣(2 3
-53%)
で あり ､ 利用の効果で は ｢栄養的に整 っ た食事が できる｣ (74- 86%)､ 配食サ ー ビ ス に対する認識
お よび行動で は ｢調理 方法に心遣い を感 じる｣ (48- 6 7%) で あっ たo
4 地域間で差が み られた項目は ､ 利用の 理由で は ､ 3 項目｢身体上 の 理由で食事 の用意が負担だ
か ら｣｢経済的な食事 をした い｣｢誰かと話す機会が欲 しい｣､ 利用 して よか っ たこ とでは ､ 3項 目｢配
食サ ー ビ ス の 人が 安否 をきづ か っ てくれる｣ ｢日頃の食事の 参考になる｣ ｢食事 を用意す る家族の
負担が減っ た｣､ 配食サ ー ビ ス に対す る認識お よび行動で は ､ 6項目 ｢配食す る人が食事の 内容や
味を尋ねる｣ ｢配食す る人が配食サ ー ビス に つ い て 話す｣ ｢配食する人 に ､ 自分の感想 をなる べ く
伝えてい る｣ ｢自分は配食する人に励み を与えて い る と思う｣ ｢ほぼ決ま っ た人が届 けて い る｣ ｢配
食サ ー ビ ス の 人が自分 の健康や生活に つ い て聞く｣ で あっ た o
性差が み られたの は ､ 利用 して よか っ た こ と 1 項目 ｢日常生活の 楽しみ ができ た｣ で あ っ た｡
年齢差は い ずれの 項目も違 い がみ られ なか っ た ｡ (表4. 3. 1)
配食サ ー ビ ス利用の 理由で は ､ 該当す る 1､ 該当 しない 0を投入 したが ､ 平均順位 をみ る と ､ ｢身
体上 の 理 由で食事の 用意が負担だか ら｣は 4 地域の 中で D 町 が低く ､ A 町 が高か っ た｡ すなわ ち､
D 町で は身体上 の 理由で食事の 用意が負担 と い う理 由で利用 した者が他の 3 町 に比 べ て多く ､ A町
- 53-
で は少なか っ た ｡
同様 に ､ D 町で は｢経済的な食事を した い｣と い う理由が ､ A,B,C町に比 べ て多か っ た｡ また ､ D､
C 町で は｢誰か と話す機会が欲 しい｣とい う理由が ､ A, B 町に比 べ て多か っ た o
利用 して よか っ た こ とで は ､ 該当す る 1､ 該当 しない 2 を投入 したが ､ 平均順位をみ る と ､ ｢配
食サ ー ビ ス の 人が安否をきづ か っ てくれ る｣ は 4 地域の 中で D 町 が高く ､ A 町が低か っ たo す な
わち､ D 町 では配食サ ー ビ ス の 人が安否 をきづ か っ てくれ る こ とを効果と認識 して い る者が ､ 比
較的多く ､ A 町 では比較的少なか っ た ｡
同様 に ､ A町で は ｢日頃の 食事 の参考になる｣ という効果の 認識が比 較的多く ､ B､C 町で は比較
的少なか っ た｡ また､ ｢食事を用意す る家族 の負担が減 っ た｣ は ､ C 町が比 較的多く ､ A 町が 比較
的少なか っ た｡
配食者と の 関係性 では ､ 該当す る 1､ 該当 しない 2 を投入 した が､ 平均順位をみ ると､ ｢配食す
る人が食事の 内容や味 を尋ねる｣は ､ 4 地域の 中で D 町が比較的高く ､ C 町が低 か っ た｡ す なわち､
D町で は､ 配食す る人が食事 の 内容や味を尋ね ると認識 して い る利用者の割合が比 較的多く ､ C町
では少 なか っ た｡
同様 に ､ C､ D 町で は ､ 配食する 人が 配食サ ー ビ ス に つ い て話す と帯織 して い る人の 割合が比 較
的多く ､ A､ B 町 では少なか っ た｡ また ､ B､ C､ D 町では ､ 配食す る人に ､ 自分 の感想をなる べく
伝 えて い ると認識 して い る人が比較的多く ､ A 町では少なか っ たo C､ D町で は ､ 自分は配食す る
人 に励み を与えて い ると思うと認識す る人が A,B 町に比 べ て多か っ たo D 町で は ､ ほぼ決ま っ た
人 が届けて い ると認識 して い る者が ､ A､ B､C町 に比 べ て少なか っ た ｡ C､ D 町 では ､ 配食サ ー ビ ス
の 人が自分 の健康や生活に つ い て 聞くと認識 して い る者が ､ A,B 町に比 べ て 多か っ たo
4. 3. 2 配食ボラ ン テ ィ アサ ー ビス を利用する理由 ( 内容分析)
(1) 調査 目的
在宅高齢者 の配食サ ー ビ ス の利用 に関 し､ より詳細な理由を明らかにす る｡
(2) 分析方法
A町 1 0人 ､ B 町 1 4人 ､ C町 1
.
4 人､ D町 3人 か ら得た 自由回答に つ い て ､ 内容の 類似性をもとに
各地域別 の 内容 を分類 した (表4. 3. 2)0
(3) 結果
OA 町
5 項目の 内容が抽出され ､ それ らの 内容は ト 人の 食事は寂 しく嫌気が さす の で ､ 変化 の ある
食事 を した い｣､ ｢バ ラ ン ス が よい 食事等 ､ 質を高めたい｣､ ｢自分で食事を用意する の に新しい 食
材 ､ 最新の 調理法を知り た い｣､ ｢自己負担が なく利用する の は ､ 気 の 毒で抵抗が あ っ た が ､ 自己
負担等にな っ て抵抗が なく な っ た｣､ ｢1週間に 1回だが気が楽で ある｣ で あっ たo
｢変化 の ある食事 をした い｣ こ との 背景には ､ 他 の 人の 作 っ た食事に ｢何 があるか楽 しみ｣ と
期待す る 一 方 ､ 自分で作 ると ｢同 じ食事となりやす い｣ ｢寂 しい食事になる｣ ｢嫌気が さす｣ と い
- 54 -
う ､ 自分では食生活を楽しむことが 困難な状況がある
.
こと ､ また ｢1週間に 1回だが気が楽であ
る｣ と調理 の負担感が ある こ とが明らか にな っ た｡
- 一 方 ､ ｢嚢の 介護 を長期間行 っ て い たの で食事の 用意は慣れたo 自分が つ く らない メ ニ ュ ー ､ 新
しい 食材 ､ 最新の 調理法を知るこ とができる｣ と､ 自分で鯛理する食事が単調 になる ことを避け
るために活用する こ と を意図 した者もい たo
4 地域ともに ､ 約 2 0- 4 0%が配食サ ー ビ ス 利用の 効果として ､ 福祉サ ー ビ ス 利用 の抵抗感減少を
あげてお り (表4･ 3･ 1)､ ｢自己負担が なく利用するの は ､ 気 の 毒で抵抗が あ っ た｣ が ､ 自己負担
が ある ことや他の 人も利用 して い る ことは ､ 利用に対す る抵抗感を低減させ て い た｡
O B 町
10項目の 内容が抽出され､ それらの 内容は ｢自分 で食事を用意するための参考にす る｣ ｢1 回で
あ っ て も頼めば楽 ､ あとは自分で用意する｣ ト 人音ら しの ため の サ ← ビ ス 利用を勧 められ ､ 今後 ､
支援が 必要になる こ とを考 えて ､ 利用 した｣ ｢自分で食事が作れなく なっ た ときに備えるJ ｢食事
準備に健康上の 問題が ある｣ ｢食事準備の負担が少なく ､ バ ラン ス の 良い食事 をした い ｡ 近所の 人
が利用 して おり抵抗がなか っ た｣ ｢変化の ある食事が したい｣ ｢食事の準備が 面倒で負担だから｣
で あ っ たo
｢自分で食事を用意するた め の参考にす る｣｢1 回であ っ て も頼 めば楽､ あとは自分で用意する｣
とい う理由は ､ ｢食事の 準備 が面倒で負担だか ら｣ と異なり ､ 自分で食生活を改善 ･ 維持す るため
の 定期的な負担軽減を意図 した利用とみ なせた o 配食サ ー ビス は ､ 調理 の休息 ､ 変化の ある食事 ､
近隣の 人との 定期的な交流等の 意味を有し､1週間の生活リ ズム に位置づ い て い る と考えられた｡
ト 人暮らしの ため の サ ー ビ ス 利用を勧められ ､ 今後 ､ 支援が必 要になるこ とを考えて ､ 利用
した｣｢自分で食事が 作れなくな っ たときに備 える｣ は ､ 配食サ ー ビ ス 利用者が､ 将来の 在宅生活
継続 の ための 支援者やサ ー ビ ス を保持 しようとす るための 行動とみ なせたo すなわち､
``
一 人暮ら
しなの で ､ 給食サ ー ビ ス を受 けたらどうか と勧め られた o 一 人暮らし
.
は どこ で どの ように ､ 世話
になるか わか らない の で ､ 受ける ことに した o
''
の は ､ 自分を気にか けてくれる人 の心遣い ､ 生活
支援を受け入れ る態度 を示す こ とに よ っ て ､ 支援が必 要にな っ た時に ､ 支援 してくれる人を確保
してお こうとする気持ちの 現われと考えられたo
"
介護保険前 ､ 家に来て い た - ル パ ー ､ 家事援助､ 障子 の 張替え､ 何に困るか と ヘ ル パ ー が 聞
き ､ 2 人で も因っ て い る人には 出すとい っ て ､ 社会福祉 に言 っ てくれたo " "近く の 人が賞っ て い
た の で私ももらえ ない かと近所の 人 に聞く と ､ 民生委員 の 人に頼 んでくれた
"
等にみ られる よう
に ､ 配食サ ー ビ ス の利用に - ル パ ー や近隣の 人が介在 して い た｡ したが っ て ､ 社会的交流の 少な
い人は ､ 必要なとき に支援が受けにくい こ とが予測で きる｡
｢変化 の ある食事が したい｣ とい う ニ ー ズ の 背景には ､
"
一 人だと食材も限定されがちになるo
( 少しず つ 買うの は恥ずか しい し､ 大量に買 っ て毎 日同 じもの を食 べ て い るわけにも い か ない ｡
"
とい う地域や世代の .食材購入 に関する考え方が反映 して い ると考えられ た｡
OC 町
6項目の 内容が抽出され ､ それ ら の 内容は ｢変わ っ た もの が食べ られる｣ ｢身体的負担や負担感
を軽減するた め｣ ｢家族の 負担軽減の た め｣ ｢内容の よ い 食事 をした い｣ ｢調理 が 苦手 で外食等を利
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用 して い るか ら｣ ｢勧めてく れた人 と の 関係性 を大切 にす る｣ で あ っ たo
｢調 理が苦手で外食等 を利用 して い るから｣とい う理由は ､ ともに 80歳以上の 男性が あげたが ,
外食を楽 しむと いう よりも味気なさを述 べ てお り ､ 食事を楽しむた め の 支援も必要と考えられた｡
｢勧めてくれた人との 関係性 を大切にす る｣ とい う理由で は ､
"勧められたか ら
"
､
"
お付き合い
の つ も り で
' '
と い うように ､ 自分自身は配食サ ー ビ ス 利用 の 必要性 を感 じてお らず ､ 支援され る
意識は あまりみ られなか っ たo
O D 町
1 項目の 内容が抽出され ､ そ の 内容 は ｢調 理をす るこ とに健康上 の 問題が あり ､ 自分の 家に は
配達も負担で はな いだろうか らo｣ で あ っ た o 調理 をする こ とに健康上の 問題 がある中で ､ 同時に
配食ボラ ンテ ィ ア の負担も考 えて ､ 利用 の判断 をしてお り ､ 配食ボラ ン テ ィ アサ ー ビ ス の 特性 を
反映 して い ると考えられ た｡
配食サ ー ビ ス 利用 の自立支援と して の効果に疑義が述 べ られてお り ､ 外食､ - ル パ ー の調理 ､
配食サ ー ビ ス に よ っ て食生活 を構成 して い る利用者もみられたo しか し､ 配食ボラン テ ィ アサ ー
ビ ス利用者の 判断に際 し､ 複数 の 町に共通 して ､ ボ ラ ンテ ィア の 負担 - の気遣い ､ 利用 を勧めて
くれた 人との 関係性 の保持 ､ 自分で食生活 を維持するた めの 負担軽減や改善の た めの 調理情報の
収集の 意図がみ られたQ 利用者自身が どの ように自立 支援と して活用 したい か を明らかに しなが
ら､ 提供 して い く こ とが必要 と考 えられた｡
4. 3. 3 配食ボラ ン テ ィ アサ ー ビス利用の 効果に 関する認識と自立支援に おける意味 (内容分析)
利用者に お ける配食サ ー ビ ス の 利用 の 効果 の認識お よび自立支援にお ける意味を明らかにする
た 捌 こ､ A 町 14人 ､ B 町 23人 ､ C 町 13人 ､ D町 5人か ら得た自由回答に つ いて ､ 単 一 の 内容を分
析単位 と して抽出 した o 配食サ ー ビ ス 利用の 理由と異なり ､ 各 々 の利 用者の生活 に配食サ ー ビ ス
を組み込む方法と その効果は多様 であるた め ､ 各地域別に ､ 自立支援の 観点から見た分析単位の
内容 の 類似性 をもとに分類 して ､ 内容を統合 し要約 した (表 4. 3. 3)｡ こ う した分析方法を適用す
る こ とに より ､ 自立支援か らみた配食サ ー ビ ス の効果 に関連す る因子を明らか にす る こ とをめ ざ
した o
抽出された分析単位( 内容の要約)は ､ A 町 27(8)､B町 45(9), C町 1 7(6)､ D 町 9(5)であ っ た ｡
A 町にお ける効果 の 内容は ､ ｢相手に より ､また性別により気遣い を示す声か けの 有無は異なる｡
近所 の 心安 い人だか ら話せ るし ､ こ と さら話 さない こともある｡ 話さなくて も気遣い は わ かる し ､
相 手 の忙 しさを思 っ て話さな い こ ともあ る｡ 配食サ ー ビ ス をもとに民生委員等と話 せ る こ とは よ
い｣､ ｢調理者 - の 配慮 から､ 自分 の感想 を言うの を控えたり ､ 調理者 がわかれば感謝 の気持ちを
伝 えた い と思 っ て い る｣､ ｢自分の 健康状態や配食サ ー ビ ス の 提供方法 からは ､ 生活を支 えられて
い る実感 がな い｣､ ｢福祉 サ ー ビ ス の利用 に つ い てもともと抵抗が なく ､ また 自己負担 して い るた
め ､ 弁当を買 っ て い る感覚で あ る｣､ ｢味や調理方法 ､ 見栄えが 必ず しもよい わ けで は ない が ､ 価
格相応で あり ､ カ ロ リ ー 等に 心遣い も感じる｣､ ｢もともと規則正 し い食事を してお り ､ 人に よ り
遅く持 っ てく ると不規則 になる危険が あ る｣､ ｢身体的に負担 にな っ て お り ､ 配食に より負担軽減
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す る｣､ ｢日常生活の楽しみと して ､ 日に ちの 変更を確認 しながら生活に組み 込ん で い る｣であ っ た｡
r相手に より､ また性別に より気遣 いを示す声か けの 有夕酎ま異なる ｡ 近所の 心安い 人だから言舌せ
る し､ ことさら話さない こともあるo 話さなくても気遣いはわか るし , 相手の 忙 しさを思 っ て話
さない こ ともある o 配食サ ー ビス をもとに民生委員等と話せ るこ とはよいJは ､ 利用者が配食サ ー
ビ ス を､ 民生委員との 関係構築の機会ととらえたり ､ 相手の 時間的余裕を配慮 しながら心遣い を
受け止 め ､ 地域にお け る社会的交流を保持 しようと してい る こと を示すと考 えられ るo
｢調理者 へ の配慮から ､ 自分の感想を言うのを控えたり ､ 調理者がわかれば感謝の 気持ちを伝え
たいと思っ て いる｣は ､ 他 の 3 地域ではみ られなか っ た内容で ある｡ B､ C 町の ように民間事業者
に調理を委託 して い る地域で はア ン ケ ー トを通 して ､ 内容の 改善を要求 して い た が ､ 日常､ 接す
る こ との ない調理ボ ラ ン テ ィ ア の存在及び A 町にお ける配食サ ー ビ ス の しくみ を謬織 して利用 し
て い る こ とを示 して い る ｡ どの ようなしくみ が自分 の在宅生活 を支援 して い るか に つ い て理解す
る こ とは ､ 主体的な支援サ - ビ ス 活用 を行うため に必要と考えられるo
r自分の健康状態や配食サ - ビスの 提供方法からは､ 生活を支えられてい る実感がないJは ､ ｢身
体的に魚損になっ て おり ､ 配食に より負担軽減する｣､ ｢日常生活の楽 しみと して ､ 日にちの 変更
を確認 しながら生活に組み込んで いる｣とあわせて み ると､ 利用者が ､ 自立 した生活を継続す るた
め の 支援の 必 要性及び配食サ ー ビ ス をそう した支援の 1 つ とは認識 して い ない こ とを示すと考え
られ る｡ 利用者は調理 が身体的 ･ 心理的負担にな っ て おり､ 1 週間に 1 回の 定期的な食事準備か
らの解放を効果 と静識 して い た. また､ 単調な食生活になりが ちな中で ､ 定期的な食生活の 変化
をもたらす効果を認識 して い たが､ これらの効果を自立支援と認識 しては い ない こ とを意味する
と考えられ る｡
｢福祉サ ー ビス の 利用に つ いてもともと抵抗がなく ､ また自己負担 して い るため ､ 弁当を買っ て
いる感覚である｣､ r味や調理方法 ､ 見栄えが必ずしもよいわけではないが､ 価格相応で あり ､ カ
ロ リ ー 等に心遣 い も感じる｣は ､ 配食ボ ラン テ ィ アサ ー ビ ス というより はむ しろ安価な弁当の利用
とい う効果の 認識と考えられる｡ 4 地域に共通 して ､ 配食サ ー ビ ス 利用の理由は ､ 健康に よ い食
事をする こ とで あっ た こ と ､ また B､ C町の ように民間事業者が調理を行 っ て い る地域にお い ても､
調理方法 に心遣い を感 じる効果 の認識 はみられた こ とか ら､ 配食サ ー ビ ス の 調理内容に対す る利
用者の期待 が大きく ､ そう した期待が充足されて い る こ とを示すと考えられ る｡
rもともと規則正 しい食事を して おり ､ 人に より遅く持っ てくると不規則になる危険がある｣は ､
r日常生活の楽 しみと して ､ 日にちの変更を確認 しながら生活に組み込んで い る｣とともに ､ 配食
サ ー ビ ス が 1週間単位の 生活リズ ム とともに1 日単位 の 生活リズ ム に影響す る ことを示 して い るo
一 人暮ら しの 高齢者で は気ままな生活から､ 食事時間や内容 の 乱れ が生 じる可能性が あるが ､ 今
回の 分析対象者は ､ ほ とん どが規則正 しい生活をして い た｡ した が っ て ､ 食事時間等が乱れ た 高
齢者の 日常生活の 場に食事を届ける こ と により ､ 規則正 し い食事時間の確保 が可能と なる反 面 ､
配食ボラ ン テ ィ ア が配達を忘れたり ､ 時間が不 定で あ っ た りす ると ､ 生活リ ズ ム が乱れて ､ 負 の
- 57-
効果をもたらす危険もある ｡ 配食ボラ ンテ ィ アが こう した効果に つ い て認識 しなが ら活動す る必
要がある o
B町に おける効果 の 内容は ､ ｢話 した り安否をきづか う､ あるい は 自分の健康に つ い て聞くか は ､
自分との 親 しさや相手の性別 ､ 聴覚 レ ベ ル 等に より異なる｡ 自分も話 をき い て あげる｣､ ｢配食に
あ わせ る の で なく 自分 の 生活リズ ム を優先 してお り ､ 配達時に不在 の ときもある｣､ ｢業者の ア ン
ケ ー トを通 して ､ 調理 の 心遣い - の 感謝を伝 えた り ､ 内容 の 改善を要望 した りする｡ 書 かない 人
も い る｣､ ｢自分や家族 の 準備や食器洗 い の 手間が少 しで も省け る｡ 容器を洗 っ て 返す人 では 手間
は省けない｣､ ｢ 一 人暮ら しが気楽で よ いが ､ 一 人だと食 べ 過ぎて ､ 空腹を感 じない こ とが ある o
配食利用に より ､ 規則正 しい食事が でき る｣ ､ ｢配食に頼りす ぎては い けない｣､ ｢栄養的 に整 っ て
お り ､ 新 しい メ ニ ュ ー もあるo 内容か らみ て経済的で ある｣､ ｢配達 してもらうこ とに恐縮して い
るが､ 生活 を支えられて い るとは感 じない｣であ っ た D
｢話したり安否をきづか う､ あるいは 自分の健 康に つ い て聞くかは ､ 自分との親しさや相手の 性
別 ､ 聴覚 レベ ル等に より異なる｡ 自分も話を聴いて あげる｣ は､ A 町にお けると同様 に ､ 配食サ ー
ビ ス が ､ 単に食の保障や見守りと いう ､ 支援 の 必要な対象 - の 一 方的な支援では なく ､ 利用者と
ボラ ン テ ィ ア の 相互交擁の機会 で ある こ とを示 してい るo 社会的交掩の 少ない 高齢者等に対 し､
社会的交流 を支援し､ 促す意味が ある と考えられる｡
｢ 一 人暮ら しが気楽で よいが ､ 一 人だと食べ過 ぎて ､ 空腹を感じない ことがある｡ 配食利用によ
り ､ 規則正 しい食事がで きる｣､ ｢配食にあわせるのでなく自分の 生活リズムを優先 して おり ､ 配
達時に 不在の ときもあるJは ､会食と は異なる配食サ ー ビ ス の 特徴的な効果 とみ なせ る｡ すなわち ､
比較的 ､ 日常生活自立度の 高い利用者の生活の 場に届けられ る食事と して ､ その 人の 生活リズ ム
を尊重 しなが ら､ 継続的に見守 る効果が期待 できるo - 方 ､ 配達時 に不在の場合に ､ 食事 を持 ち
帰るボ ラ ンテ ィ アの 困難感や利用者の 態度に対 しで不満が生 じる問題や､ 提供方法 に よ っ ては生
活 リ ズム を乱す危険もあるこ とを示 して い る｡
r栄養的に整っ て おり ､ 新 しい メ ニ ュ ー もある. 内容か らみて 経済的である｣､ r配達 してもらう
ことに恐縮して いるが ､ 生活を支 えられて いるとは感じない｣は ､ 従来の福祉サ ー ビ ス利 用に対す
る抵抗感や気兼ね ､ 引 け目とは異なり ､ 自分で 料金を負担す るサ ー ビ ス で はあ っ て も､
``
( 配達を)
すまん なあと思う
"
､
``
持 っ て 来て もら っ て ･ ･ ･ と こちらが気 を使う
"
､
"
暑か ろうが寒 か ろうが
持 っ て きてもらえ る
"
等の 発言が 示すように ､ 配食ボラン テ ィ ア の 負担に対す る気遣 い を示 して
い る｡ しか し ､ 配食サ ー ビ ス の ね らい の 1 つ で ある見守り の機能に対する利用者の 認識 が薄い 可
能性を示 して い る｡
r業者の ア ン ケ ー トを通 して ､ 調理の心遣い へ の 感謝を伝 えたり , 内容の改善を要望 したりする o
書かない人もいる｣は ､ 民間事業者に調 理を委託 して い るB 町にお い て ､ 利用者は ､ 健康に よ い食
事をす る こ とや変化 の あ る食事を した い と い う ニ ー ズを､
"
内容が ひ どい 業者 の 変更を社協に要
求したり甘い とア ン ケ ー トに書い て い る" ､ " ア ン ケ ー トにでき るだけ記入する ように して い る｡
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現在の 業者に なっ て か ら , 心遣い を感 じる" 等の行動によ っ て充足 して い たo･社協に要求して業
者を選択 したり ､ 調理内容や方法に関す る ニ ー ズ の 充足を､ 民間事業者の
"
心遣い
"
ととらえて ､
反響を伝えて い たo B町の 配食サ ー ビ ス で峠､ 利用者の ア ン ケ ー トに即応する ことに より ､ こ う
した行動を引き出して い る点で ､ 食の自立支援に寄与 して い るとみ なせ るo
｢自分や家族の準備や食器洗 いの手間が少 しで も省ける｡ 容器を洗 っ て返す人では手間は省けな
い｣は ､ 食事の 準備に身体的 ･ 心理的負担を感 じて い る利用者が ､ 食事に 関す る部分的な支援を受
ける こ とによ っ て ､ 当面自立 した食生活を継続して い る実態を示 して い る｡ たとえば､ 準備 の 手
間を省ける - 方 ､
"
気持ちの せ いで洗 っ て返 して い る の で手間は省けない ｡
' '
と い うように ､ 配食
サ ー ビ ス の利用に際 して も ､ 自分の 生活規範を守 っ て い る o r配食に頼りすぎて はいけないJも同
様な実態を示 しており , 自分の 生活規範に沿 っ て ､
"
配食サ ー ビ ス に横っ て い るとぼける｡ 心 では
もう 一 回く らい あっ て も良 いが
"
､
"
短日では なく ､ 週 1回ぐらい が良い
"
と静織 して い る . 介護
保険サ ー ビ ス 提供にお けるケア マ ネジメ ン トにお い て ､ そ の 人の
"
でき る部分'' に 注目す る よう
に ､ 配食サ - ビ ス もその 人の 食生活の ス タイ ル を把握 した上で ､ そ の 一 部を構成 しなが ら､ 食生
活 を支援す る こと を保健福祉職者 ･ ボラン テ ィ ア ･ 利用者が共通認識をもつ 必要が ある o
c 町における効果の 内容は ､ ｢民生委員が配達 してくれ て ､ 話が でき親しく な っ た o ほと ん ど話
を しない 人もい る し､ 面倒と思 っ てい るように感 じる人もい る｣､ ｢品数が多くて よ い が ､ 業者に
より ､ 内容が よく ないもの もあ る｣､ ｢2分 して自分にあ っ た 食べ 方ができ る｣､ ｢配食の 日は負担
が軽減 し ､ 安心する｣､ ｢調理をほとん どしない の で助かる｣､ ｢は じめは抵抗感が あ っ たが ､ 利用
して なく なっ た｣で あ っ たo
｢民生委員が配達 してくれて ､ 話が でき親 しくな っ た . ほ とん ど話を しない 人も い る し､ 面倒と
思 っ て い るように感 じる人もい る｣は ､ C町における民生委員中心 の 配食サ ー ビ ス の 実施状況を反
映 した効果 の認識の 内容とみなせ る｡ C 町の活動者及び B 町 の保健福祉職者に対す る面接調査で
は ､ 民生委員が高齢者を訪問するき っ か けと して ､ 配食サ ー ビ ス を利用 した い意向が述 べ られた
が ､ 利用者も民生委員と定期的に接す ることを効果の 1 つ と静識 して い た｡ 住民主体の 自立支援
にお い て ､ 必ず しも全員が自発的な住民で あるとは限らない ｡ たと え､ そう した配食サ ー ビ ス の
提供状況で あ っ ても ､ 利用者 は将来の 支援者との 人間関係形成を必要と認識 し､ そ の た めの 機会
と して配食サ ー ビ ス を認識 して い る ことを示 して い る ｡ 民生委員や保健福祉職者が ､ 利用者の 認
識 を理解する こ とにより ､ 各地域の 状況に即 して配食サ ー ビ ス の効果を高めう ると考えられる ｡
｢は じめ は抵抗感が あ っ たが､ 利用 してなくな っ た｣ことに は ､ 配食ボラ ンテ ィ ア の 態度､ 配食
サ ー ビ ス の利用に対する近隣の 肯定的な反響 ､ あるい は多様 な効果の 認識に よ り､ 抵抗感が低減
した こ と の影響が 考えられる ｡ 一 方､ 配食ボ ラン テ ィ ア の 態度や周囲の反響等 によ っ て は ､ 抵抗
感 が増大す る危険も ある こ とを示 して い る｡ 4地域に共通 して ､ ボ ラン テ ィ ア の態度の 個人差が
み られた が ､ 自発的か否か以上に , ボラ ン テ ィ ア の 態度と行動が利用者に及ぼす影響を共通認識
す る必 要があ るo
｢品数が多くて よ いが ､ 業者により ､ 内容がよくない ものもある｣は ､ 民間事業者 に調理を委託
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して い る C 町にお ける配食サ ー ビ ス の 実施状況 を反映 した 内容とみ なせ る o B 町も同様な実施方
法で あるが ､ 比較的 ､. ア ン ケ - トを通 して ､ 利用者自ら ニ ー ズを伝 えていたo C 町にお い て も業
者間の調理内容 の ばらつ きが述 べ られたが ､ 積極的 に述 べ て い る発言はみ られなか っ たo - ･因と
して ､ C町におけるア ン ケ ー ト実施は年に 2回程度で あり ､ B町の よう に日常的 にア ン ケ ー トを実
施す る こ とに より ､ 利用者の ニ ー ズに即応する こ とが 困難なた め と考えられ る｡ すなわ ち ､ 自ら
の ニ ー ズを充足す る経験が少ない ため に ､ 積極的に意見を述 べ て ､ 調 理内容を改善す る行動が少
ないと考えられたo
r2分 して 自分にあ っ た食べ 方がで きるjは ､ 量的に多 いが 捨て るの は惜 しい ､ ある い は少 しで
も調 理 の負担 を軽減 したい気持ちの 表れ と考えられるo 配食サ ー ビ ス におい て ､ ボラ ン テ ィ アや
保健福祉職者は食中毒防止 の観点か ら､ 2 回に分けて食 べ る ことを禁止 しようとするとき ､ 配食
サ ー ビ ス が利用者の食生活に どの よう に組 み こまれて い るか ､ またそ の背景 ､ 2 回に分ける こ と
が ､ どの ように その 人の 食生活 に即 して い るか につ い て ､ 把握する必要が ある ｡
D 町 における効果 の 内容は ､ ｢配達 の 人が親しい 人で あれば話せ るが ､ 若い 人や置い て い くだけ
の 人もい る｣､ .｢配食の 日 は身体的 ､ 心理的負担が軽減 した｣､ ｢新しい メ ニ ュ ー が でき る｣､ ｢調理
方法に 心遣 い を感 じな い｣､ ｢若 い 時は福祉サ ー ビ ス を受けるとは考えて もい なか っ たが ､ 抵抗 は
なく な っ た｣で あ っ たo
r配達の 人が親しい人であれば話せ るが ､ 若 い人や置いて いくだけの 人もいる｣は ､
"
若 い ボラン
テ ィ ア とは話が合わ ない
"
､
``
知 っ た顔だと軽く話が出来る " とい う発言 にみられ るように ､ 高齢
者の 見守 りにお い て は ､ い ろ い ろな人が醜わる ことに よ っ て ､ 支援 ニ ー ズを見出す可能性が ある
反面 ､ 必ず しも有効な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が なされない可能性が ある ことを示 して い る o D 町で
は ､ 配食ボ ラン テ ィ ア は毎年更新 し､ また ボラ ンテ ィ ア の都合が悪く な っ た ときに ､ 代替者 を社
会福祉協議会が準備す るが,. 担当者の継続性も配慮する必要があると考えられ るo
｢調理方法に心遣い を感じない｣は ､ B 町 の高齢者が民間事業者 の 調理に 心遣い を感 じて い たの
と考え合わせ ると ､ 食 べ やす い か否 かに より ､ 心遣い の 有無を判断す る こ とを示 して い る｡
r若 い 時は福祉サ ー ビス を受 け尋とは考えても い なか っ たが ､ 抵抗はなくな っ たJは ､ C 町でも
み られ た内容で ある が､ 介護を受ける前段階で配食サ ー ビ ス を利用 して ､ 自立 した食生活を意図
的に構築する こ とは ､ 介護 予防の観点 からも重要な意味をもつ と考えられ る｡
｢配食の 日は身体的､ 心 理的負担が軽減した｣は ､ 4 地域に共通 してみ られ たが ､ そ の 内容 は多
様で あ っ た.
"
夫の 食事に 一 つ まとま っ た ものが あるとい う安心感が あるo 弁当以外 の 1 - 2 品作
れ ばい い の で重荷 は半分 になる
"
の ように ､ 配食サ ー ビ ス の 利用に よ っ て ､ 食生活 を部分的に賄
い なが ら､ 家事 の遂行を継続でき る効果も ある こ とを示 して い る｡ D 町 の利用者の 条件 は ､
"
本人
が必 要と認 め る人
"
であ っ た が･､ 比較的緩や かな条件も多様な利用 の仕方と効果に影響 して い る
と考えられた ｡ 予防的な観点か ら自立支援を考えると ､ 食事 の 準備 の ように毎日 の繰 り返す行動
で は ､ でき る こ とを最大限に行うとい う よりも ､ 高齢者が調理 に身体的負担 を感 じ､ 楽 しみ より
- 60 -
も食事に嫌気がさす等の 心 理的負担を感 じたとき に ､ 部分的に補っ て いく支援が ､ 食の自立 の継
続 の ために必要と考えられた o
利用者の効果の認識に関す る分析結果は ､ 各地域にほ ぼ共通 した
"
食の保障
"
や
``
見守り
''
と
い う配食サ ー ビ ス の ね らい が ､ 利用者自らの 工夫及び調理の 内容 ､ 配達者の 態度や行動の 影響に
より ､ 多様な効果をもたらす こ とを示 して い た｡ 高齢者自身 が､ 生活支援サ ー ビ ス を活用す るに
は ､ 身近 に利用者が い たり ､ 実際に利用 してみ る等が有効と考えられたが ､ 配食サ ー ビ ス は､ 比
較的自立 した高齢者も地域で利用 し､ 支援されて い ると い う実感が なく ､ 抵抗感 なしに利用でき
るこ とか ら､ 生活支援サ ー ビ ス を活用 して自立 した生活 を構築す るため の学習機能もあると考え
られた｡
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表4.3.2 4地域における配食サ - ビス利用の 理由
地域 年齢 性 理由 理由内容の 要約
A町 く8 0 男 自分で作ると寂しい 食事になるo 同じ食事となりやす
い
< 80 女 一 人の食事は嫌気がさすo 同じものの繰り返し
8 0≦ 女 ｢何があるか楽しみ｣
一 人 の食事は寂しく嫌気がさすので､
る食事をしたい
変化のあ
8 0≦ 女 品数がある バラン ス がよい食事等､ 質を高めたい
80≦ 女 バランスの良い食事をしたい ｡
8 0≦ 男 妾の介護を長期間行っ て いたの で食事の用意は慣れ 自分で食事を用頑
た o 自分がつくらないメニ ュ ー ､ 新しい食材 ､ 最新の調 調理法を知りたい
理法を知ることができる
最新の
く80 女 お金がいらないときは気の専で受ける気にならなかっ 自己負担がなく利用するのは､ 気の車で抵抗が
たが自己負担が必要になっ たら受けようと思った あっ たが､ 自己負担等になっ て抵抗がなくなった
80≦ 男 他の人も利用して いるから自分も利用しようか
80≦ 女 1週間に1回だが気が楽である｡ 1週間に1回だが気が楽である｡
B町 く8 0 弟 に自分で るため の
く8 0 女 糖尿病があり食事の参考になる
に自分で るための
8 0≦ 男 妾の羊とで福祉に相談し勧められたからo1回であっ て 憎
も頼めば楽 ､ あとは自分で用意 ｡ る｡
8 0≦ 男 妾の介護したとき社協 ヘ ルパ ー 朝晩利用し､ 相談長
から配食勧められた Q 一 人暮らし対策なので利用でき
るのかと患った ｡ 章 の介護しながら自分で食事用意｡
きょうは支度しないですむと気が楽
あとは自分で用意す
(8 0 女 一 人暮らしなので ､ 給食サ ー ビスを受けたらどうかと
勧められたo 一 人暮らしはどこでどのように ､ 世話に
なるかわからない ので ､ 受けることにした｡
く8 0 女 自分で食事が作れなくなったときのため ｡ 急に食事
サ ー ビスを申請してもたい へ んだから
サ ー ビス利用を勧められ ､ 今後 ､ 支穣が必要に
なることを考えて､ 利用した｡
自分で食事が作れなくなったときに備えるo
く8 0 女 介護保険前 , 家に来て いた ヘ ル パ ー ､ 家事援助 ､ 障
子の張替え ､ なん に困るかと ヘ ルパ ー が聞き､ 2人で
も困っ ている人には出すとい っ て ､ 社会福祉に言っ て
くれたQ 自分も夫も健康上 の 問題があるo
8 0≦ 女 入院後買い物困難 o子どもが食事を持っ てきてくれる
食事準備に健康上の 問題がある
く80 女 近くの 人が貰って いたの で私ももらえないかと近所の 食事準備の負担が少なく､ バ ラン スの良い 食事
人に聞くと､ 民生委員の人に頼んでくれた｡楽なので o をしたい B
バ ラン スの良い食事をしたい
く80 女 バラン ス の良い食事をしたい
8 0≦ 女 一 人だと食材も限定されがちになる (少しづつ 買うの
は恥ずかしいし､ 大量に買 っ て毎日同じものを食べて
いるわけにもいかない ｡)せ っ かくやって いるのならと
思った o
8 0≦ 女 たまには他人の作っ たものを食べ てみたい ､ 何もしな
くてよい ､ 自分に合 っ て いる
80≦ 女 目先の変わった食事ができるb 食材が同じでも若い人
の調理は遭う
自分の調理とは違 った､
い
変化のある食事がした
負担 ､ め んどうなし女
皿
男
女
va
l
i
㈱
㈱
ig岨
町C
食事の準備が面倒で負担だからB
自分で作る 槻 変わ ったものが食べられるo 変わ ったもの が食 べられる
たまには人の作ったものを食べ たいと思った｡ 自分が
つくると煮物が多くなるので o
く80 男 半身不自由､ 自分ではできない ので ｡
8 0≦ 女 疾患の 後遺症 ､ 用心のため開始
8 0≦ 女 9 0歳をすぎたら急に力が落ちたo今年になっ て親しく
して いた人が3 - 4人も死んで ､ 行くところもなくなった
身休的負担や負担感を軽減する
80≦ 男 妾の負担が軽くなる
､
80≦ 女 健在だっ た夫のためにと､ 取り始めた
80≦ 男 費が寝込んだら介護も大変 , 娘に面倒をか けすぎな
いようにしたい ので
家族の負担軽減する
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8 0≦ 男 年寄り向けの内容である
8 0毒 女 バラン ス のよい食事をしたい から｡家でつくると畳が多
くなるムー
80≦ 男 寮の死亡後 ､
内容のよい食事をしたい
外食で転々として いたoとても味気な
かっ た｡ 現在はヘ ルパ ー が週3固/1回1時間3q分き
ているo 食草も作 ってくれるo
80≦ 男 近くにドライブインがあり､ 通常はそこで食事をしてい
る｡ また､ 糖尿病のため減食をしている｡ 食事を作るこ
…t=.≦ 王墓喜≡賛き
■
云t -I- どT ~ z･ tt
-
80≦ 女 お付き合いの つもりで
調理が苦手で外食等を利用して いる
勧めてくれた人との関係性を大切にす高
D町 80≦ 女 本人カ 自分( 家族)ち 気だし､ (家
の位置も) 配達も楽ではない かと考え頼んだ
80≦ 女 膝関節が曲がらないので正座ができない
80≦ 女 腰痛､ 歩行が苦痛､ 腰痛 ､ 大腿がつ るB 座 っ ていると
どうもない ｡ 辛が震える｡
家には配達も負担ではないだろうからo
- 65 --
｡崎
3
憤
ヰ
ュ
噌
凸
L
〓
l
紳
-
｢
己
q
:
.
(
]
嶋
P
増
援
蜜
単
.
毛
ュ
f7
ポ
1
P
士
ぶ
こ
叫
ヰ
]
恥
.
ql
毛
叫
水
嶋
.
鯛
収
鮮
鰐
早
世
｡
岬
リ
憾
軸
ュ
′
q
E
,
Q
L
P
噸
Q
-
｢
己
q
:
皆
Q
)
巴
0
0
印
加
一
1
｣
監
〓
1
皆
こ
瀞
叫
叫
S
)
?
エ
ペ
策
¥
琳
叫
中
歯
′
)
撒
皆
〓
1
磐
.
′
｣
f
7
C
f
嶋
〓
一
塩
)
;
j
′
q
伽
.
7
恥
?
士
皆
o
岬
リ
使
軸
′
ブ
q
f
,
t
7
1
㌣
噸
Q
)
I
(
己
q
:
番
台
t
d
O
O
叩
S
J
1
｣
匪
〓
J
皆
ュ
E
/
y
仰
f
J
7
エ
ペ
毛
T
y
離
鴫
争
皆
.
)
救
世
〓
一
皆
.
ュ
f7
C
f
嶋
‖
一
壌
)
;
]
′
g
恥
.?
仙
7
f
J
皆
耶 満 潮 瀬
vawaf害写
岬
嶋
･
1
桝
磯
崎
ュ
1
C
叫
柵
珊
味
′
奄
=
)
岬
二
1
｣
史
郎
山
皿
;
]
彬
′
)
世
態
uJ
潜
7
沖
7
沖
1
二
C
〓
1
E
y
b
*
Q
)
Y
.
j
-
j
i
･
東
経
岬
ュ
1
｣
旺
弄
P
桝
磯
崎
こ
1
C
･
昧
S
J
Y
oq
-
中
朝
磁
ュ
T
7
uJ
蛍
7
ぜ
7
ヰ
J
f
7
VJ
潜
･
1
Q
=
)
ュ
1
C
駐
榔
ト
]
･
小
八
小
.
～
ュ
f7
VJ
虫
1
Q
)
ュ
f
7
ュ
1
｣
他
車
‖
J
Y
.3
-
か
東
煙
o
=
j
C
F
]
)
fj
･
1
Q
)
岬
i
篭
城
岬
′
｣
1
C
帆
.
1
C
E
j
‖
一
曳
収
E
z
j
O
O
C
.
$
1
噴
uJ
蛍
Q
)
く
Y
a
l
･
k
鼻
腔
ュ
_fj
uJ
潜
Q
)
く
B
f
r
*
Y
.
q
-
中
東
煙
?
ヰ
7
ヰ
.
｣
f7
蟹
霊
±
儀
蛙
卓
Q
)
く
Y
oq
-
中
東
煙
P
Q
)
;
j
｣
ト
ヽ
小
八
小
.*
･
1
*
空
尉
･
1
Q)
ュ
fj
二
1
]
〓
】
1
嶋
他
#
煙
f
J
使
uJ
潜
Q
)
く
Y
.
j
-
中
東
煙
瀬
O
B
)
耽
Ⅵ
0
8
耶
Ⅵ
O
8
t
E
Ⅵ
o
8
二
世
｣
毛
脈
呼
名
竹
雄
桝
軸
蛇
判
′
P
Q
)
こ
舶
祁
-
P
柵
E
#
有
Y
.
q
-
車
]
･
p
･
L
二
f7
心
T7
坐
〓
苛
〓
呼
T
Y
桝
榔
&'
胡
f
l
P
瓦
L
弼
こ
村
山
磯
f
J
?
岬
ュ
1
V
5
水
桝
地
顔
朝
一
･
1
e
二
_fj
心
Y
.;
j
榔
〓
1
匝
萱
Q
)
柵
旺
r
罷
Y
.
j
-
車
y
恥
｣
郎
S
)
(]
ペ
ニ
T
7
｡
磯
幕
1
C
;
Y
′
g
｡
ュ
ーfj
ヰ
岬
¥
桝
$
1
P
回
L
叫
二
f7
}
g
憤
鎌
崎
こ
1
V
5
T
y
桝
仙
&'
胡
′
祁
J
9
J
g
増
4
:
甚
雌
C
)
Y
.j
-
車
軸
起
草
瀕
半
増
車
Q
)
串
皿
こ
fj
ュ
1
｣
浅
瀬
榔
倒
皿
P
O
,f
j
廿
r1
日
憐
7
伸
二
1
V
9
¥
桝
榊
餌
胡
′
P
Q
)
こ
f7
｣
繕
僻
軸
胡
皿
曾
q
.;
]
廿
ノ
]
f7
リ
値
?
二
f
7
)
g
確
定
望
胡
瓜
?
E
y
有
Y
a
-
中
朝
挺
伸
二
1
東
心
T
Y
桝
軸
鯉
胡
.
)
f
7
蟹
監
ポ
J
‖
J
宅
食
倒
世
頼
皿
7
Y
山
-
車
瀬 端 耶 【釈
- 66-
軸
.
f
31
T,
i.
i
鳩
㍉
穏
ほ
川
,
I.
指
ほ
狩
川
佃
ュ
毛
Y
す
増
f
]
Y
巾
幣
市
り
?
a
)
封
粥
t
)
i
)
g
7
り
坤
)
1
1
欝
妄
叔
軸
仙
｣
3
I
a
)
朴
犀
.
J
崎
′
g
C
W
J
ュ
増
収
ヰ
1
)
F7
拙
僧
.
岬
嶋
沖
?
り
二
村
仙
掘
5
仙
?
〓
｣
岬
中
偲
5
′
q
.;
j
Y
′
]
伽
Q
t
Q
)
怒
湖
Q
岬
_fj
蝿
S
l
紫
仲
Q
)
士
′
g
帆
i
低
地
二
増
収
(]
叫
〓
一
武
せ
;
j
輔
Y
]
叫
〓
1
恥
犀
o
仰
瑚
f
l
毛
伽
′
q
岬
七
)
1
C
増
収
榊
伽
2
y]
叫
〓
)
Y
｡
こ
f
]
仙
舵
7
Y
昏
倒
起
ザ
g
.;
]
Y
e
駐
湖
岬
′
g
C
h
g
Q
)
呼
名
)
1
仙
1
C
虻
P
昏
瀬
毛
ェ
f7
仙
2
y]
恥
場
長
鮒
Q
)
静
思
鵬
哉
o
岬
ュ
1
C
Y(
z
]¥
7
こ
;
j
¥
但
榔
岬
敦
収
Q
)
燕
儀
S
]
rL
f
′
屯
C
h
q
柵
群
馬
.
(1
;
]
¥
憩
仙
台
小
叫
軸
駒
憤
Q
額
皿
.
心
′
g
嘩
砧
Q
)
く
伸
群
馬
ノ
｣
叫
f
R
〓
岬
中
経
?
抑
砿
榔
朝
出
り
]
7
ヰ
岬
_k
恕
軸
Q
)
小
叫
他
部
儀
Q
)
糸
瓜
.
1
]
嘩
藤
(
‖
J
柵
群
馬
)
ノ
]
fj
心
毛
C
f
′
g
瀬
Q
)
り
.
?
.
心
二
f7
ず
g
C
h
g
凶
卓
ヰ
1
)
=
j
｣
義
憤
(
〓
J
柵
射
精
)
崎
山
値
?
岬
こ
1
ギ
9
T
y
桝
〓
l
Y
昏
-
小
J
{
中
辛
撃
#
′
伸
輔
ヨ
毛
撫
7
Y
台
東
埋
′
-
)
(
1
(
く
′
収
僻
朝
出
岬
V
)
1
ュ
磐
1
ュ
C
;
1
塊
判
早
世
単
Q
)
虫
皿
1
去
)
1
]
瑚
起
毛
Y
f1
月
聴
o
呼
名
)
1
C
眉
樹
7
り
T7
脈
旧
.
1
]
淵
巌
毛
Y
Q
)
庭
瀬
こ
伽
t
7
t
ュ
.fj
]
S
J
f
y]
桝
嶋
心
′
ヂ
｣
｣
せ
f
}
叶
安
中
余
皿
｡
(
ュ
f
7
仙
培
ポー
中
値
Q
)
糸
瓜
)
ず
g
;
]
C
9
ヰ
1
C
･
)
C
〓
一
Y
ノ
]
T
]
心
′
勺
q
′
y
兼
Q
)
り
.
?
.
タ
]
T7
ザ
g
C
t
愚
凶
蜜
ヰ
1
)
=
]
]
蕎
憤
.
こ
f
7
ず
g
C
t
′
q
;
j
C
世
〓
高
畑
卦
‖
-
Y
a
)
凶
卓
Q
)
.
?
′
･
1
Q
)
f
j
奄
Q
)
岬
f
J
叶
.
ち
;
)
C
嶋
ト
ニ
柵
毛
堤
岬
.
凶
蜜
佃
n
C
′
q
岬
り
儀
7
崎
こ
1
七
5
1吋
桝
‖
l
Y
Q
)
-
6
<
中
争
壁
#
.
岬
舶
P
喋
桝
?
r
y
仙
軸
.
世
廿
漁
港
.
伸
輔
召
}
q
地
7
Y
O
岩
煙
.
-
)
/
A
(
ど
.
g
僻
朝
粥
呼
名
)
1
二
摩
1
ュ
C
.
‖
i
籾
胡
d
r
健
単
Q
)
糸
瓜
P
Q
ュ
｣
廉
7
嘩
鹿
′
±
(
瀬
)
Y
Q
)
Y
a
-
中
朝
顧
8
呼
名
)
1
C
･
屈
榔
7
り
f7
収
旧
｡
呼
名
>
1
]
雌
鮎
サ
g
Y
Q
)
粧
g
!
ュ
琳
d
.
｣
土
中
な
心
神
Y
合
朝
屈
｡
二
Ej
1
$
l
瀬
P
リ
憾
小
こ
刈
叫
)
タ
1
絹
邪
♯
)
y
Y
ネ
培
S
)
Y
伸
輔
〓
諮
り
7
e
坐
駅
.
)
繊
毛
7
り
岬
)
1
C
蟹
毛
蛍
瀬
ポ
憎
ポ
ア
や
伽
長
崎
盲
)
1
C
増
収
拙
伽
琳
(
]
叫
〓
L
Y
｡
(
二
r7
仙
稚
7
Y
O
潮
田
心
竜
.
;1
)
Y
O
粧
潮
岬
毛
C
h
g
Q
)
岬
去
)
1
加
1
C
せ
P
昏
廉
}
ヂ
]
f
]
仙
池
(]
伽
嶋
謹
髄
Q
畔
項
岬
T
‖
】
旺
有
せ BR加 瀬 BRBR 拡瀬 端 瀬
Vl[ VJl
く⊃ ⊂〉
の ⊂0
せ写写写Var VaJ VaNa'
≡き
皆
瀬
中
土
鵜
〓
一
雄
桝
増
皿
?
溝
醗
坤
i
匪
〓
J
唯
項
0
哩
蕎
Y
.j
-
･
h
･
朝
鮮
e
.
M
.
寸
僻
o岬
t
)
嶋
1
ュ
恥
僻
姫
神
虫
皿
o
噂
f7
蛸
(
]
叫
〓
J
抑
]
(
て
n
秋
蝉
.
買
出
合
叶
発
令
仙
｣
琳
Q
)
?
喪
心
.
S
)
′
g
)
取
1
′
]
C
‖
1
機
番
Q
)
な
皿
世
ュ
噂
嶋
′
小
′
g
f
L
如
拙
伽
嚇
(1
;
j
｣
柏
崎
ュ
･
1
ヾ
蛸
碕
帝
〓
)
&'
利
付
毛
.f}
.
1
軸
傑
柵
糾
樹
昏
岬
〓
1
E
1
.
1
]
7
穂
.
1
耕
台
糖
朝
練
m
岬
i
駕
髄
現
収
(
]
叫
‖
J
僻
砧
′
(
]
鵜
1
C
Ej
‖
-
風
収
‖
】
富
せ
聴
｡
岬
嶋
篭
越
境
岬
_fj
‖
蒜
叫
潔
件
?
岬
)
1
C
故
)
槻
(
]
f
〓
1
Y
.
(]
S
F
I
J
l
他
称
僻
ュ
｣
3
!
諒
解
?
沖
?
捕
｡
岬
舶
P
}
屯
比
･
1
Q
)
(
Y
Q
粧
湖
)
呼
名
)
1
礁
毛
Y
;
]
C
屈
｡
崎
蜜
1
J
)
演
)
q
神
南
出
｡
岬
i
(]
=
)
V
)
1
′
]
匪
7
e
f
′
ヂ
｣
Ed
]
怠
′
g
.
}
q
ュ
T7
′
g
臣
f
1
)
離
｡
岬
盲
)
1
恥
1
C
･
せ
〓
J
伽
=
j
q=
Y
昏
砿
榔
判
雌
4
r
Y
;
)
C
屈
Q
)
堤
湖
ポ
吋
.=
]
こ
｣
潜
坐
令
鳴
巾
1
神
慮
撫
.
ガ
S
'
繊
毛
(
虫
皿
)
Y
1
｣
悪
〓
-
7
り
小
二
7
岬
i
榔
ト
†
小
八
小
驚
′
)
g
i
姫
?
軸
粛
撫
〓
J
叫
;
1
o
ゆ
盲
)
i
+
フ
q
軸
帆
挿
1
C
鳩
･
1
舌
Q
)
僻
)
g
軸
雅
越
o
や
嶋
･
1
(]
t
q
S
J
岬
;)
Y
ュ
叫
C
)
り
儀
o
岬
仙
P
}
q
維
･
1
Q
)
(
Y
O
垢
湖
)
岬
盲
)
1
瑞
)
q
Y
;
j
C
屈
｡
岬
蜜
1
｣
)
ぜ
`
石
神
蔚
軟
.
岬
i
(1
;
j
長
)
1
ュ
匪
?
e
t
′
ヂ
｣
T7
(]
q
′
g
.
e
f
′
y
世
脈
択
o
>
ヂ
｣
_fj
′
g
匪
世
)
樵
.
)
匪
7
i
′
g
i
･
1
小
.
7
o
岬
盲
)
1
加
1
C
虻
〓
南
;
j
ヰ
Y
Q
)
唖
鵬
胡
叱
.
Y
Q
)
ト
]
･
小
∧
爪
音
｡
岬
患
)
1
伽
1
C
世
毛
Y
=j
C
居
Q
佐
瀬
q'
塊
f
l
ト
y
小
八
小
筈
.
‥
S'
柵
)
y
Y
1
｣
笹
り
J
7
り
小
′
]
7
岬
i
軸
ト
†
小
<
_∩
.
*
｡
小
噸
7
岬
ュ
1
J
唯
奄
±
q,
繊
僻
神
慮
餌
｡
i
稚
?
柵
顧
佃
叫
〓
)
叫
;
I
岬
T
Y
噌
鵬
解
噂
a
)
糸
瓜
c
E
･
｣
t
f'
｡
呼
名
)
1
±
′
g
搬
帆
f
}
1
C
q!
P
恵
Q
)
僻
毛
細
潮
戯
′
u
岬
V
)
1
C
ュ
7
T
_f
j
r
y
仙
E
j
仙
台
鰐
頭
卜
鵬
旧
ト
′
q
せ
･
1
小
.
?
o
岬
盲
)
l
i
柵
?
f
こ
仙
f7
+
)
C
,
軸
収
i
,
;
j
C
&J
$
1
Q
二
壌
Q
盤
｡
岬
V
)
1
士
嘩
毛
Y
O
叫
榊
朝
出
輔
J
仙
?
ュ
f7
点
心
‖
.
Y
〓
Y
Q
)
瀬
e
g
L
B
)
｡
二
tf
j
仙
距
朋
L
;
-
柵
甫
&'
榔
駒
磯
｡
′
g
?
仙
鮮
Q
)
凝
;
｡
岬
輔
毛
満
Ⅵ
0
9
噂
点
)
l
ュ
仙
)
叫
1
ュ
C
･
;
1
瀕
半
堪
単
エ
Jー
)
J
{
ト
〓
一
食
屋
台
弼
｡
岬
去
)
1
[
)
′
g
仙
帆
?
ト
′
g
i
P
;
]
C
･
柴
f
J
艶
岬
叫
〓
-
Y
ポ
ア
y
)
匪
1
ュ
C
〓
-
雌
単
Q
)
な
瓜
巾
三
崎
嶋
.
小
′
g
E
,
如
拙
馳
2
y]
;
j
｣
結
呼
名
ぶ
′
]
タ
｣
仙
.;
i
)
1
て
僻
(1
)
C
合
名
?
虐
1
土
c
触
媒
｡
=
]
C
r
7
)
T
7
士
′
g
沖
帆
.
･
1
Q
)
ェ
f
h
g
軸
卿
(
)
照
}
g
叶
)
篭
岬
±
′
g
巾
1
札
岬
S
)
鳩
1
ュ
盤
(
細
波
)
7
吋
ュ
吋
ュ
ノ
]
f
j
仙
地
7
仲
南
&'
P
Q
岬
こ
1
]
榔
風
り
〓
-
心
<
ト
｡
呼
名
)
1
土
′
g
搬
帆
風
噂
｡
岬
ぷ
)
1
｣
珊
以
笥
Y
こ
]
ポ
Q
応
対
｡
ュ
fj
他
出
世
?
Y
Q
)
琳
′
亀
崎
仙
P
他
姫
)
5
S
n
′
f
L
刈
Y
Q
)
鮭
湖
岬
嶋
･
1
世
呼
噂
i
他
紙
臣
卦
岬
V
)
1
]
㈱
士
名
札
o
岬
i
紳
瓦
1
ュ
C
〓
-
撤
富
野
拓
.
1
エ
-
4
<
ト
｡
岬
去
)
1
ュ
加
地
i
=
准
Q
)
㈱
)
q
(]
展
峨
潜
o
ュ
F7
竹
治
･
1
Q
)
r7
Y
Q
)
粧
潮
岬
嶋
･
1
雌
壮
r
q
=
小
.
7
岬
小
.
?
i
.
恥
ぷ
名
医
･
1
a
)
f7
脈
旧
弊
E
]
ヰ
糸
瓜
.
(
]
磁
1
｣
?
ト
]
･
小
<
か
驚
}
g
Y
母
艦
当
ュ
f7
[
h
]
7
二
世
.
i
鵬
tf
･
1
Q
)
岬
･fj
〓
-
E
3
掻
巾
1
朝
野
Q
E
)
琳
.
)
g
岬
嶋
a
穂
J
耕
Q
&'
朝
鮮
皿
岬
i
傑
鮮
-d
収
(
]
叫
〓
】
朝
田
.
(
]
鵜
1
C
f7
〓
】
没
収
‖
j
宅
せ
聴
}
g
肘
馬
ェー
fj
輔
]
･
1
項
伸
輔
｣
恥
嶺
〓
1
柵
僻
こ
J
1
増
電
解
′
a
.
O
岬
)
1
C
･
挿
)
糊
〓
】
歯
(
]
叫
り
】
Y
吋
叫
〓
-
Y
$
1
′
q
)
匪
1
二
C
〓
】
堪
堪
Q
)
糸
瓜
｡
小
)
g
岬
1
C
･
f
‖
J
Y
f
l
a
)
小
′
g
E
,
如
拙
伽
嚇
(1
;
j
｣
他
州
｡
岬
去
L
t
ュ
?
二
伸
.;
]
)
1
て
僻
(
1
)
C
･
含
′
g
?
虐
1
[
)
C
柵
収
o
岬
C
f
髄
)
叫
.
Y
C
)
瀬
7
Y
〓
Y
Q
)
駅
Y
Q
)
鑑
旨
o
;
]
C
f7
)
r7
士
′
g
q
=
帆
.
㍗
O
′
]
,f
j
毛
蜘
減
亀
崎
士
′
g
ポー
帆
｡
岬
V
)
1
]
側
宿
毛
蛍
拡
こ
憎
Q
)
竹
崎
t
)
娼
1
ュ
匪
(
栂
増
)
7
吋
こ
吋
こ
ノ
]
f
j
竹
治
?
称
森
&I
･
1
Q
岬
こ
1
]
紬
B
]
;
ェ
1
心
<
ト
｡
岬
由
･
1
伽
桝
毛
Y
e
呼
名
)
1
ュ
匪
)
叫
他
?
り
e
揮
争
?
り
Q
野
蛮
o
呼
名
)
i
+
J
′
q
破
瓜
7
r
叫
崎
1
C
C
f
側
?
C
叫
中
$
1
E
3
か
j
r
e
f
;
]
C
t
g
｣
こ
鵜
f
l
匪
0
〓
｣
｡
岬
ぷ
)
1
士
′
y
軸
帆
風
噂
c
岬
中
細
P
Q
)
呼
名
)
1
｣
瑚
起
毛
Y
二
｣
凍
Q
芯
g
!
.
呼
水
紬
‖
エ
1
J
)
<
ト
ノ
1
f
j
竹
治
･
1
Q
)
f
7
Y
Q
)
ト
y
_ト
J
<
小
.
*
Q
鮭
料
′
Y
e
i
E
o
伸
也
･
1
柵
糎
)
5
f
n
.
･
1
Q
)
岬
i
朝
鮮
i
g
Y
Q
鮭
湖
出
S
J
〓
福
=j
仙
僻
髄
Q
)
余
皿
.
慨
世
岬
i
軸
韓
匪
卦
｣
4,
輔
石
和
珊
由
｡
岬
V
)
1
r
l
鵬
土
J
g
帆
;
)
C
･
ュ
?
r
ュ
仙
_fj
+
)
C
,
仙
脈
ブ
タ
]
輔
f
f
E
]
叶
｣
ュ
T
7
仙
増
7
神
意
&J
p
Q
)
巾
e
f
恥
=
]
仙
(]
藤
邸
･
皆
Q
)
棉
高
車
軸
1
こ
1
こ
C
毛
瀕
旺
エ
1
J
I
J
{
ト
胡
噂
o
岬
ぷ
)
1
二
心
榊
i
=
堆
Q
)
淋
}
g
(]
屑
叫
潜
｡
ェ
f7
仙
地
･
1
Q
f7
Y
e
鮭
g
f
ュ
5
)
r
f
=
j
]
叫
恥
1
C
せ
｣
ノ
]
f7
去
′
g
匪
P
昏
f
7
収
収
野
瓜
｡
ュ
f
]
士
′
g
札
㌢
Q
)
噂
中
C
t
中
軸
雌
･
1
章
小
.]
f
邸
E
)
f
)
7
神
郷
砧
｡
雌
畔
r
中
小
.
7
中
小
.
7
｣
･
1
e
崎
由
1
｣
7
ト
†
小
八
小
.
*
)
g
Y
C)
堤
湖
｡
岬
V
順
q
:
1
去
仙
5
屑
〓
J
食
滞
y
.
E
]
堤
S
)
E
]
林
(]
嶋
･
1
穂
｣
搬
Q
)
出
潮
雛
E
Z
.
礁
〓
】
名
盤
廊
f
1
士
.;j
E
I
Q
)
解
題
(
こ
_fj
>
1
席
仲
ヰ
｣
恥
項
･
1
0
)
岬
)
1
C
ヰ
)
坤
〓
1
皆
r]
f
‖
】
Y
.
≠
一
1
r
l
匪
〓
】
柵
僻
ュ
｣
3
!
高
潔
満 潮 瀬 端 瀬
S
v 写 var va' 写
3
F
0
9
)
瀬
0
8
)
瀬
0
9
)
瀬
O
g
)
E
E
5
=-
0
9
耶
o
8
)
1
d
皿
E
E
>=
o
8
瀬
Ⅵ
0
9
岬
ュ
1
J
1
柵
伸
輔
ュ
｣
3
r
義
解
?
f
}
7
沖
(
ニ
E
G
)
P
畔
点
〓
】
せ
.
･
1
Q
)
曾
]
1
｣
他
称
俄
ュ
｣
増
高
瀬
曾
g
堤
T
:5
瀬
0
8
)
胡
Ⅵ
0
9
o岬
感
P
宅
触
髄
1
穂
心
長
撤
思
o
岬
嶋
沖
-
T
=
f
こ
｣
垢
′
(]
鵜
1
C
翻
‖
)
電
柵
琳
岬
嶋
･
1
宅
快
勝
(]
韻
1
C
拙
〓
J
電
柵
耕
.
岬
こ
1
C
･
鰍
〓
一
名
僻
氷
1
ュ
}
C
Y
毛
巌
世
f7
吋
こ
吋
こ
.
岬
ュ
1
C
榊
〓
J
電
柵
離
･
1
紳
輔
渋
世
o
)
ヂ
｣
也
ヰ
1
｡
将
士
&
J
7
岬
ュ
1
C
溌
毛
′
｣
.
1
溢
1
｣
争
暫
榔
Y
.j
-
中
朝
由
C
嶋
二
心
)
直
-
巾
伸
輔
1
･
1
t
7
l
C
崎
±
Z
J
?
岬
こ
1
C
･
僅
〓
J
Y
.
j
-
中
朝
顧
こ
f7
士
こ
巾
-
1
恥
i
(]
溌
〓
】
胡
砧
o
岬
舶
P
)
g
櫛
胡
ュ
.
1
3
!
高
潔
.
(]
叫
‖
Z
B
t
帯
解
固
｡
岬
嶋
毛
刈
り
ュ
_fj
リ
磯
㈱
単
軸
.
1
恥
頚
｡
ュ
地
毛
二
心
.
)
回
L
醜
.
)
f
7
f
J
･
1
E
]
雌
ノ
]
也
)
g
ュ
5
.
)
匝
L
殉
.
)
R
j
f
J
P
E
)
雌
胡
0
8
)
琳
Ⅵ
0
9
3
f
O
∞
)
瀬
0
8
)
｡
岬
触
･
1
}
g
琳
朝
′
｣
｣
3
!
冨
繋
Y]
叫
〓
-
旺
罵
朝
砧
｡
岬
鳩
}
や
?
り
ユ
ニ
=
n
僻
地
判
=
n
胡
瓜
′
･
1
O
f
j
磯
城
)
g
小
世
C
)
｣
5
沖
Y
l
｡
坤
恥
て
胡
刈
.;
)
Y
-
.
)
g
エ
ペ
･
1
磯
城
)
g
]
心
坤
Y
-
Ej
リ
儲
他
車
刷
.
1
恥
頼
て
僻
7
.;
]
Y
I
.
も
′
]
叫
･
1
磯
城
}
g
]
9
沖
Y
-
･
1
)
g
柵
僻
ュ
]
肖
毒
瀬
.
)
g
二
村
り
髄
軸
車
糾
.
1
恥
瑠
て
胡
7
,=
]
Y
-
瀬
0
9
)
ェ
f
7
+
l
紳
f
J
匪
称
f
l
P
Y
i
職
1
C
ポ
他
線
瀞
o
岬
土
中
沖
P
]
4'
)
q
匝
仙
Q
)
二
光
娘
僻
争
準
轍
母
港
髄
4
r
糸
瓜
o
岬
ュ
ヰ
Y
二
世
′
g
鱒
o
岬
i
(
1
;j
｣
捌
帆
柵
柵
潜
0
瀞
鑑
.
(]
=
]
¥
噌
榔
蔑
噂
Q
)
く
ュ
瑚
t
7
.
Q
牡
馬
.
1
｣
贈
柵
｣
-
心
八
ト
a
)
伸
輔
噂
嶋
q
=
仙
7
Q
)
樽
終
‖
J
歯
雌
鮎
.
(]
鵜
1
J
l
ポ
嘩
柵
T
Y
(
l
鍵
胡
昏
虫
皿
)
T
j
･
1
Q
)
崎
中
C
S
嶋
‖
i
僻
砧
｡
岬
り
磯
柵
こ
瑚
Q
E
′
)
′
g
心
ぷ
争
世
胡
由
.
崎
感
･
1
瑛
終
‖
J
皆
Q
那
#
台
地
耶
#
｡
小
叫
･
1
)
瀕
f
J
噛
.
(]
媒
Q
)
僻
6
世
帯
｡
僻
旺
希
Q
た
督
皆
7
凝
米
｡
;
]
C
.f
]
‖
一
耕
最
中
鑑
蛎
(
]
舶
〓
-
搬
毛
僻
B
l
a
)
称
僻
岬
仙
P
横
車
)
y
史
叫
Q
)
嘩
掛
合
柵
僻
f
J
鼠
L
〓
J
碑
o
岬
士
紳
}
g
匪
叶
｡
希
J
准
?
小
村
.;j
々
f
j
世
E
3
叶
ノ
]
r
7
土
紳
祁
】
臣
称
P
Q
)
i
職
1
C
ポ
.
岬
i
駕
淋
毒
恩
叫
Q
)
感
｡
岬
+
)
神
韻
匪
叶
(
･
1
Q
)
伸
二
)
1
土
′
q
･
1
;
J
恵
E
l
雌
ノ
]
f7
ュ
ー
二
伸
亀
崎
琳
}
q
エ
Ⅰ
4
･
{
ト
昏
紳
樵
u
C
倒
(
]
領
巾
l
催
促
.
P
柵
Y
}
y
肘
n
E
j
o
岬
嶋
)
g
?
〓
岬
i
無
感
毛
Y
;j
こ
1
名
句
〓
菰
ふ
小
_ハ
エ
?
t
1
叫
ノ
]
J
l
繋
7
小
9
沖
1
ュ
柵
ヴ
｣
]
ュ
鵜
≠
〓
-
4
<
ト
｡
)
鵜
1
ぷ
Y
〓
前
7
i
卿
他
長
居
Y
1
中
Y
1
榔
転
岬
.
(
･
1
a
)
)
)
匪
P
エ
I
J
)
ハ
ト
｡
崎
ュ
1
｣
(
1
;]
｣
瑞
相
〓
J
撃
#
榔
縦
軸
Q
)
紳
輔
ュ
.
?
畠
毛
騨
宅
o
峠
ュ
1
｣
〓
不
叫
岬
i
Y
粘
土
.;
j
岬
恥
･
1
‖
〓
-
4
<
ト
.
3
髄
他
二
噌
t
7
r
′
)
雌
碑
Y
<
小
.
v
ノ
]
軸
ぜ
′
1
)
｣
ュ
鵜
o
)
柵
榊
剖
触
?
心
′
g
.
;
i
(]
廊
せ
P
エ
1
4
<
ト
｡
岬
ェ
1
ー柁
増
P
｣
-
4
<
ト
′
｣
蔑
磯
〓
】
伸
輔
P
Q
岬
ュ
1
盲
)
1
]
〓
-
申
峨
′
ブ
｣
.
軸
鰯
4
:
鮮
鰐
o
岬
り
憾
㈱
ュ
噸
q
f
′
)
′
g
5
q
争
S
)
僻
以
o
岬
恥
i
申
}
g
那
#
小
9
碑
1
[
)
嘩
1
｣
溌
埋
り
】
噛
珊
♯
｡
小
紙
･
1
<
r
.
-
ロ
Q
)
嶺
f
J
嶋
Y]
横
Q
僻
6
世
帯
.
鵬
旺
碕
Q
土
管
皆
?
凝
米
.
;
j
C
舶
‖
J
耕
}
g
㌦
虻
嫉
(]
f7
;
J
耕
毛
僻
旺
Q
)
柵
僻
.fj
.
1
ヰ
定
f
J
6
.
1
て
僻
仙
台
ヰ
;
i
.
1
7
C
･
7
5
世
嶋
.
i
.
U
.
帯
｡
磯
〓
-
蛋
獲
聴
ヰ
㌣
直
L
三
希
]
礁
心
′
デ
ブ
]
1
)
潜
]
ヰ
)
=
n
Q
)
僻
6
毛
E
l
替
蔦
｡
岬
域
q
=
P
C
･
?
畠
}
g
Q
ヰ
小
銭
.
中
嶋
〓
ア
｣
Y
胡
石
り
岬
+
)
紳
)
g
匪
叶
o
希
]
耕
?
小
吋
.=
]
r
y
T
7
f
l
E
7
か
｡
二
r7
土
紳
S
J
区
外
･
1
Q
)
坤
ュ
1
]
朝
1
C
ポ
･
1
ェ
中
Q
)
中
生
碗
｡
岬
i
域
せ
)
g
史
叫
Q
讃
･
1
Q
)
坤
去
)
1
]
)
;
]
J
Q
)
柵
倒
1
仙
甘
E
7
)
q
砦
.
将
士
細
}
唱
匪
外
(
･
1
Q
)
伸
二
)
1
士
′
g
･
1
〓
】
恵
E
I
雌
o
t
]
_fj
ュ
ー
二
伸
亀
崎
嫌
)
g
エ
ー
心
<
ト
Q
紳
輔
触
Y
二
項
.
.
7
村
小
浦
混
他
鮮
蛮
岬
中
箱
.
f
l
〓
一
y
出
｡
′
.
n
惣
7
小
心
ヰ
1
′
｣
柵
?
ュ
｣
ュ
S
f
世
エ
Jー
)
J
{
ト
o
C
胡
(
]
増
S
J
催
促
′
P
柵
Y
毛
S
E
;
ロ
｡
岬
鳩
毛
?
り
岬
i
&'
せ
)
q
Y
;
j
ュ
1
奄
7
r
;
再
C
f
小
爪
ュ
ヴ
]
叫
o
)
鵜
1
点
Y
〓
J
伽
?
i
臓
細
長
盲
Y
1
中
巻
拙
橿
岬
.
(
I
L
O
)
)
匪
･
1
エ
Jー
)
<
ト
｡
岬
ュ
1
二
伸
〓
1
エ
-
i
)
<
ト
?
こ
中
(]
=
j
J
瑞
榔
=
J
壁
#
脚
糾
樹
Q
)
紳
輔
二
.
7
缶
竜
静
思
也
ュ
増
t
7
(
.
心
′
g
l
C
f7
;
1
紳
輔
0
増
野
o
崎
ュ
1
]
;J
市
ぺ
岬
i
Y
由
土
.;
]
岬
加
･
1
〓
ェ
1
J
)
<
ト
ノ
]
増
補
Y
<
小
.
v
′
)
ペ
中
二
和
ぜ
.
i
)
｣
′
1
鵜
｡
岬
ュ
1
′
｣
紳
′
g
?
)
′
V
心
織
?
C
ヰ
ザ
勺
.;
I
(]
陣
せ
･
1
エ
-
.
4
ハ
ト
o
坤
こ
1
｣
燕
噂
Q
岬
こ
1
点
)
1
｣
〓
】
和
蛾
こ
ュ
.
仙
鯛
4
:
群
馬
｡
)
紹
1
二
伸
7
巾
7
毛
(]
嶋
.
崎
盲
Y
仙
エ
ー
4
八
卜
竜
神
輔
瀬 拡 瀬 端 満 潮 瀬
写vaLVa(写
3
f
>=
0
8
- 68-
瀬
0
8
)
瀬
0
00
)
瀬
0
00
)
瀬
>=
0
9
3
f
Ⅵ
0
9
_
L
比
7
小
胡
P
増
｡
Y
叫
Q
)
堤
g
f
｡
(]
T
Y
′
項
岬
岬
蟹
中
盤
脚
珊
#
争
伸
雅
蹴
鵡
3
]
毛
Y
e
珊
挺
.
$
1
伽
?
a
)
樽
終
生
畳
懸
剃
巴
0
0
N
.
糠
静
Y
]
嶋
7
り
ュ
f
j
C
&
僻
7
俄
鮎
?
)
虹
‖
J
雪
穴
6
叔
Ⅵ
0
9
こ
f
7
仙
糖
(
]
桝
嶋
･
1
Q
)
f
7
史
郎
f
J
砿
樹
朝
出
(
二
f
7
仙
北
)
丑
駅
f
l
叫
僻
朝
出
瀬
Ⅵ
0
8
u
岬
鳩
･
1
(
]
′
項
羽
一
Y
ュ
棚
(
]
叫
令
皿
く
岬
ぷ
)
1
C
如
′
g
7
?
′
チ
q
7
壇
｡
挿
7
Y
寸
o
)
匪
?
e
f
′
g
,fj
脈
旧
.
)
塞
)
叫
範
Y
O
Y
-
埜
Y
叫
瀬
｡
+
)
. ;
i
小
紬
?
e
t
J
y
[
]
=
]
仙
1
C
･
放
世
Y
Z
昧
Y
寸
.
二
世
心
て
d
r
J
(
]
彬
嶋
ポー
Y
Q
)
ノ
]
潜
5
て
争
｣
(]
軸
鳴
$
1
Y
台
耶
Q
)
E
l
d
耶
e
E
岳
｡
岬
V
)
1
こ
匪
)
也
世
Y
Q
)
瀬
Q
)
良
基
.
岬
ュ
q
=
Y
Q
)
+
L;
]
岬
｡
伸
二
ヰ
Y
Q
士
.
;
j
岬
隼
1
′
]
軸
.
毛
伸
二
ヰ
Y
伸
長
)
1
C
増
収
鵬
御
伽
蜜
1
こ
軸
1
C
･
ュ
?
世
5
〓
一
?
;
.
.t
q
伸
二
沖
Y
岬
V
)
1
C
･
瑚
嫉
柵
伽
琳
胡
Ⅵ
0
8
岬
′
g
卓
P
Q
エ
f7
r
1
.
7
?
刈
舶
南
掛
既
岬
i
Q
I
嚇
.
｣
横
磯
毛
破
瓜
S
Z
E
]
Q
胡
以
岬
仙
P
範
頼
て
僻
;
]
C
嶋
〓
】
額
皿
1
]
虫
N
.
岬
嶋
ヰ
昏
沖
こ
fj
)
叫
}
q
撤
鑑
`
(]
叫
〓
1
紳
輔
.
}
g
ュ
叫
1
)
愉
}
q
頼
噌
o
岬
′
一
赫
Y
岬
3
磯
‖
前
端
岬
こ
1
C
鵬
7
笹
値
｣
ゆ
こ
ヰ
Y
こ
.fj
]
榔
稚
.
?
t
y
?
鵬
1
Q
;]
c
T
7
)
]
席
舶
･
1
毛
栂
′
1
雇
)
1
]
珊
院
)
g
叫
榊
胡
拡
こ
～fj
リ
憤
軸
1
7
岬
ュ
1
V
9
叫
桝
鵬
撫
判
′
亀
崎
ュ
1
｣
塘
朗
〓
f
7
〓
小
9
ヰ
1
｣
㈱
腿
岬
V
5
て
朝
軸
哨
･
1
Q
二
f
j
｣
柵
酎
粥
.
7
r
y
7
世
呼
名
卓
′
･
1
Q
)
ュ
Tj
｣
柵
鮮
霜
.
7
ヰ
7
糾
】
o
岬
i
q
L
嚇
P
Q
)
ュ
叫
ヰ
1
)
f
j
]
舶
旺
祁
J
E
]
Q
)
～
崎
心
P
}
屯
収
て
僻
;
]
C
嶋
‖
一
類
皿
1
｣
虫
N
ノ
]
叫
}
g
Q
)
ュ
繊
毛
威
喝
こ
T7
S,
毛
q
(
側
Q
皆
o
=
]
C
･
f7
)
｣
ュ
鵜
5
′
g
l
C
･
細
ヴ
]
_fj
)
J
こ
S
t
柵
叫
.
好
Q
溶
出
世
o
嶋
≠
嶋
舶
S
L
皆
ノ
]
胡
坐
水
耕
叫
｡
岬
ュ
1
C
Y
毛
Q
ヰ
ぜ
ヤ
叫
二
村
)
叫
毛
撤
鑑
′
(]
嶋
}
g
?
〓
中
二
1
C
礎
)
;
]
食
中
凝
Jー
.
)
.f
j
S,
ち
i
i
′
g
鵜
.
S
L
I
C
叫
〓
】
紳
輔
.
}
ヂ
]
q
磐
S
J
e
岬
七
5
て
胡
}
g
Q
)
ザ
｣
]
愈
.
=
j
C
Ej
)
.
1
凍
7
叫
鰍
朝
粥
=
]
加
･
1
毛
蟹
匪
崎
長
)
1
｣
偵
夜
‖
前
7
;]
C
嶋
′
g
直
刈
叫
掛
軸
叫
こ
f7
.
?
?
7
世
f
l
稚
Q
)
刈
Y
岬
i
珊
田
崎
こ
ヰ
Y
Q
[
L;
)
呼
名
)
i
ュ
S
f
く
匪
棉
.
刊
)
名
工
ヰ
Y
岬
よ
)
1
C
増
収
｡
岬
舶
㌣
}
g
他
心
砿
嚇
胡
雌
岬
ぷ
)
1
e
t
呼
′
g
脈
旧
‖
-
鰍
卜
毛
Y
呼
i
糊
砧
｡
ュ
r7
｣
触
鰭
f
)
Y
C
)
.
?
r
y
7
鵬
)
)
q
崎
こ
q
=
Y
岬
i
佃
瀬
臣
単
?
C
叫
岬
.
]
珊
鹿
毛
Y
ュ
f1
5
屑
Q
)
丑
琳
･
1
激
桝
Y
的
-
寸
.
岬
i
搬
稚
f]
ヤ
ぜ
1
点
)
1
C
越
}
g
噸
嚇
朝
出
呼
出
簡
〓
不
叫
伸
二
1
C
噸
?
畢
値
)
g
Y
岬
.
>
雅
起
工
f
7
日
噛
胡
-
?
岬
ュ
1
盲
5
叫
桝
′
亀
崎
駕
$
1
曳
胡
ュ
T7
リ
憾
世
?
岬
エ
1
右
9
水
城
}
g
岬
こ
1
｣
素
懐
細
瑚
由
岬
ュ
1
｣
食
顧
〓
J
7
り
小
9
ヰ
1
]
㈱
屈
伸
ュ
1
]
聴
鵬
‖
J
7
り
小
9
ヰ
1
]
珊
尚
o
ュ
T
q
=
擁
胡
ノ
]
f
中
q
和
(
]
欄
o
申
リ
噸
ヴ
]
f7
B
:
出
心
′
q
.=
j
巴
O
O
N
}
q
小
欄
胡
-
?
希
汝
昏
虫
皿
宅
鵬
髄
岬
嶋
P
穂
]
搬
′
g
岬
′
｣
1
C
Y
}
g
定
o
岬
嶋
ヰ
ー
T
〓
f
Tl
小
袖
こ
.fj
9
崩
)
g
額
皿
鵡
f
)
Q
呼
名
9
て
胡
恥
項
}
g
感
触
輩
｡
ュ
f
j
心
斐
.
7
r
y
7
世
7
ヰ
?
ヰ
ノ
]
f7
心
斐
.
7
?
7
舶
宗
1
邸
E
]
｡
崎
′
g
覇
P
Q
f
]
胡
舌
f
l
回
N
E
I
L
.
+
.
f
中
碕
エ
∴
ホ
Y
J
7
y
f
)
帯
o
]
f7
山
I
樹
P
Q
)
ュ
E]
付
斐
.
7
?
7
世
′
7
?
7
輔
.
エ
ペ
)
g
Y
J
{
小
.
V
嶋
伽
嶋
琳
｡
エ
ペ
ヰ
1
)
fj
｣
鵬
旺
S
J
醤
朴
o
崎
i
t
7
l
琳
世
E
]
Q
巾
o
岬
t
J
n
て
倒
1
J
l
な
N
二
村
9
輩
.
7
r
y
7
世
f
L
好
E
l
｡
岬
二
1
｣
〓
J
小
f
岬
て
朝
ヰ
蜜
f
l
こ
紫
o
=
･
毛
7
i
鄭
薮
;]
C
唯
銭
ポ
Z
l
.
I
;
〓
f
o
エ
ペ
毛
Q
)
ュ
帆
}
q
題
噌
o
岬
こ
1
C
f7
〓
)
リ
匡
朋
-
皆
T
}
C
二
｡
エ
ペ
胡
f
叶
o
;
j
C
･
f
l
)
.
1
ュ
鵜
f
1
故
T
:3
烏
中
Q
岬
嶋
}
q
?
〓
;
]
C
岬
7
二
fl
)
｣
ュ
韻
柵
僻
.
畔
Q
)
奄
リ
f
)
b
嶋
叫
嶋
籾
f
l
皆
.
エ
ペ
世
水
耕
叫
｡
岬
′
｣
1
C
Y
毛
Q
)
t
}
_fj
ゼ
申
o
岬
嶋
叶
y
7
り
伸
二
1
C
･
f
j
)
=
]
S
'.
q
:
磨
;
o
t
]
]
鮮
1
]
)
塊
榊
恥
′
C
j
招
1
]
)
{7
4,
軸
単
一J
和
一
東
和
P
o
ュ
f7
t
f,
)
g
.
L
′
y
鵜
.
世
1
C
f
〓
J
紳
輔
ノ
1
]
聾
ポ
1
Q
)
岬
V
9
て
胡
}
q
Q
)
中
二
｣
愈
｡
7
り
r7
小
ぺ
Q
維
臣
単
軸
)
7
紳
潮
越
o
;
]
C
fj
)
]
解
7
叫
嚇
利
昭
｡
Y
C
O
こ
9
)
3
)
0
9
′
Y
Q
)
瀬
c
岬
E
j
)
]
席
.
岨
鵬
朝
粥
f
l
Q
)
呼
起
噂
こ
1
盲
C
t
柵
7
〓
市
叫
呼
i
蜜
湖
心
;
]
C
嶋
′
g
蜜
.
f
1
9
′
g
B
榔
朝
出
.
岬
嶋
1
二
組
)
q
郡
#
.
7
)
娼
1
′
｣
軸
㈱
鯛
招
〓
】
霞
哨
岬
二
伸
Y
Q
)
[
f
. ;
]
呼
名
)
1
こ
招
く
監
榊
o
呼
名
)
1
C
･
増
収
策
Y
巾
V
)
1
｣
湖
底
｡
岬
伽
･
1
)
g
撫
7
噸
嚇
胡
昭
こ
虐
′
]
1
.
)
監
7
′
や
i
P
脈
状
u
t
]
_f
j
J
l
榔
舶
㈹
胡
J
Y
Q
)
.
?
r
y
?
鵬
】
u
岬
こ
ヰ
Y
ェ
T
j
P
小
巾
｡
岬
i
柵
軽
匝
卦
7
C
叫
岬
.
伸
二
ヰ
Y
rj
?
%
ヰ
〓
-
卓
o
岬
V
)
1
｣
雅
砧
･
1
柵
.
Y
二
_fj
心
居
′
(]
t
勺
S
)
t
y
竹
ユ
リ
鵜
′
Y
e
耶
･
1
淑
桝
Y
S
-
寸
｡
二
f
7
q
:
｣
托
P
r
y
仙
′
｣
リ
S
f
｡
岬
盲
)
1
琳
1
C
放
1
]
7
K
･
か
.
*
芸
Y
Q
)
釈
.
崎
i
他
紙
f
7
ヤ
ぜ
?
Y
岬
i
朝
敵
.
岬
V
)
1
C
起
毛
砿
榔
朝
出
′
ヂ
]
f
7
セ
･
1
J
Y
中
二
1
C
毛
畢
収
)
g
;j
′
]
1
C
起
毛
Y
Q
)
叫
榔
判
雌
.
堤
B
j
リ
憤
f
J
?
岬
ュ
1
盲
9
¥
桝
)
g
小
娘
?
t
1
叫
1
)
世
′
q
基
軸
雀
;
巾
i
E
I
か
o
ュ
f7
日
磯
?
岬
エ
レ
ぷ
心
火
桝
･
1
Q
伸
二
1
.
1
胡
瓜
ゼ
収
(
岬
こ
1
ぷ
5
T
Y
桝
世
4J
蛾
)
岬
T
Y
9
ヰ
1
加
1
C
放
最
小
吋
′
y
僻
)
g
小
村
′
g
坤
ポ
せ
軸
収
毛
心
中
り
?
･
=
1
C
9
ヰ
1
琳
1
C
故
o
崎
T
Y
抑
世
〓
エ
-
J
[
ハ
ト
e
柵
樵
ポ
鵬
?
嶋
f
7
々
彬
i
(
仙
卿
融
)
ノ
J
)
f
t
}
撫
ぜ
ノ
]
輔
車
C
f
申
(
1
磯
｡
岬
こ
1
叫
蜘
.
1
輔
)
g
僻
エ
-
心
<
ト
Q
)
余
Q
)
y
Q
)
堪
り
一
食
岸
Q
)
町
o
岬
り
憾
刈
ュ
ff
4
:
卓
心
′
q
.I
)
巴
0
0
N
o
岬
嶋
P
皆
轍
一
}
g
岬
嶋
･
1
仙
汝
毛
皆
ュ
件
$
1
余
皿
c
宅
搬
塊
･
1
巴
0
0
N
叫
.
?
巾
叫
岬
}
g
梱
ノ
]
叫
1
)
′
項
心
棚
･
1
Q
ュ
鵬
毛
歯
o
リ
匠
7
Q
)
岬
こ
1
+
J
C
榔
収
P
な
皿
〓
】
宅
柵
瑞
o
崎
嶋
P
穂
｣
搬
′
q
岬
ュ
1
C
Y
策
定
世
E
l
軒
｡
岬
嶋
t
}
1
T
=
f
_fj
小
f
こ
f7
付
属
毛
額
皿
駅
Ⅵ
o
9
釈
Ⅵ
0
8
瀬
Ⅵ
0
8
1
F
0
9
)
瀬
Ⅵ
0
8
釈
>=
0
8
瀬
0
9
)
瀬
=>
0
9
駅 BR 満 潮 瀬
Vll VII V" Vll Vll
⊂) ⊂) くっ く⊃ O
CO CO O 3 CO 8 0
- 69-
瀬
0
8
)
潮
0
8
)
釈
o
9
)
lJ
E
f
O
瀬
Ⅵ
0
00
2
F
Ⅵ
0
8
瀬
0
の
)
瀬
Ⅵ
0
9
満 潮 瀬 林 瀬
軍vai 写写 写
.｡
=
j
C
f
7
)
Ej
f
l
VJ
瀕
′
毛
=
]
C
′
g
fl
こ
ヰ
g
;
j
C
E
j
)
f
7
o
;
j
C
f7
)
.f
j
S
)
1
T
Y
柵
$
1
7
将
士
琳
他
Y
o
q
-
中
寿
雑
巾
1
沓
ュ
軸
世
uJ
瀕
o
=
j
C
′
g
･
fj
こ
ヰ
1
¥
柵
S
)
7
岬
士
蹴
柵
Y
.q
-
中
東
煙
f
J
盤
ュ
琳
VJ
蛍
.
;
]
C
′
g
f7
ェ
ヰ
1
¥
柵
≠
Z
?
岬
士
琳
柵
Y
a
-
中
東
埋
f
l
皆
こ
榊
｡
ェ
f
7
リ
壌
柵
ュ
瑚
t
7
1
〓
f
増
ゃ
群
馬
｡
岬
恥
P
)
y
-
i
;
〓
う
]
｣
騒
;
]
｣
駕
鹿
毛
-d
心
電
酎
Q
l
.
蛋
軽
食
f
l
E
]
Q
僻
固
.
伸
二
ヰ
Y
O
士
.;
I
)
こ
1
二
組
争
Y
′
｣
抑
.
毛
崎
中
瀬
$
1
岩
場
･
1
Y
ュ
｣
席
毛
Y
Q
糊
起
｡
こ
f
7
リ
磯
柵
こ
頼
t
7
t
.
)
鮒
毛
頻
=
.
岬
舶
･
1
毛
-
T
=
f
t
]
｣
娠
o
;
]
C
潜
‖
J
礁
〓
1
富
津
聴
｡
岬
.
f
j
‖
】
額
恥
S
)
轄
側
P
Q
′
ブ
]
S
)
患
輩
E
I(
] t)
N
-
L
〓
1
蜜
o
岬
嶋
毛
儲
t
1
1
蹴
爪
ュ
?
崎
嶋
毛
Q
)
描
;
)
C
･
舶
?
軸
C
-
〓
1
柵
僻
Q
)
鶴
ノ
]
r7
毛
仙
?
小
僻
′
P
C
)
伸
二
1
｣
細
(]
｣
I
3
z
柵
･
1
早
E
l
雌
.
≠
1
E
l
中
二
1
V
磐
o
ュ
f
j
)
q
鯛
ゼ
岬
i
心
地
｡
や
C
f
胤
世
撤
富
合
地
1
C
f
〓
1
Y
Q
Y
.q
-
中
世
収
岬
解
笥
)
q
姫
)
腺
7
.;
j
腰
;
j
C
･
辰
｡
ェ
fl
J
佃
櫨
?
Y
岬
髄
o
二
T
7
C
f
軸
毛
細
f
J
?
ト
†
小
J
<
小
.
*
ュ
榊
d
岬
ュ
t
}
Y
Q
士
.;
I
)
虻
1
ュ
屯
f
l
‖
J
甘
.
(]
r
7
輔
ヰ
1
C
叫
〓
J
Y
岬
i
雅
腿
｡
ュ
T1
日
儲
細
工
贈
t
l
I
′
)
謝
毛
潜
〓
｡
岬
仙
･
a
毛
-
T
‖
f
t
J
n
垢
｡
;
]
C
T7
;
J
耕
〓
1
富
せ
聴
｡
崎
f]
〓
-
余
計
f
1
轄
叫
P
Q
)
′
ブ
1
.S
)
七
草
噌
N
-
L
台
東
T
(5
耶
♯
｡
岬
嶋
亀
憾
t
7
(
琳
小
二
?
岬
嶋
}
q
O
ヰ
;
]
C
ポ
7
桝
C
-
〓
】
柵
胡
Q
)
収
ノ
]
f
A
g
伽
?
小
胡
.
P
Q
伸
二
1
]
搬
(
l
l
(
)
柵
P
寮
E
]
雌
′
f
)
E
7
呼
ュ
ー
ヰ
皆
ノ
l
･f
j
少
g
御
世
岬
i
他
出
.
･
1
Q
)
岬
二
1
C
･
東
c
E
･
な
y
心
L
ポー
胡
鵜
｡
岬
輔
〓
-
r]
要
撃
毛
Y
Q
)
心
′
Y
Q
)
耶
｡
小
畑
f
l
;
一
J
y
仙
喜
Q)
ト
ヽ
小
<
巾
.
*
｡
岬
C
f
鶴
f
f
放
任
小
畑
1
C
･
ぺ
‖
f
Y
Q
)
Y
a
-
か
朝
顔
輔
召
)
g
出
)
灘
ザ
q
.
=
j
麿
=
j
C
･
層
o
)
ュ
1
二
世
他
部
♯
.
心
〉
鵜
1
ュ
軸
〓
J
匿
頼
搬
胡
鵜
｡
ュ
f
7
ザ
g
q
t
′
g
Y
.fj
?
.
?
.
P
Q
)
二
fj
｣
紬
地
心
Y
岬
鮎
1
]
湖
由
P
a
)
桝
毛
Y
Z
ノ
]
･fj
q
中
毒
経
世
?
ド
)
･
小
<
巾
.
*
こ
抑
Q
岬
二
伸
Y
Q
)
+
L=
]
〉
駐
1
ュ
S
f
f
J
;
盲
Y]
T
]
碓
ヰ
1
C･
叫
〓
】
Y
岬
i
瑚
融
瀬
Ⅵ
0
8
瀬
Ⅵ
0
9
瀬
Ⅵ
O
9
瀬
Ⅵ
0
9
3
F
Ⅵ
0
9
瀬
Ⅵ
0
8
瀬
Ⅵ
0
9
瀬
Ⅵ
0
8
耶
Ⅵ
o
8
旨
Q
70
=j
C
Tl
)
r
7
;
]
C
tfj
)
T7
1
｣
E
#
有
.
)
g
;j
C
嶋
毛
憾
唱
蛍
世
Q
P
リ
世
世
叶
.
)
g
;
j
C
嶋
)
g
中
生
脈
_f
j
小
f
中
二
1
鳥
仙
恐
桝
‖
)
せ
E
E
)
池
雄
f
)
食
尽
.
(
=
j
C
･
･fj
)
fj
巾
蔀
)
=
j
C
･
磐
q
中
生
脈
.fj
小
f
岬
ュ
1
V
仙
雄
桝
〓
J
せ
匿
地
蟹
S
)
葛
尾
.
)
g
=
j
t
]
1
C
争
P
叫
掘
#
柵
森
糎
r7
宅
胡
#
P
智
者
駅
Ⅵ
o
8
4. 4 配食サ ー ビス 利用者の生活意欲と生活支援に 関する認識
4. 4. 1 生活意欲の構造
(1) 目的
高齢者の 自立支援 の 一 環と して ､ 生活意欲 を支援す る ことが重要で あるQ しか し､ 高齢者が ど
の ような生活意欲をもとに生活の 調整を行い ､ 自立支援の 意味を認識 して い るか は明らか では な
い
｡ 本研究 の 目的は ､ 配食サ - ビ ス を利用す る在宅高齢者の生活意欲 の構造と自立支援に対す る
認識の 関係性を明らか にする ことである｡
(2)方法
調査対象地域は中国地方の 4 町 (人口約 3500･ 16000人 ､ 高齢化率約 25･35%)で あり､ 分析対
象者は各町 の 配食サ - ビ ス を利用 して い る在宅高齢者 85人 (男性 19人 ､ 女性 66人 ､ 65-74歳
10人 ､ 75歳以上 75 人)､ 調査期間は 2002年3-1 1月で あっ た ｡ 質問項目は ､ 生活意欲に関連す
る項目として ､ 生活の 楽 しみ ､ 生きる支え､ 人 の役 にた っ て い ると思う こと､ 生き甲斐と し､ そ
れ らの 有無と内容 に つ い て ､ 半構成調査票を用い て訪問面接調査 を行 っ た｡ 各項目の 回答全体を
内容 の類似性 をもとに分類 し ､ 生活意欲と生活史にお けるでき ごと及び家族や地域の 人 々 との交
流 の 関連性 を分析 した o
(3)結果
対象者の 生活意欲 の棉成要因は 4 つ に分類され ､ 楽 しみ がある(57 人 : 畑仕事 ､ 家族の 来訪や
デイサ ー ビ ス で人と会う ､ 陶芸や手芸等 の趣味､ 誰か が声をかけてくれる等)､ 自分 の役割がある
(11人 : 子供や孫の 支えになる ､ 地域活動等)､ 自己 の 生活規範に添っ て生活 して い る (9人 : 元
気 で い る こ と､ 子供に迷惑をか けない ､ 他人にまかせず自分の 気持ちをその 時々 で 変えて いく等)､
自分に満足 して い る(1 2人 : 自分の 役割を立派 に果た した､ 身体 の具合が悪く ても前向きに生活
して い る ､ 自分の 歴史を大切に してい る等)ことであ っ た｡ ｢希望が なく なっ た｣ ｢若 い 人に迷惑な
の で長生き したくない｣ 等､ 4 つ の 質問項 目につ い て なしと回答 した者埠8 人 であ っ たが､ うち
2人 は｢友人や近隣の 人の 気遣 い を感 じ｣｢同年代が元気 で い る｣こ とを気持ちの 励み と して い た｡
4町 の うち3町の 女性で は ､
"自分に満足 して い る'' とい う内容の 回答は なく ､ 1 町の 女性で は約
半数の 8人が ､ 関連す る内容の 回答を行 っ た ｡
高齢者の生活意欲の 低下は ､ 自己の 生活規範や現在 の 生活に取り組む 姿勢の 認識内容と関連す
る と考えられた｡ また､ 地域の 人々 の 気遣い は生活意欲をなく し つ つ ある者も認識 してお り ､ 重
要と考えられた . 高齢者自身が人に迷惑をか けるこ と と自立支援を受けることの 意味の違い を納
得す る こ とや ､ 支援者の 立場か ら高齢者自身が支えと して い る過去や生活に対す る姿勢を理解す
る こ とが重要で あり ､ 自立支援の た めの 地域の健康教育が重要と考えられた ｡
自己の 生活規範が生活意欲 の 低下に結び つ く可能性もあるが ､ 自己の 生活規範の 再考や生活に
対す る満足感が あ るか ら生きて い た い とい う心理 に対す る支援は少なく ､ 楽しみや役割の 創出 ､
場 の 提供 に取り組ん できた ｡ また ､ 地域の 働き かけを どの ように認識 して ､ 生活意欲を変化させ
て い るか に つ い て ､ 検討 は少なか っ た ｡ 今回の 結果か ら ､ 楽 しみや役昏lの創出､ 場 の提供の 他に
も､ 高齢者の 生活意欲 を高め るため には ､ その 構造に即 した生活支援が 必要と考えられた｡
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4. 4. 2 生活意欲と生活支援に 関する認識の 関係性
(1)目的
配食サ ー ビ ス 利用者が､ 配食サ ー ビ ス を各々 の 食生活の 質の 向上及び生活 の変化の 創出に活用
して い る こ とが 明らか にな っ た ｡ そう した活用に関連する要因を明らかにす るために ､ 図1 に示
した分析枠組み をもとに ､ 生活意欲と生活支援､ 身体状況 の関連に つ い て分析 したo
(2)分析方法
生活意欲は ､ ｢楽 しみ ､ 役割､ 生きる 支え､ 生きが い 等をもとに ､ 生活 を続けようとい う能動的
な気持 ち｣ と し､ 楽しみ､ 役割､ 生き る支え､ 生きが い に 関す る自由回答を統合 したo 生活支援に
関す る認識 は ､ こ の 1年 間の生活状況 に 関する質問項目と して
"
地域の 人か ら得られる支援に満
足 して い るか否か ､ どん な点が満足 ある い は 不満が
'
､
"
人間関係 に満足 して い るか否 か ､ どんな
点が満足ある い は不満か
"
を問 い ､ それ らに対する自由回答を統合 したo 満足 ･ 不満の背景 を問
うこ とに よ り ､ 人蘭関係や生清支援に 対■して もとめ る内容 を明らか に しうる と考えたo
(3)結果
D 町では ､ 生活意欲と生活支援に対す る考え方の 関連性 に少なくとも 3 つ の タイ プがみられた
(表 4.4)o それ らは ､ 生活意欲 が低く ､ 利用者が期待する生活支援を得られな い と罷識 して い る
タイ プ (dl)､ 生活意欲が 比較的高く ､ そ の 人の 状況に即 した生活方針を明言 し､ 主体的 な生活支
援の 借用 を意図 して い る タイ プ (d2)､ 趣味や子 どもとの 交流 を楽 しみ としなが ら､ 生活支援に つ
い て あまり語らな い タイプ (d 3) で あ っ た o
利用者 が期待す る生活支援を得られな い と認識 して い るタイプ(dl)は 3人み られた(D2､ D 3､
D7)｡ 生活意欲 は､ ｢親類が周り に い な い こ とで 不安だらけ｡ 健康番組 を見て もどうもならない｣
(D 2)､ ｢しようもなく生きて い る｡ 死 にたく はない がなん となく生きて い る｣ (D 3)､ ｢畑仕事は
退屈な の でや っ て い る｡ 気力がなか っ た ら不安は ない ｡ 生活の 楽 しみ ､ 生き甲斐､ 生き る支えな
し｣ (D7) とい うように ､ 生活 に対す る能動的な気持ちが表出されず､ 低 い とみ なせたo 生活支
援に対す る考え方 は､ 社会的交流を大切に して楽 しみ に してきた ため に ､ ｢親 しい 友人等が亡く な
る こ とで こ た える｣ (D 3) 状況 にお い て ､ 配食者 の女性とは話す機会が なく (D2)､ 若 い 人とは話
が あわな い (I)3)､ ｢近所の 人が気遣っ てくれる. カ ー テ ン をあけない と電話がく る. よく考えた
こ とはな い が地域の支 えに満足 して は い ない｣ (D7) にみ られる ように ､ 利用者が期待する生括
支援を得られない と認識 して い るo D 3 は気を配る対象と して猫が い るが ､ 共通 して ､ 身近に自分
が気 を配り ､ 気を配 っ てくれ る対象者が みられ ない こ とで ある｡
一 方 ､ 3 人の 間に違い もみ られ ､ D7 で は｢生活環境に満足 しない と行く と こ ろが ない｣と述 べ ､
生活環境に適応 しようと して い る ｡ そ う した客観的な状況認識と生活環境 - の 適応の 態度や行動
をもとに ､ ｢近所 の 人が 気遣 っ てくれる｣と羅識でき ると考えられ る｡
生活意欲が 比較的高く ､ そ の 人の 状況に即 した生活方針 を明言 し､ 主体的な生活支援の 活用を
意図して い るタイ プ (d2) は 7 人み られ ､ 全員女性で あ っ た (D4､ D6､ D8､ D ll､ D1 3-1 5)0
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生活舟 帥ま, ｢身体が 自分で は思うようにならない の で割り切 っ て色々 な手続き をすすめてもら
う｡ 割り切 っ て今日を生き る｣(D 4)､ ｢給食サ ー ビ ス を (略)利用でき る人とできない 人の 差別感
覚やねたみ の ようなもの(を感 じて いる)｡お金が要 ることに つ い ては割り切りが必 要で ある｣(D 6)､
｢声 をこ ちらからか ける ことを椿蹄しない ことが大切｣ ｢その 時々 で ､ 自分の気持ちを変えて いか
なければならない ｡ 他 人はや っ てくれない｣｢制度が あるならとことん使い たい ｡ 外見を気に した
りす る こ とは ない｣(D 8)､ ｢なる べ く外出 し近所 の 人と話 し､ 自分で やれ る こ とを続けて い る｣
(D13)､｣ ｢自分で気措きを切り替える｣ ト 生懸命や ると色々 なこ とを忘れられ る｣｢素直に甘える
と力を貸してくれ る人もある｣(D15) にみられ たように ､ "自分で やれる ことを鰍ナて い る " ､ "
生懸命や る
"
､
`
博1り切 る
"
､
"
声をこ ちらか らかける
"
､
"素直に甘える'' と主体的な判断と生活行
動お よび意図的な生活支援の活用を示 して い た｡
また ､
"
人の役 にたっ
"
こ とを ､
``
人 の ために何か をする
"
だけで なく ､
"
人 を支援する
"
､ 高
齢者と して ､
"自分の 役割を遂行する
"
等の より広い 意味でとらえて い たo 具体的には､ 2 0年間
継続して い るサ ー - ク ル が 生きる支えで あり ､ ボラ ン テ ィ ア参加が 人の役に立 っ て い る (D6)､ 夫
の 邪魔は しない し引き受けたらの めり こむ (D 8)､ 元気で い る ことで人 (子 ども) の役 に立 っ て
い る (D l1､ 15) 等の 認識が み られた ｡ こう した自分 の 日常生活行動 に つ い て ､ 周囲の 人と の 関
係性 の観点か ら､ 自らを "人の役にた っ " と認識 し､ 意図的な生活支援の活用を行 っ て い た ｡ そ
の 結果 ､ 互酬性の 認織 により QOIJ が向上す ると考えられ た｡ また､ ｢相互支援の シ ス テ ム が ある
こ とに満足｣ (D 6) と､ 地域の 生活支援の しくみ を理解で きると考えられた｡
D 町の 活動者は ､ 配食サ - ビ ス 利用者に対す るねたみ の ような住民の発言に対 し､ 啓発的に行
動 して い た｡ - 方 ､利用者は
"
割り切る
"
こ とで対処 しながら､ 配食サ ー ビ ス を活用 して い た(D6)o
自分 の 生活状況の 客観視と自らの社会的活動による支援に関す る意味づ けをもとに､ 生活意欲が
保持 され ､ 割り切りとい う意思決定がなされうると考えられたo
趣味や子 どもとの 交流を楽しみ としながら､ 生活支援に つ い て あまり語 らない タイプ(d3)は ､
4 人みられた (D l､ D 5､ D 9､ DIO)o ｢囲碁を打つ o 推 理小説 ･ 本を読む｣(Dl)､ ｢自分で気ままに
暮らす｣ (D5)､ ｢畑仕事｣ (D9)､ ｢子 どもか らの 電話｣ (DIO) を楽しみ し､ 生活方針や生活支援
に対す る考え方 ､ 意図的な支援の 活用や支援 - の期待 は あまり語られず､ 少ない と考えられ たo
3 つ 以外の タイプは 1 人(D12) み られ た｡ 生活意欲は ､ ｢身の 回りの ことをそ の 日そ の 日や る
の み ｡ 生き甲斐はない ｡ 本 日 1 日無事に終わ っ たと思う｣の ように ､ 日常生活維持の た めの 行動に
関する意欲は比較的低い とみなせ た ｡ 生活支援に関 して は ･､ ｢誰も来ない より来て もらうとうれ し
い
｡ 1､ 2月 に施設入所 したい が年金では入れない ｡ サ ー ビ ス 利用に より負担が増える ことが不安｡
地域の 人に野菜をもら っ て支えられて い る｣ と述 べ たように ､ 経済的状況の 客観視 と訪問者に 関
す る｢来ない よりうれ しい｣と意味づけ し､ 野菜 をもらうとい う手段的生活支援に満足 してい た ｡
握力測定が困難 であ っ た こ とか らも ､ 日常生活維持 に負担を感 じて い ると考え られた o
タイ プ d2 ､ d3で は ､ 生活状況 を客観視 し､ 地域 にお ける自分 の 立場を意味づ ける こ とに より ,
不安や落 ち込み を感 じる こ とがあ っ ても ､ 生活状況に即 した生活方針ある い は生活行動の 根拠を
- 73-
もつ こ とが でき ､ 生活支援を主体的 に活用でき ると考えられた . タイ プ dl に対 して は ､ 自立支
援の観点か ら､ 配達者の 声か けに対す る期待 に対応する こ とや ､ 生活状況を客観視 し ､ 地域にお
ける自分の 立 場を意味づ け るため の 支援が 必要と考 えられ た｡
- 74 -
｡岬
烏
q
ペ
柵
利
伸
七
で
馨
湘
′
｣
料
簡
収
蔵
恕
恕
判
り
宗
叫
ュ
車
c
>
]
填
増
′
中
津
磯
崎
+
発
寒
鱒
.
訂
胡
り
芯
り
(
′
♪
F]
り
噂
)
仰
山
簡
佃
三
瀬
収
.
巾
仏
心
り
｢
巾
烏
)
1
土
長
軸
札
｣
.
恕
ペ
刈
?]
o
巾
3
:]
り
1
掛
倒
策
軸
W
中
山
堪
3
(
避
恕
e
y
R
l
本
鞘
桝
恕
胡
.
t
h
戚
㌣
琳
脚
s
g
騨
鱒
伸
す
凍
り
心
髄
桝
り
1
q
刈
山
都
撫
e
潜
桝
′
1
ぐ
s
g
?
l
l
c
(
2
.
t
f
q
水
村
刈
仰
木
静
鵡
り
仙
溢
頼
恕
胡
′
J
静
銀
り
心
舟
y1
㌦
披
c
>
駄
悼
e
艇
朝
練
皿
′
望
頼
経
巾
+
夜
り
心
髄
桝
.
4
:
-
'
J
C
2
t
Y
t
='
蒸
軒
心
g
+
7
)
[
触
5
g
繕
離
仰
木
夜
り
2
蝉
桝
.
山
崎
桝
姫
範
頼
酷
e
蝶
商
1
]
E
y
r
蒔
心
髄
桝
｡
巾
日
朝
芯
′
]
渦
〓
仙
E
F
コ
*.
e
池
桝
′
J
静
銀
範
頼
鱒
忠
地
恥
･
忠
地
悔
巾
+
夜
り
心
髄
桝
.
巾
4
;
心
t
t
Y
l
=
鮮
桝
爪
3
:]
q
刈
り
1
南
鍵
盤
朝
練
E
I
o
巾
烏
仙
貢
軒
刈
巾
芯
Z]
ぐ
り
仙
(
㌦
故
蝶
.
頭
佃
爪
二
刈
ュ
?
]
J
･
･
･
′
二
;
1
士
髄
赫
怒
剖
1
七
握
り
心
喋
蜜
柑
長
楢
蘇
)
鯖
瀬
恕
判
′
仰
g
紳
簡
増
襲
g
T
り
心
刈
り
g
+
溢
q
]
< T
ど
単
匝
中
華
能
埋
草
C
O
-
南
鰹
鮭
朝
練
E]
望
′
♪
巾
嬉
.
前
額
少
穂
]
礁
巾
T
り
小
南
艦
艇
胡
鍵
皿
?
]
り
填
り
1
騨
賀
酎
t
7
'
･
算
盤
･
壊
J
g
り
7
g
q
Fd
㌣
鮮
駐
峰
o
ト
*'
叔
避
堕
琵
e
朋
輩
単
i
｡
岬
戚
㌣
1
二
ぐ
り
山
型
堕
琵
c
o
O
■
q
'
e
定
収
′
望
刈
り
ュ
?l
l
′
1
二
ぐ
り
小
憩
寅
W
細
野
｢
蔽
巾
L
心
鴇
り
心
舟
忠
生
w
榊
罷
寸
L
d
舟
鬼
女
c
o
毎
lE
r7･
T
民
回
伝】
妹
直
▼
~
妹
･R
).串..
■r}
寸 .
E ]
LL)
｢ヽ
tヨ
⊂)
cd
▼ ~
く⊃
E)
L L)
EZl
Lt)
く○
▼ ~
ユ
⊂)
O
L∪
N
Cq
Et]
くヽ一
ed
I -
▼■- ■
▼■■一
† ~
▼■■-
同tt]
ぐり
▼ ~
Eヨ
一■■ ー
同～
▼ ~ ■
■
■
EZ]
▼■■
■
ー
▼ ー -
▼ - -
† ■ ー
▼ ■~
▼ ~
I - ■■
▼■- ■
▼ ~
▼ ~
･R
I
.
i
.
:早
⊂>
CO
くヽ一
⊂⊃
日
Cq
⊂)
u⊃
亡つ
O
.
くゎ
▼ ー ■
⊂⊃
く一⊃
⊂)
i
N
O
.
qD
O
.
CO
O
.
LL)
▼■ ~
｣
○
C5
L∪
† ~
亡つ
l詞
Cq
亡ヾ
Cq
く
V)
▼■ ~
▼■■■
亡tJ
▼ ■■ -
EZ]
I - ■■
▼■■-
I- ■■
I- ■■■
ー ~
tZ]
l I
▼ ~
▼ ■~
Cq
EZ]
▼■ 一
く 一ヽ
▼■■■ ■
Cq
† ~
I -
tZ
† ■■ー
I)
▼ ~
▼■■■
I -
▼■ ー
■
C q
▼■ ■ー
ー ■■-
†■■■
▼ ■ ー
▼ ~
【ヨ
▼ ~
I - I
田
CI
蝿
婆
一ぷ
′l J
′穴
¢ー
EZ
_ >
レ
柵
El
ト′
ぐ
軸
忠
国
亀
<
e
良.
ぷ .択 〉 J
> e搬嵯 峨
レ< 鵬r< 胡
o 〉 蝉 LCl吋
増 ニ m 恕坐
嫡tJ iliee
姑Iニ堪 ,TS1岬
句′
･只
<
e
士
++i
＼′
E)
t5
ド
lヨ
E5
蜘
･舶
由
E]
I )E5
田
i!
･鳴
句′
Eヨ
#
i!
Ji レj< 胡ii
L∩ 奄 ニ 刈 蟹
碑林頼 ユキ
世ト蝶凝 ii o
P 軸 心止＼ヰp 巾
救助 樽 凝 ,n 恥
皿l溝壮Liニ胡
BR
a
E)
E5
tTt
士
義
tJ
｣
a
レ
渇
塁;;
･如
rtT1
姑一
< o
Q ニ
能瀬 TJ代
僻 柵 r@ ',1
I
.
.!{..I.
藁 JJ 毛嫌
盤<朝粥
. 巾 ic輔
墜 机 .守
≡.::
I.I..
I..萱-
= ilf)
LtTr(-AJ
土 桝 v
嶋 e 虹
軸 繋 JJ
コヽ
Jl
｣
il
蝦
･肘 .
"I..
点
＼/
tJ
ぐ
恕
＼/
a
蝶
人∬
′†
･ R
跡
⊂正
土よ
艇
胡
&
国
単
｣
･郎
奄
'
S.
<
塗 一
和樹単勝烏 篭叶 e練磨 軸 i.. ～ . ,1賓 ニ 舌 ニ
一t<
舵
やー
悶
衣
m
琳tJ , 皿 ＼′ せ{iT81 封榊 DI 恕 EE.β r@ lト毛 .# ○
毛 ∩ニ cr3 レ 聴 ゼ
'
'( e 浪4｢ 食青恕 .嶋 lニ J ニ O
<# ～～ 1 J o d 阜< 健レ 審 ○ 小 P 求 tTb蝿 Jl軸
Q世ニ cq 桝 ニ レ ,> o o ぐ ･ ! .:I . 世襲 ニ 仙
瑚 要望 o層 起 rL 亀 崎敬啓 ･u 点e 項 やー JJ 上よ 恵
垂
料
舵
闇叔舟 ニ 出
'
& 昏ど隼K- s> り 山 蕗毛 E3ZE5lヾー中
> o 晋 tTb 机 s > コ 単 出
^
i&罷 岬 芯 心 ○ 噌 :i-u
.
-U -.U
心 ニ湛 ニ 心 娼罷 癖 A ) 刈 o 七 J 史昏構 LJlr<恕 IJ#E,
胡 ,P t
-&摩 iPニ
㌣ニ4, <凝
ニ P点 り り ニ
LEIQ叫 坤 将 J
嚇 桝 軒 ユ i1
軸ヰ′ ,W 蘭心
∩細せ1
潮 〉 o
-U ○
′♪ ニ
舟tJ 舟r@
^
i& - ■ -
- ● r< b
lt r( LO 噂i5り 脈 -Li ュ 七卓iき
J ∩婆岩城 レi1 ヰノLJ > tJ 1J1勺
J
3J ^n 高 レ岬
ヽ′
_R o .抄 ■..
i
" :;
.
士 'D ○`仙 対 ｣ lWEt 1 o 柵 ニ嶋 < ト申ニ 嶋 -～
箭 ヰ ニtJ < ¢ ● ､ I . 阜 巾 e ∩
Jhp
.R Q ＼′ 世 . 毛 IJ
- ー ■ . ○
･ミtl= ■.ー ニーや 砧 il,D iid 党 戟 - u 僻 戚 <i1< -.: . 雌ゆ
･=-I .. .
一
.
● 舶 ニ 臥 小 寸P罫 他 殺 さ‥二1 l..: 喪 亀 エ ペ Lト 泊地 ｣ rN
q 零せ
#
僻
顔
鰍
臣-
ノ仙
刺
三島
⊥U
り~
局
梶
砧I
i4-
I
琴
て
酎
k
o
J
#
′穴
国■
ぐ
転
叔
～.
国
L
=
.i.≡ . . 撤 ○一t<烏㌣ <
湘
O
舟
J
# #
*
o
J
#
iヨ
.1J
り
+
LEI
仲
ii
･桝
寸描
蝶
㍗
<R
1Ⅲ
も 毛L! 艇
却
(I
′
I
>
国
寸づ
南
悼
んD
+i
ぐ
′イ
Eヨ
凝
J>J1
一fモ o
只 J
JD ニ ュ lJ トQ
I)
E)
tJ
ぐ
心
. 鴫 巾 Ct ー h@哩 LE1蕃 l o財 毛tJ レ tや
tや 砧l ニ 谷 野ニi1 七草 車軸 e 一D J JT< ニ
心 魂 tJ v 密 レ頼戚 愚 ′ 軸 < 4ftii樹tJ
り -
. . :∴:.: 岸 -u
4{R 1J 漣ー 0
忘堪 胡為朝撫 l搬 吊 偽 り 異 榔 樺中 潮L? 上ま
鮮
e
<
′㌶
柄
やー
帆
胡^
i&
*
蛸
感
臣-
帆
判
㌣ ○
凍 ｣
叫 車
¢ー o
･# く
> 刑場胡最 長 e 三島 旺- e +1愉 他 心 故Liり
･L:N 僻番 ,D舟 J 准 s>ノ蜘 く土 ト . 山 脈鮮 ○
JAJ4, o毛 岬 漂 o v 封 4托世 ヽ 凍 り 昏e 奄
o 1 亘舟舟Ltホ T < e で策 壬毛 Iト ｣ eな< Q
J 埜 ′ J J ｣=､ ㌣ .♂ ia 溶 o < ,1 解任 皿 ○rD
･
tJq 盤 猿楽媒ii il e 恕 岩礁
e o
D
Jh!
耕[ 卜ー e e . ニ it
耕虐 ニ伸 e昏 0 一群 ▲n 駄 o 笛 牌艇 P Lt 士
駄 牒
和｣ ○
村 柵 軸《{i1輩 Ji t恥 ト¢ ○ 1胡 ゼ 烏 嚇
rri
o 胡1軸 〉 湘 巾 ニ桝 胡 ニぜ
'ie2 .歯 〉 .恥
4l土 . > 格 恕 ユリ 5a ニ ･h:N Iや s>LJ謹 城府 刈 昏 Q レ
-
rLrT
議 軒,A 心 +l駐4旺 コ 心 tJ i
-6
Q ホU 娼 O臣 . Jbi り 水中 0
一be
+
iJ iiJ 覧恥 +!長 和 Q 舟 せー ㌣<B牡 .. やー桝 巾
JV
R o 争 .
桝 琳 牒軸 Q ∩｣ . 胡起 rS1 笈 舟 Tー<宍 ニ TQ 烏 JJ.t< 埜JJ
佃 K- o ･ :.. ' 3-. ヰ
pS> J 桝 ○ レ 項U 止 り 桝< り
功U P ニ - . .
､
一 .
● 披 > 楽ii雌 ∩胡
午 .
P鰍
土 ニ岬 畢 ニ
eEZZgニ ㌣蛸桝毛 ニ 巾 ∨ 針で 旺正ヨ 名tTb仙 oiTt
′LJぺ♪ tJ 々 o e jJ トニ凝 壬拭 ⊥ s> P1 { ik)｣ せtニ J
｣ ニ i<q 机 J J JJ缶 ぐ 芸 名 K- 卜
'
'( o 粛lrt e 駄 札増毛tT6世
母 Lt pP ≡.
"
▲
. I.…
=: I.y f,
Jl卜 ､
1 :王_ ･抄 ヰU 品債 iU,D磯
凍ニ An
EEi
> 4 耕 < ニ鮮 . 芯 e や､ J 桝 塩 ,～ 嘩胡
瑚 .
世 舟
i
.
I J .#
J illJ 恕 匹 敵 e レ哨.i
,6
～ 蝶 やー J -L . 1: , I- ●
~-
I 礁 ti
礁 コ J 4 伸 助軍 0舟4r潜 戚 R
[ = eノ恥 t ニ 津lJ｣ 右端
^
i&亜
Ql軍レ 小 世朝雲巾無 o
'
&
i
& 聴 A)朝 BKレ 膝 J . 崎 戦 士 - 柵 空
!
-. = 叫 巾 . .恥 o ニ 巾 モ‡ti < 策ii O i!礁 Ⅱ 士 o t
-bゼ せ JJ
朝鮮
'
i&
叫 ー . O
｣ 細 心 堪蜜 岬 i<q 墳 蚕朝 鳩車土胡 軍 e 雌鳥 伸 長 刈 要 り
亡⊃
■一一 l
▼■■~
(コ
⊂)
亡0
択ー
同 同
【コ
E]
凸
LED tO ｢ヽ CO E1
lコ 凸 lコ 【⊃ a 【⊃
廿
団
o
co 増 ヨ-L1 完 三.r.I-.J.
≡. 一三
瀬
=. ≡
::l亘 _.
空
槻
牡
盤
台
銭
貨
せ
聴
缶
内
繕
鰯
噸
.
>
夜
‖
垂
桝
媒
朝
.
萄
僻
&'
幼
時
土
鴇
〓
南
軍
賂
昏
岳
C
[
寸
.
寸
僻
O
.
(J〉
L )
E】
I- - ■,
槻滋
零晩
⊂>
(
■
ウ
▼ ~
▼ ~
FgR一
亡り
t2]
YNN -
Cq
▼ー ■■
l r
ー■■~
I-
▼■ ー
`▼■ ■■
† ■ー
-ーーー
E glilEg
Cq
N
q
EZl
▼ ~
⊂)
▼ ~
▼ ー
a
.
EZl
O
.
FEl
Cq
⊂>
LL}
0
.
LL)
`ーー -
E⊇l
ぐリ
▼ ~
▼ ~
EZ]
､
▼
■
■
■■
■
■
tヨ■
▼■ ~
▼■ ~
■
ー - ■■
† ー
lヨ
▼ ~
▼~
▼■■■
I - ■
▼ ~
I - ■ー
▼
■■
ー■
▼lー ー■
ー■■-
tZ]■▼ ■ ■
▼ ~
tZ]
同R一凹tt]
ぐ一ヽ
!や
i書- I .
o 岬
増 叫 Ctii
E]
¢ー
〟
E)
tJ
J
嘩
軽
ti
*
悶
G)
LO
′▼
Eヨ
<
e
鮮
卓
=､ } N3磐1 ,P恕
ii ilLE1鍵 i)喋 凝 ぐ 一h!督 ,>5J ㌣
巾 点 " H. - 一
. ∩ Lil ニ凝 中心 ヘ 小 机
喋 > N有 瀬 端 虹長 4 v iiニ 恥 o 態
!itJ o _ r<# ～ iltJ tJ 村 越tJ 恕岬 策
嘩 ぐ 岬 - 'ij敵吋 忠 一対韻搬 J年ミニ嘩
一言AL - . I!i三 f & 軒噂o堪 岬tJ 題
<心tJ ニか<吋 i! * 磐追 伸 <桝 J 臣
G)蝶 J J . eニ 堪距 JJ潜 u 策 仙 胡<
鉱山 哨 ぷ ニ鮮 o 岬 巾 LJ 嘩瀬端n le
湖 長蝶 小 村卓嘩 中 盤 -
山 野ti JJ患 .輝 r< < o 蹴喝 ニ 将 l 宅<
ニ n 鱒 小 r<伽 J 'iJ6;嘩 ik)貢瀬鳩 ,> 髄械
心 出桝 ･D 世 路 吋ヽ f 応軽 r(赫 々 ㌦ Jh 腺 o
点 品髄 e 碑 P範唾 車軸 出 知 r(ii< 恥 o ニ
＼′ 監 レ JJ人J ･ ●
'
h 桝 岬 o^n 心
ド 芯
'
&貿 輔牡 り ゆ A 卜 岬 桝 I, ::--
J ∴ 卜 げヽ コ 毛 ゆ ニ 取 JJセ､ e 遵奉ii> 点 A)LD
＼′ lト †申 -Lt ニ 一t<tJ < コ 繋 理解<ト ∨ ニ七
⊥` 1lトニ ニJl智恵 -!.. 萱 恕碇Q JIJ ヰ三晶
+
A 求,t簿 kT&｣ 毛 LCt
′ e ｣ o 4t)篤 朝鮮 ぐ ｣ 恕
磨 上よl卜 出 横辰男トN!. ど鵬 巾 ヨ L :≡ .
El 歯垢 ニ iPp< d ヰ叫 I- ‥ ←-.-- ニ 0 .o羊ミ㌣有難ニ
舟 !● ,:‖i t 忠.% D レ 匿晋 > 鞭晶心 AJ琳軸 !i 凝
圧ト -U
り
やー
E)
Z5
P
蝦
lR
同
EE-
ヰU
団'
i&
心
●
J K. > i ㍗W.I メ
舟
J
#
4-
I
柄
トロ
ヰU
叫
E]
ーや
一ー
E】
ト′
∩
iJ昏 小 P Q'
仙 JJ e tJ 小 潮 -u 亀 姑l晦胡d
胡
′
一穴
り < 撫｣ tLi EE- i 端㌦ JJ# o
e やー 一朝 > 巾 机 Q o故 p@ e 小
エト ニ e 毛叫 凝 剖蔭 や 収ニ 繋鳴
桝 宜tJ 野LT6
+
& o範 湖 宕 P レ蜜JJ o
トロ Q ぐ o 曹 ニ ㌦ エ へ ｣ 健虫 o o 小 崎
帆 軸心 爪 o レ5J村 j召 ･ 柑
. .
一...
胡
k
o
. ㍊嘩 s> ニ巾 J ト 音 〉 世i1 ニ仙 ′D
J 鮮 ん 蟹 O o 叫 th 〉 紀 和 tp( レ胡烏
都 ㌣41 轄ii岬 > ,M< { iuO(∩Li蛸
J Jbls> O 磐 J ニ rLi.( 岬 各1!etTb奄軸
# 桝 品 ,a ･吋 'D レ > 4- tT6 e々†戸il illJr
e 柵
選
Jt<
O
柄
やー
巾U
刺
㌣ト申
巾 恕 盤 桝樽JP( . 轄 o <蛸
.
iU 奄 eJJ
& 和 一や ii N3Gi細 舟 . 小 o o 中 小JJ沖 Lt
胡 胡恕. 也 嫌 JJ髄 tO 桝 岬 81
串
=ヽ
鵜
レ
∩
本棟毛 Q
.
JJ JY
-
a . ii灘 胡替ニ ∨ ニ J ニ 糖 争JJ ヰ叶ぜ
.ユJ ｣ 聴 n o o tTbJi レtJ レ -u 蹴 り
'
iU 世 JJ
り i<q 単 .1 ニfQ 士 心 土 J 士 < K- 岬 小耕 坤
I¢ 故殺 皿 凝 ニ ュ匪 ぐ昏堪 _ o ニ 世E8- 辛
点 J o侭 坐 レ坐 振由 感触 烏 恕レ 喪心 聴
＼/
ヽ
′ ヽ 0 O o -り ～
舵
軸 o
Eai
机lⅦ王
如 穂ニ o eニ 忙+l〉 ニii点 り 毛 T5)胡o o胡
把 J トノ ｣ 岬.討 軒 u b,t 心 髄ij,3岬 4HiO笥 ft< 岬 ]
′
崇 ∩ 対 空 心 鮮Jf< 望 軸 JJ > 掛 ^J=0(J .
⊂n
o 範 頼 穂 m 耕 り e憩嚇策 匪 争 り 対 r@ 埜1Ⅲゃ ぃ 巾
煙 J 柵i1 TSJeEE- ニ < コ K- An 皆 P e磐 ト皆 o 仙 ∩晦
芸 5J 叶 ポ､トレ 也 凝 心 琳㌣固tJ 余 < # 放心 崎 胡+l 軸
iD叶 .▲e 披 m 胡
'
i&壱岐上e AJJ 1 Ⅲe 取- ii ぐ I7<
J
% L!.～
1J 磐 蛸 < 蹴e o 耳空 仙 巾 巾 噂 ′ 転 机 <心 部 iJ鮮IJ
巾耕 虞 P 忙中 J 僻 レ世 点心 軽 J 渦潮 壁 > コ りift
-6
⊂>
I - ■
lY-
`
▼- ■ ■
くヽ 一
▼●■
■
'-
ぐつ
▼■■■-
E]
▼ ~
LE)
､
ー■ - ■■
⊂〕(⊃ lコ l⊃ l⊃ l⊃
岩
槻
せ
盤
台
賀
半
壊
聴
恐
喝
穂
朗
吟
i
夜
〓
i
鰭
桝
娯
胡
.
番
㈱
鵬
潮
岬
士
鵜
〓
1
神
野
蒔
e
l
l
d
凸
冨
僻
5 . まとめ
住民の 活動者と保健福祉職に よる配食サ ー ビ ス の 提供方法及び在宅高齢者が ､ どの ように配食サ ー
ビ ス を食生活の 構築に活用 し､利用者と して の 役割 を遂行 して い るかに つ い て ､ 実態を明らか に した.
実態をもと に ､ 食生活に つ い て何 らか の 障害 を有す る在宅高齢者 の 生活意欲 を高め ､ 自立 した生活を
支援するための 配食サ … ビ ス の 要件を考察 したo
調査地域 は ､ 高齢化の 進ん だ 4自治体 A､ B､ C､ D ( 人口 3,40 0-1 6,000人､ 高齢化率 28- 390,ち) と
し ､ 配食サ ー ビ ス にお ける調理及び配達の 活動者 A(28人)､ B(40人)､ C(12人)､ D(22人)､ 計 10 2人
を対象にグ ル ー プイ ン タ ビ ュ ー を行 い ､ 逐語録 を内容分析 した (調査期間 :20 03年 3-11月) . 各自
治体の 中心的活動者は ､ A は食生活改善推進委員､ B は民生委員とボラン テ ィ ア ､ C は民生委員 ､ D
は 一 般公募の ボ ラ ンテ ィ ア であ っ たo
A では ､ 利用者の 気兼ねを避 けるため に ､ うち解けて引け目を感 じさせない 接し方を工夫 し ､ B で
は ､ 顔を見た り声 を聞い たり して ､ 個々 の状況に合わせ 対応す るよう心が け ､ 根気 よく話す工夫をし ､
個人情報 は 口外 しない ように して い た ｡ c で は ､ 利用者の 生活上の 問題 に対 して 早期に対応でき るよ
うに､ 日頃の 体調や生活情報の 把握に 努めて い たo 良生委員が活動の 中心 であるた れ 安否確認や 見
守り の 工夫をして い た｡ D で は ､ 個人的 にた ちい っ た事には触れない ､ 丈夫で ない ことを前提に声を
かけるな ど､ 利用者ひ とり 一 人の 気持 ちに添 っ た声 かけや挨拶の 内容を工夫 して い た｡
共通 して ､ 活動者と して の 役割遂行の ため に ､ 利用者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン にお い て具体的な 工
夫を行い ､ 同 じ地域住民と して利用者の気持ちや生活を尊重 して い た0
また ､ A で は ､ 食生活改善推進委員 (食改) の 伝統ある活動が行政 の 広報に より評価され ､ ボ ラ
ン テ ィ ア の 意識 が 高揚す ると考 え､ ボラ ン テ ィ ア確保 と育成の ため の 組織的な対応 と して ､ 社会福
祉協議会が 募集す る こ と を期待 して い た｡ B で は ､ 配食サ ー ビ ス を高齢者 に周知 して利用者 を増 し
たい と考え､ 広報活動を期待 して い た ｡ C で は ､ 中断者の 増加 ､ 新規利用者が い ない こ とに気づ き ､
利用者 - 周知す る ため の 広報活動 を期待 して い た ｡ D で は ､ 配食サ ー ビ ス に よ る ｢地域づく り｣ ｢住
民間の 支え合 い｣ を目指 し､ 元気 な高齢者の サ ー ビ ス 利用 - の 批判 を解決する ために ､ サ ー ビ ス の
必要性 と効果を住民に理解 してもらうた め の広報 を期待 して い た｡
共通 して ､ 配食サ ー ビ ス を地域資源 と して位置づ けるた めに ､ 配食に 関す る保健福祉広報を行政
に期待 して い た ｡ 地域差をみ ると ､ 活動 を推進す る方策 (A) , 利用者確保 (B ･ C) や住 民の 配食
サ ー ビス に関す る啓発 (D) に つ い て行政 との連携を期待 して おり ､ 各地域の 活動者の 立場や考え
方にもとづく 問題認識 を反映 して い ると考 えられた｡
活動者と行政の連携に 関 し､ 4 町の う ち B で は活動 マ ニ ュ ア ル を行政に要望 し､ D で は福祉職が
留守時や初回訪問の 対応 マ ニ ュ ア ル を作成 し､ 初回訪問に同行す る等に よ り活動者が安心感 を得て い
た ｡ 高齢者を見守ると い う共通の 目標 に関 し､ 健康メ モ を社協と共 有す る必要の ある安否確認情報と
認識 し､ 福祉職 - 連絡す る こ とを活動者の役割と認識 して い た o
活動者と保健福祉職の 連携を推進す るには ､ 情報共有の た めの ツ ー ル 等を含め た具体的な活動方法
の 支援が 必要と考えられたo
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4自治体にお け る配食サ ー ビ ス の利用者5 5人 (A 14人 ､ B 23人､ C13 人､ D 5人) を対象として ､
訪問面接調査 (2001年 9月 -20 02年4月) を実施 し､ 配食サ ー ビス利用とそ の 効果に関する認識 につ
い て 自由回答を得た ｡ 内容 の類似性をもとに分類 し､ 食生活 - の借用及び利用者役割の 遂行 の観点か
ら分析 した｡
9 8分析単位 (A 27､ B 45､ C1 7､ D9) を抽出 し､ 各自治体別 に分類 した結果を統合 して ､ 12 の内容
を得 た (1配達す る人に よ っ て話 した り ､ 相手の 忙しさを気遣 っ て 話さなか っ たりする ､ 2 自分も話
を聞い て あげる ことがあ る ､ 3 民生委員と親しく話せて よい ､ 4調理業者に調理内容 へ の反響や感謝
の 気持ちを伝えたり ､ 調理ボラ ンテ ィ ア - の 配慮か ら伝えなか っ たりする ､ 5 自分 の 現在の 支援 二 -
ズと配食方法からは生活を支えられて い る実感がない ､ 6 配食サ ー ビ ス を利用 して福祉サ - ビ ス 利用
の 抵抗感 がなくな っ た ､ 7自己負担により弁当を買 っ て い る感じで ある ､ 8調理内容と方法 ､ 費用の
観点か ら配食サ ー ビ ス を評価 して い る ､ 9規則正 しい食事を維持セきる ､ 10調理の 身体 ･ 心理的負担
が軽減し安心す る ､ 11 自分の 生活リズ ムや食生活に組み込んで い る ､ 12配食サ - ビ ス を頼 っ て は い
けない と思う人も いれば､ 利用に より調理 しない 人もい る)0
これらはさらに ､ 5 つ の 内容に統合された(Ⅰ 配達者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の機会と して ､ 個人
的関係や相手の状況をみて話 したり ､ 話を聞い てあげる､ ⅠⅠ 配食サ ー ビ ス 利用者の立場か ら､ 調理内
容 - の 評価 を伝 えた り ､ 調理ボ ラン テ ィ アに配慮 して伝えなか っ た りす る､ ⅠⅠ 生清支援と いうより
は弁当 を買う感覚で利用 して い る ､ Ⅰ∨ 調理の負担 を軽減し､ 生活リ ズムや食事 の質を維持する よう
に活用 して い る ､ V 食生活の 自立志向の 高い人と低 い 人が い る)o
利用者が活動者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を大切に しなが ら､調理者の負担 - の気遣いや調 理内容の
改善 - の働きか けに より ､ 配食サ ー ビ ス 利用者の役割 を遂行 して い るこ と､ また主体的に配食サ ー ビ
ス を活用 して食生活 を構築して い る ことが明らかに なっ た ｡ 利用者にと っ て配食サ ー ビス 利用 は自立
支援に 関する学習機会とも考えられたQ
以上の 結果か ら､ 配食サ ー ビ ス 利用者 ･ 活動者は､ 地域住民と して相互 に気遣い ながら､ 一 定以上
は 立ち入 らない で ､利用者の 問題を早期に把握す るとい う自立支援を行 い つ つ ある こ とが 明らかにな
っ たo したが っ て ､ 利用者 の 生活の 問題 を活動者が捉 えた ときに ､ 保健福祉職者とt, て確実に介入す
る こ とが ､ 自立 した生活を支援するための 配食サ ー ビ ス の前提と い える ｡
加 えて ､ 1)配食サ ー ビ ス の 維持発展の た めに ､ こ う した実態に つ いて地域に広報を行う ､ 2) 主体
となる活動者の 立場や考え方が配食サ ー ビ ス の質に反映されるた め ､各地域の精勤者の 特性 に即 した
活動者の 支援が必要で ある ､ 3) 配食サ ー ビ ス を組み込 みながら自分の食生活を構築す るとい う認識
が あまりない利用者もみ られた ことから､ 健康教育が必 要で ある｡
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資料(1)
2001年9月 28日
A 町健康福祉課 御中
社会福祉協議会 御中
｢A 町配食サ ー ビス 利用者の 生活現況調査｣の概要
○調査者 : 吉本照子 (千葉大学). 阿部芳江 (島根医科大学) 前川厚子 (B 古屋大学)
波川京 子 (広島県 立保健福祉大 学) 柳滞尚代 (新潟青陵大学)
疋 田理津子 (産業医科大学)
協力者 : 藤原久美子
○目 的 : 配食サ ー ビス 利用者の 日常生活行動､ 生活 ･ 地域に対する意識 ､ 健康状態と保健行動 ､ 配
食サ ー ビス に 対する評価に つ い て 実態を明らか に し ､ 利用者 の QO Lを高めるた めの 要 因を検討する ｡
○調査項目
1. 居住条件
2. 配食サ ー ビス 利用 の 理由と評価 , サ ー ビ ス 利用 による地域に対する意識 の 変化
31 社会的交流
4. 生活 ･ 地域に対する意識
QO Lの 心理的 ･ 社会的 ･ 環境的側面 およ び総合評価と して｢生活 の ゆとり｣｢生活満足度｣
5. 将来の 生活 に対する意識
配食サ ー ビ ス利用者は どの ような生活 - の期待 ･ 不安 ･ サ ー ビ ス ニ
ー ズ を有 して い る かo
6. 健康状態と保健行動
7. 日常生活行動
外 出､ 買い 物､ 家事､ 金銭管理等 の 自立 を阻害する要 因がある か｡
8. 生きが い
9. 健康水準 (経年変化を検討する ため)
○添付調査票 に示すように､ 調査対象者 の 方 々 には ､ 個人情報 を保護するこ と をご説明 した上で ､ ご
回答 いただきます｡ 質問項目が多めに な っ て い ますが ､ ご負担の 程度をみ なが ら､ 調査を実施 し､ ご
迷惑をおか け しない ように致 します ｡
○今回の 生活現況調査で は､ 量的な評価 よりも､ 回答 の内容 ･ 背景に つ い て 明 らか に致 します (添付
調査票参照) ｡ 調査結果を ､ 生活 障害を感 じ始めた方々 の 生活 の質を高めるた め の介護予防サ ー ビ ス
に関する資料と して ､ A 町 に ご提供 した い と考 えて い ます｡
○調査期間 :2001 年9月 28日 ( 金) - 29 日(土)
○調査内容に 関する問 い合わせ先 :
吉本照子 (敬/Fa x:043-226-2466､ E- m ail:yo shimt@n urs e. n .chiba-u.a c.jp)
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旺A 町健康福祉課 御中
社会福祉協議会 御中
配食ボラ ンテ ィ ア の 皆様
｢A 町配食サ ー ビス 利用者 の生活現況調査J結果の ご報告
資料(3)
2003年3月 25-26 日
平成13年度 に続き平成14年度も､標記調査にお い て ､多大なご協力をありが とうござい ま した.
ご報告が遅く なり恐縮ですが ､ 在宅 高齢者 の 生活支援 に関 し､ A 町健康福祉課 ､ 社会福祉協議会
及 び配食ボラ ンテ ィ ア の 皆様の 活動の ご参考と して ､ 第 一 段階の ご報告を い た します｡
○調査者 : 吉本照子 (千葉大学) 阿部芽江 (島根医科大学) 柳滞尚代 (新潟青陵大学)
波川 京子 (広島県立保健福祉大学) 前川厚子 (名古屋 大学)
協力者 : 藤原久美子
○目 的 :1 配食サ ー ビ ス 利用者(利用者)の 日常生活行動 ､ 生 活 ･ 地域 に対する意識､ 健康状態と保
健行動 ､■配食サ ー ビス に対す る評価に つ い て 実態を明 らか にする｡
2. 利用者 の 生活 の 質 (QOL) を高めるた めの 要因を検討する｡
○調査期間 : 平成14年度 2002年10月 5日 (土) - 6 日 (日)
平成13年度 2001年 9月 2 8日 (金) - 29日 (土)
○今回 ご報告する項目
1. 分析対象者 の属性 ( 表1)
2. 身体機能と健康状態の 経年変化 (図 1,表 2)
3. 配食サ ー ビス を利用 して よ か っ た こ と (図 2)
4. 配食活動者 との 関係に関 して 感 じる こ と (図 3)
5. 心 の 支え ･ い きが い (表3)
○調査結果に 関する問い合わせ先 :
吉本照子 (TEL/Fa x:043-226-2了67､ E- m ail:yo shimt@fa c ulty.ch
''
iba- u .jp)
千葉大学大学院看護学研究科
看護 シ ス テ ム 管理学専攻 地域高齢者看護 シ ス テ ム 管理学
〒260-8672 千葉市中央区亥鼻1-8-1
表1 分析対象者の属性
人
性 年度 年齢層 計
<75 7 5< - <8 (< - 8 0
男 14 1 1 3 5
13 1 1 3 5
女 14 3 2 12 17
13 4 4 13 21
計 14 4 3 15 2
13 5 5 16 26
13年度分析対象者のうち ､ 1 4年鹿追跡調
査困難理由:死亡1人 ､ 施設入所1人 ､ 転出
1人 ､ 入院中1人
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配食の人と話せる
配食の人が安否をきづかう
日常生活 の楽しみ
食事の用意が身体的に楽
栄養的に整 った食事
規則正しい食事
食事用意 の 手間省ける
経済的な食事
味や見栄えの よい食事
日頃の食事の参考
福祉サ ー ビス 利用 の抵抗感減少
0 5 10 15
人数(22人中)
図2 配食サ ー ビスを利用してよか ったこと(H 1 4)
配食の 人に気兼ねを感じる
言葉から心づか いを感じる
自分の健康や生活に つ い て聞く
ほぼ決まっ た人が届けて いる
配食を利用して自立した生活をしたい
配食の 人に自分の 生活を支えられ て い る
調理方法に心づかいを感じる
配食する人 に励みを与えて い る
自分 の感想を伝えてい る
配食の人が配食サ ー ビス に つ い て話す
配食の 人が食事の内容や味を尋ねる
20
0 5 1 0 15 20
人数(22人中)
園3 配食する人との 関係に関して感じること(H 14)
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資料(4)
2004年 10月 27 日
千葉大学 吉本照子
名古屋大学 柳滞尚代
D 町配食サ ー ビス 活動者は ､ 活動に関 して どの ように考え､ 感じ､ 活動 して い るか ｡
○ 調査対象 : D 町平成15年度配食ボ ラ ンテ ィ ア (調理 ､ 配達)
○ 調査 日時 :2003年 5月 28 日(水) 6人 ､ 2003年 11月 16 日(日) 16人
○ 調査項 目 :
1) 配食サ ー ビ ス の 活動にお い て ､ 心が けて い るこ と ･ めざして い る こと
2) 1) の ために ､ 工夫 して い る こと
3) 配食サ ー ビ ス 活動 にお い て感 じる問題や負担に思うこ と､ よか っ たと思う こ と
4) 3) の 問題や負担 を解決するた め に行 っ て い る こと､ 工夫 して い る こと
5) 今後 ､ 新たに碍勤 したい こ と
○ 調査方法 : グル ー プイ ン タ ビ ュ ー (3- 6人)o 許可を得てテ ー プ録音を行 っ た o
o 分析方法 : テ ー プ録音をもとに逐語録 を作成して ､ 発言内容を要約 した｡ 要約記述 に つ いて 内容の
類似 したもの を分類した｡
○ 結果
1 . 配食サ ー ビス を利用する在宅高齢者及び現在の 活動をどのように捉えて い るか
ほ 分にでき る社会貢献と して軽い 気持ちで始めた】
･ だれ かが持 っ て い かなければい けない か らo 忙しい 方もおられるからoLまあ､ あの ぐらい の こ となら
わ しもでき るか ら､ とい ぐらい の 軽 い気持ちでね ｡ 大きなこ とで は社会に貫献で きない けれ ど､ まあ､
こ うい うこ となら｡ 物事は ､ でき るこ とからやればねo 次々 に ､ あればや ると いう
- ･ - ･ ･ ･ ･ ･
o
【い つ か自分が支援を受けるときに言 われないように ､ でき るときにや っ て おく】
･ で きるときに できるもの を しときや あええんだろうけえo できない ようになっ てか らて ごう (手伝 い)
して くだ さい言うちや っ てもできない ｡ 今ならでき る し｡
･ や っ ぱ しや っ とか にや あ ､ み ん なが ｡ あの 人はちょ っ とも してくれてん なか っ たの に い うて か らね ､
今に な っ て 甘えて も､ 知らんねえ ･ ･ ･ ･ ｡
【利用 して い る高齢者 へ の 声かけは難 しい ｡】
身体が辛 い 中で ､ 配食ボ ラン テ ィ ア に礼を尽くそ うと して い るの がわ か るの で ､ 元気 で すか とも言 い に
く い o 一 方 ､ 何かを しない と い けない と思 っ て い る ような人に無理 をしなさんなとも言 い にく い ｡ 声か
けは難しい ｡
【頑張 っ てひ とり で気丈に暮らしてお られ る】
･ 若 い 人に言う ような感 じでお元気ですか と言 っ た ら ､ ｢それ は ､ 元 気ですよ｣ と言われたo そ ん なこ
と聞 い て どうするの ､ とか言 われそ うな感 じ｡ す ごく頑張 っ て るな ､ とい うような印象を受け た｡
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･ 私にそ の 補聴器を向けられたか ら､ 今 日 は い か がですか と言 っ たら､ 今日 は
- ル パ ー さん が来て買 い
物に行 っ て もらっ たの か連れ て い っ て もら っ た の か して い ただい た の か ､ すごくは っ きりと答えられて ､
ひ とりで気丈に暮ら してお られ るとい う様 を拝見 しま して ､｢いやあ
- ･ ･ ･｣とい う の が第 一 印象で した o
･ お弁当を持 っ て行く方 臥 お ひ とり暮ら しの 方が結構たく さんお られ る ので ､ そ の 方を見て い ると､
たくま しい 人生 を送 っ て こられたという の もわか る し､ それを皆さん本当に当たり前の ように過 ご して
い ら っ しや るの が よくわか りますねo 自分 に と っ て の 一 つ の鑑 ､ サ ン プル に なるとい うと こ ろが ありま
す｡ かくありたい な､ という人もお られ る し｡
【高齢者から日常生活に関す るこ とを教えて もらい楽 しい ことが 多い】
･ 物は食べ 残 しでも何で もば っ と捨て て しまう けど､ あれは こ うして こ う して使えばまた次に使 えるよ
とか ､
･ そう いう ような食べ 物 に して も何で も ､ よく教えてくれる人が い るん です よo ああそ うか ､ とそ
ぅい う話を聞か せて もらっ たり｡ それ で ､
一 生懸命花をつ く っ て お られる と､ 自分で は花 をつ く る こと
をよう知らない け ど､ 教 えて もらっ た りす る こ となん かでも結構楽 しい こ とが 多い ん ですo
ほ 分で できるも の はある軽度自分でや る こ とも大事で あり､ 頼 りす ぎると退化す る】
･ それから自分で できるもの はある程度自分 でや るこ とも大事なん ですよo 頼る の もええがなo 月水金
や っ て ､ あとは自分で でき る人は自分でや るo 頼りすぎるとね ､ や っ ぱり退化するん じや o そ の兼ね合
い がの ､ ち ょ っ とね ･ ･ ･ ･ ｡
･ 困 っ たときには 必ず支援が できるo 要 らな い とき 掛 ､い けども ､ 困 っ た とき に - ル プが できると いう ､
そうい うこ とだと 思い ます. そ の ために
- つ 一 つ 何か ､ 知恵 の輪がふ えて いくと い い なとい うふ うには
(思 います)0
【活動 を通 して そ の 人の 老い て いく様子が わ か る】
･ もう4年 にな っ た んですかね ､ 5年目ですか ｡ や っ ぱり ､ 皆さんが老 い て こ られたo まだ ､ あの こ ろ
ぉ 元気だ っ た方が ､ どん どん年をとられて い る｡ そ うい うの は如実にわ か ります よね o 月 に 1 臥 2月
に 1回ぐらい は会 わない方でも ､ 特に それが そ うだか ら余計わか ります よね｡
･ もはや強が り に な っ て い るなと いう方はお られますよねo それま で は ､ で き るか ら何 とかや っ て こ ら
れて い て ､ ご本人様の 意識の 中では多分あまり変わ っ て い ないん だと思う んだけど､ 側面か ら見て い る
と､ もうちょ っ とぎりぎり じや ない かなとい う の は ､ やは り見えてき草す ｡
【長 い 冬期間 の高齢者 の 孤独や精神生活を見守 る こ とが重要】
･ 大朝の 長い 冬 を越 して い ると､ やは り高齢者の ひ とり暮らしとか孤独 か らうつ 病 にな っ て い くとい う
こ とがあ っ て ､ そ こ ら辺 に注目 して い かなけれ ばい けない の か なとい うふうに ふと思い ま したo
【ひ とり暮ら しより 二 人暮らしの ほうがも っ と大変】
･ ひ とり暮らし ､ ひとり暮ら しと言うん だけど､ ひ とり暮 らしより 二 人暮 らしの ほうが も っ と大変 い うQ
･ 多分 ､ 奥さん の ほうはひ とり暮らしよ りも っ と大変だと思うよ｡
･ 3 日間お 二人分利用されて い るお うちもあります よねo そ の 日はもうお 汁と､ ご飯 は 温か い の が
い い
け､ ご飯だけ用意 して ｡ ご飯 は次の 日 にお か ゆさん にす るとか そうい うふうに 変えて食
べ るんだとお っ
しや っ て い ま したけどね. 二 人分の ご飯 っ て ､ 結構量が ありますか ら.
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2 . 日頃の活動で エ夫 して い る こと
監個人的な込み入 っ た事情に は触れない3
･ 一 応 ､ お声は かけてお弁当は置か せて い ただくんですけれども､ 個人的なプライバ シ
ー とい うか個人
的 な込み入 っ た あれ (事情) には触れて は い けないと思うの で o
- 応 ､ ｢元気ですか｣ という声 はか け
るん です けど､ 大丈夫です ､ と言われて あれで｡
｡ 私は ､ 普通に行 っ て ､
一 般 の 話を して . 普通に 一 般の話を してo まあ ､ 用心 しなさい よ ､ こ けなさん
な よ､ と言うぐらい で ｡
･ 調子 がよくて も老人には ､ こ けん ように しなさい よとか ､
一 般 の ､ これと い っ て 四角張 っ た こ とは言
わ ない で ｡
【利用者が あまり丈夫でな い こ とが前提と して ある の で ､ お元気ですか とい う言葉は あま り使わない】
. ぁまり言わな い ように して い るこ とは ､ 大概､ 高齢者の 方､ 利用されて い る方とい うの は ､ どこか ご
自分で三度の食事が難 しく なっ てきて い るとい う､ そうい うふうなことを前提とすれ ば､ あまりお丈夫
で は ない だろうとい うこ とが前提と して ある の で ､ ｢お元気ですか｣ とい う言葉は あまり使わない よう
にと思 っ て い ます o まあ ｢こん にちは｣ とい うことで ､ 次の 話を したい ので ､ そ の言葉が何かな っ てい
うの は そ の 人そ の 人で違 っ てく るか なとも思 いますねc ｢い かがですかあ｣ という ような感 じで しょう
か ｡
【見か けで調子が悪 い とわか る人 には ､ 今 日はきつ そうな顔 して い るね､ どう したの と声をかけるo】
込 み入 っ た病気 の ことは全然わか らな いが ､ 見か けで調子が悪い とわ か る人には ､ ｢今日はきつ そ うな
顔 して い るね､ どう した の o 目が ち ょ っ とお か しい ね｣ とかい う声は ､ かけて あげるo 時間が あれば座
っ て話 し､ 相手に よ っ て しん どい と聞けば､ 家の 中の仕事を気軽に手伝う｡
【食事 をお持ちするとき の第 一 条件と して 身だ しなみ を整 える】
･ 行く ときはきれ いに清潔に して ､ 感 じが悪うない ように して.
･ ただ物を届けるん じや あなくて ､ お い しいもの を食 べ て もらうん じや け えo
･感 じよう して ､ ええもの
で ない けどきちんと洗濯したもの を着て o や っ ぱり最終的には ､ 人間関鼠
･ ボ ラ ンテ ィア に来るときは ､
一 応清潔な身だ しなみ を整 えて来るとお っ しや っ て い ま した よねo あれ
っ て食事をお持 ちするときの 第 一 条件だと思うんです よo それがあるから信頼関係とい うの は 出て く る
んだと思うんです ｡
【高齢者にと っ て 日常会話 は孤独 を防ぐ意味で も重要と考えて
一 般的な会話をす る】
･ どう して も年寄りは孤独 に して は い けん の よ｡ い らん話をしたり｡ そう い う話をす ると､ や っ ぱり気
が 晴れ るん で. 大体年寄り は弁当を持 っ て - - ･ 全然知らん人ともオ
ー プ ン に話をすれば心やすう
なるん で す｡ わ しも年寄りだけど ､ や っ ぱり ､ 人間関係を上手にするの は会話から じや けん o
･ い ま病院か ら帰 っ て きた と こ ろです､ い まデイケアか ら帰 っ てきたと こ ろです とか い うこ とと ､ 何日
前ま で入院 して い ま した っ て い う近況を､ やはり語り た い とい うo それ は ､ あま り 日ご ろそ う した こと
が - 会話が 少ない の では ない か ､ 自分を近況を伝 えた りとい うことが少ない の で はな
い かと い う こ~と
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も､ そ こか ら推 しは か るこ とが できるか なとも思うん ですねo だから､ まず話を聞か せて いた だく ､ 聞
くと い う こ とだけですね . ｢そうです か ､ そう ですか｣､ そ れをできれば繰り返 し七､ ｢ああ､ 病院に行
っ て ら したんです か｡ ああ ､ そうなんですね｣ っ て い うこ とを繰り返す とい うこ とで しょうか ､ 心が け
て い るこ とは ｡
【相手にあわせて ､ 自分らしく普通に話す】
･ 迷惑にならん ように｡ や っ ぱり相手をよく 見て か ら､
- ･
o 病気の こ ととか そ んな こ とは 全然考え
ずに普通に ､ ほ ん の普通に話を何 げなくすれ ば ､ みん なよう話 をしん さるけの o
‥
･ ｢どん なですか｣ とか ｢元気ですか｣ とい う方もい ろ い ろ い ます しo や っ ぱり ､ そ の 方の 顔 を見て 話
をするの で ｡ そ れは ､ そ の 方その 方の い ろ い ろなか かわ り方で い い と､ 私は思うの で o
や っ ぱり い ろ い ろなか かわり方をしてくれ る ほうが ､ 相手の方も､ い ろん な方が来てく ださ
っ て ､ い
ろんな方とお話 をされるとい うので い い ん じや ない か と思い ますの で ､ 私は特に気 に しない で かか わ っ
て おります ｡
･ 相手の 方がお話 の 好きな方はす ぐ話 をされます の で ､ それに合わせて話すく らい で o こちらからそ ん
なに話す こ とは - - ｡ 天気 の話とか ､ お花がす ごくきれい に飾 っ て あるうちで は ､ きれ
い ですねとい う
話は しますけど､ そん なに込み入 っ たお話 は して い ません けど｡
【お 声が しない ときは体でも悪 い の か とい う こ とが
一 番気 になり ､ 気 をつ けて 声をか ける o】
以前 ､ 弁当を渡 した後 に亡くな っ て い た人が あり ､ お声が しない ときは ､ 電気 を消すの を忘れて 出てお
られ るの か ､ そ れ とも体で も悪い の かと い う こ とが
一 番気 になり ､ 気 をつ けて声 をか けるo
【相手が 日常の健康管理 に活用できる内容 の 会話をする】
･ 今風邪 を引い て い ると言われた ら､ こ ん な料理だけど食
べ られ るかね えという ようなお声と か い うの
は か けます｡ 個人的なこ ととか ､ 病気の こ とと か い うの はあまりタ ッ チ しない ん です けど､ 風邪 な
ん か
は - 般的なこ となの でo ｢どん なです ? 食 べ られます?｣ とか い うような こ とは ､ 冬時分はねo 夏は
そ うで もない ん ですけど､ 冬は特に風邪と か ､ お年寄 りの 方だっ たら肺炎と か い うの が (気になります
の で)o
･ ｢風邪引い て熱が あるん よ｣ と言われた ときに ､ ｢肺炎になっ たらい けん からね え､ あん まり高い よう
だ っ た ら連絡 して ､ 社協の ほうで い つ で も対応 してくれて だか らね え｣ とい う ような声 はか けて帰り ま
すけ ど｡ 気 になるとい うたら､ 冬が特 に｡ 夏は食 中毒の こ とが気 になります けど､ 冬はまた本人の 体調
の こ とを特に気を つ けるように は して い ます ｡
【平生の会話か ら築い た信頼関係 をもとに ､ 地域支援を活用するた め の 橋渡 しに なる】
･ そ の人に対 して ∵ 番 い い ア ドバイ ス がで き る方が お られればい い け ど､ お られな い場合 は ､
い つ もお
会い されて話 をされ る方との 信頼 関係 で ､ じや ああなた が言うてん なら､ そ れ をや っ てみ ようか とか o
人 の話を聞き に行 っ てみ ようとか ､ あの 人の 話 を聞 いて み ようか とか ､ そう い う橋渡 しがで きる方は ､
や はり必要 なん じや ない か と思い ます ｡ ｢こ の 方が言うてくれちや たん なら､ じや あ聞 いて み ようか｣
と か. そ うい うの っ て ありますよね. そ うい う方の 1 人とな っ て い た だける ､ ならない けん立場だか らo
･ そうい う こ とは 一 番大事だなあo - ･ - 申 しわ けがない と
- - 無理 しちや い けん けえ ､ どう
した らええか なと思うて ､ そうい う人を見る と ､ -
･ - - - ･ なら聞い て み ようか と い っ てこ
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そうい う気に ならせるとい う ことは ､ 平生の 会話で の ､ そうい うこ とだとい うことは目には見えんとこ
ろの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが 話題に上 るだろうに o - ･ ･ - - - o
監利用者と対等性 ･ 水平性 を築きたい とい うボラ ンテ ィア の思い を伝 える】
･ そ れと 一 つ 気に な っ て い る の は ､ 私たちはボラ ンテ ィア だか ら当たり前の こ ととい う感覚で行きます
けど､ それをつ けて もらうほ うの 側とい うの は ､ 来て い ただく とい うの を皆さんまだ持 っ てお られる と
い うの をすごく感じるんです ｡ だか ら､ ちょ っ と温度差があると思うん です｡
持 っ て いく側 の ほう ､ つ く る側の ほうと ､ それを利用される側の ほうとが､ 対等じや ない の か なとい
うとこ ろが まだあると思うの で ､ そうい うの はやは り垣根をなく して ､ その 温度差をなく して い かなく
て は ､ 助け合い の精神 にはやは りち ょ っ とずれて い る の で ､ できるだ けそうい うお 互いの やりとりなん
だ か ら､ 私た ちも今か らそう いうお世話になる こともあるかもしれない し､ とい うほう へ は持 っ て行き
たい なと｡
･ ｢す い ませんね え｣ とか言われると ､ ｢いや いや ､ 私たちもお互 い ､ そ の うちに利用する ように なる け｣
とかそ う いう話 で ｡ お互 い っ こで すか ら ､ とい うふ うな話は しますよね｡
私 らも ､ そう して大きく して い ただい たんで ､ それを今度はお返 しする｡ それを今度は私 たちが受け
るとい う ､ そう いう流れ じや ない ですかねみた い な話は ､ そういう話 をされる方 に対 しては ､ 説教がま
しく とい うこ とで はなくて ､ さりげなく ｢いやあ､ いずれ私らもそうなるん じや けえ｣ とか ｢お世言引こ
なるん じや けえ｣ とか ｢お互 い です よね｣ とか言 い ながら､ 話はさら っ と｡ あまり突っ 込 まずに さら っ
と流 して お持 ちして い ます｡
E活動者確保 の た めには ､ 活動者の 関心 ､ 職場の理解が必要で ある o 興味の ありそ うな人に 声をかけな
が ら､ 時期を待 つ】
･ 会 の者が ､ 自分 よりか多少若 い 人､ 子育て を終え られた方ぐらい の若い方 ､ そ うい う方にお誘 い して
少 しずつ 入 っ て い ただく｡ そう 一 遍に若い 人にぽん と飛ぶわけには いか ないか らo みん な会 の者が声 を
か けてね ｡
･ 口 コ ミで ､ 淡 々 と｡
･ や らん ? とか い う感 じでね｡
･ 興味ありそ うな人ならね｡ ちょ っ とお声をかけて t ･ - ･
･ 仕事 をや めたらや るよ ､ と言われ る人はお られるんですよ. なかな声､そ の時間が とれない 方というの
が 結構お られ るの で ｡ でも ､ 気持ちはお ありになると いうの は ある の で ､ それ を待 つ ｡ 予備軍というか ､
そ う い う人｡
･ お 勤め してお られる方は ､ 企業の 理解もないとね ｡ 私は ､ 勤めてて過渡期か らや らせて もらっ て い る
ん ですけ ど､ 企業の 社長さん が ､ それは い い こ とだか らと言 っ て くださっ て ｡ 配達させてもらう期間は
有給 をもらっ て始 めさせ てもら っ たん です けどね ｡ や っ ぱりお勤め の 方も ､ ある程度企業の ほうの 理解
もない と｡ ただ ､ 自分はや る気は あっ ても ､ やむ を得ない とい うような事情の 方はでき ない ｡ やりたく
て もできない ｡
･ や ろうと思うん だけれ ども っ て o そ う したら今の 状況を説明して ､ 最初は 1 人 じや JL配だから 一 緒に
回 っ て い た だけるから ､ そ れは大丈夫よとか ､ そうい うこ とは言い ますね｡
3 . 現在の 配食サ ー ビ ス に つ い て ､ よ いと思う こと
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E初めて の配食の ときに社協の 方が つ いて きてくれ るの で 熟むしたヨ
初め ての 配食の ときには ､ 社協の 方が つ い て い っ て い ただけると い うこ とで安心 しま して ｡
【活動できない自分の 事情にすぐに対応.してくれ る
の で安心 した】
当番は振りか えて い ただい てます の で ､ そう い う こ とはす ぐに対応 して い ただけるとい うの はメ リ ッ ト
が あっ て ､ 安心 して休 めま した｡
監留守でも悩まなくてすむo】
ぉ弁当を置く とこ ろは ､ 大体どこ か約束 して お り ､ 初めて の 方の ときに はメ モ用紙が つ い て いる o 留守
でも悩まなく てすむ｡
【お品書きがつ い て ､ 利用者が食事 を味わ い ､ 配達者が配 るこ との 張り合 い を感 じる】
･ お品書きがあれ ば､ これ は何 々 とい う の を認識 して 食べ られ るの と ､ ｢何 ?｣ と思 い ながら食 べ られ
るの と全然違 い ます｡
･ まあ､ 一 応そ の 人の もの だか ら､ 今日 は何 かね と言われたらそ の 場で あけて 見せて もらうけど､ そう
でなか っ たら社協 で ちやん とふた して もらっ たの を持 っ て行 っ て配ら して もらっ て ｡ 今日は何の 料理が
入 っ て い るの かも ､ 配達する者には全然わからない o
･ 調痩の こ ととい うの が､ 全然､ どんな調 理か配 らせてもら っ て い るだ けで ､ 中身が何が できて い るの
かというの が全然わか らない ん です よねo どん なお料 理で ､ どんな味が つ い て い るの かとい うの が今ま
でわか らなか っ た の で ､ 調理 した の をそ の 日 に配 らせて もらうように させ ても らっ て い ますo それだ っ
たら､ 行 っ て も､ 今 日 は何 の 料理でお い しい よ ､ 食 べ て ､ とか言える けど､ 今までは つ く っ ても らっ た
の を配達させて もらうだけで持 っ て行く こ とが多か っ た んです ｡
【同 じ味が続 か ない とい う日常の食事を保証が でき る】
･ セ ブ ン ー イ レブ ン へ 行きやあ 1人分の お かず は ある い うて ｡ 今日は何 に しよ うかの うい うて ､ ぐる っ
と見て ､ ああこれを食 べ ようか あ思うて買 っ て食 べ る いうo そ して ､ まあお い しか っ た ねえ思うて食
べ
るんだo 1週間 したらまた同 じメ ニ ュ
ー が出 るん だそ うです. ぐる っ と交代 に変わ っ て ､ 1週間の メ ニ
ュ
ー がずう っ と ぐるぐるぐるぐる回り よ.
るん だそうですo こ れもまた あの 味か 思やあ､ や っ ぱり食 べ て
みりや あ同 じだい うて ｡
･ 弁当屋さん の は味が 一 定 しと る いうん かね え､ 毎 日食 べ て た ら絶対飽き る味なん よ.
･ 飽き る言うちや っ た ね｡
･ だから､ う ちらの は変化が あるん じや ない ? 辛 か っ た り ､ 甘か っ たり ､ 酸 っ ぱか っ たり い う ､ そう
い う. (笑) 弁当屋さん い うの は ､ 一 回食 べ るときに はお い しい思うて食 べ る けど､ そ れを毎日毎 日買
っ て食 べ ようとは - ･:
･ ･
o 飽きてく る いうん か な､ 変化がない い うん かねえ o うちらの はすご い毎 日変化
が あらあね え｡ い ろん な人が つく るん じや けえ ､ 濃い 口 の 人もお り や あ､ 甘 口 の 人もお る し､ 酸 っ ぱい
の が好きな人が調理す りや あ､ ああにな る し､ い ろ い ろ味が違うん じや ない ?
一 定に書い て あるけど､
それに 一 味 ､ みんなそ れぞれ の 口 が つ い て るけえ､ 味が 変わ っ てく るん じや ない か なと｡
･ 家庭の 味が届 けられ るい うん かね ､ 一 口 で 言えば｡
4 . 配食サ ー ビ ス の 問題解決に向けて行 っ て い る こ と ､ 行 い た い こ と
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監配食サ ー ビ ス の 意味を理解 して活用 して もらうように ､ 利用者やそ の 周囲に説明する】
｡
■
周りが結構うるさい ｡ まだでき るの に ､ あれだけの 物をつく っ て い るの に ､ と｡ そういうの が今まで
嫌で あえて利用 しなか っ たんだけど､ や っ ぱり こ こ へ 来て自分の健康がもう
一 つ 不安がふえたりと か ､
人の こ とを気 に しても人が お金を払 っ てくれ るわけ じや ない し､ 自分の事情でするんだからという踏み
切 り ､ 気持ちを切 りか えられて ､ 利用され出 したんですけどね｡
･ そ ん なん気 にされなくて もと言 うても ､ 言葉だけで はだめなわけだか ら､ じや あどうや っ た らこ の方
は本当にそ れが 必要なんだと い うの を実感 してもらう機会をつ く っ て い けるの かと い うの も
ー つ の 課
題で しょう し､ 周りの 方にそ うい うふ うな ことを言うた っ て しょうが ない し ､ む しろそ の方 にと っ て は
マ イナ ス にな っ て返 っ てき よるわけ じやけ ､ そ の辺 は理解 してもらうように｡ そ の 辺 はまだ､ 人の啓発
の とこ ろがまだまだ足 り て い ない の で ｡
｡ い わゆる周り姑 (じゆ うと) とこ の 辺で は言うん ですよ｡
･ わ か るわ､ それ｡ 世間 の 目とか｡
- - ･ 言われたん じやけ どo で もね ､ お ばちやん ､ 週に2 回ぐらい はバ ラ ン ス の とれた食事させ て
もらうの に い い けえ､ あん たもと っ てみ ん しや い ､ とo そ の人に勧めて あげたい ね o わ しは ､ まだ
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と い う方は ､ ねえ｡ で も､ バ ラ ン ス の とれた の を週に 2 回ほ ど食べ させてもらっ た ら､ どう しても自分
には偏 っ たもの ばかり になるけえねと言うた ら､ いや ､ それでい い ､ わしは嫌い なもの が多い けえ､ あ
が い なも の をと っ てもよう食 べ ん の で ､ とo そが んなら言い なさんなっ て.
捌 用者に満足 して い た だける こ とをす るに は ､ ふ だんの 生活を知 っ てて ､ ち ょ っ と変化があっ たとき
には行 っ てす ぐわか ると いう ような規模で活動を続けた い ｡】
･ や っ ぱり今の 形態が続いて い けばい い なと思い ます し､ 合併したからっ て い っ て ､ 他町村っ て い うん
です か ､ 新 しく なっ て 一 つ の 町 に はなるんですけれ ども､ そ ちらの ほうまで皆さん が協力できる か ､ そ
れとも ､ い ま千代田 町というち ょ っ と離れて い るとこ ろか らこ っ ちの ほう
- お手伝 い に来て ､ そ の人た
ちとやる っ て い うこ と､ そ の 形態 は難 しい ん じやない かなあというような気もするか ら､ だから旧大朝
町 ､ 皆さん が顔を知 っ て る ､ 声か け合える っ て い うと こ ろでや る小規模な今の やり方が続けば､
一 番続
きやすい か なとは思い ます｡
･ (顔 を知 っ て い る範囲でや りたい とい う の は) 利用者ですね o それからや はり ､ ふだん の 生活を知 っ
て て ､ ち ょ っ と変化が あ っ たときには行 っ た方がすぐわか るとい うような方向o
･ 要望が伝わりやすい か らo 満足 して い ただける ことをするんだ っ たら､ 向こうの 方に喜んで い ただき
た い とい う気持 ちもある し､ 気持ちが通 い 合う こ とができ 即 塘 あとい うような. ただ届 けるだけ､ お
金を出 して受け取 るだけというん じや あ､ ちょ っ と -
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･ わか りやす い ､ 相手の反応が わか る ､ 伝わる いうかね えo あんまり大きくなると ､ や っ ぱり業者さん
がや っ ちや っ たほうが い い ん じや ない か なあと思 っ てみたり o 追い つ かん ようになる
い ねえ､ ボ ラ ンテ
ィ ア だけで はo
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